









































ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・コスモス③
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富士見ドラゴンブック









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　こんにちは、加納正顕かのう・まさあきです。

　本書は、『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・コスモス』の三巻かんになります。

　一～二巻未読の方は、お求めになった書店で取とり扱あつかっていると思いますので、どうかそちらもよろしくお願いします。

　また、『ダブルクロス』やＴＲＰＧ、リプレイについても、一巻でくわしく解かい説せつしていますので、今回は割かつ愛あいさせていただきます。




　……さて、応おう援えんしていただいた『コスモス』も本書で最さい終しゆう巻かんとなります。

　神戸に暮くらす女子高生オーヴァード、今いま春はるそよぐたちとＵＧＮ神戸第三支し部ぶの面々の日にち常じようを守る戦いは、宇う宙ちゆうからの来らい訪ほう者しやフェイドが思い出した告白によって、思いもよらぬ危き機きに直面してしまいます。

　前ぜん巻かんラスト、フェイドがもたらした言葉は、ＧＭをも驚きよう愕がくさせる衝しよう撃げき的てきなものでした。

　本書でその真の意味が明かされます。

　神戸支部のエース、海藤辰馬かいどう・たつまはどう戦うのか？

〝支し部ぶ長ちようロボ〟ユピテルはどうまとめていくのか？

　興きよう味みは尽つきないことと思います。




　この世界は、どうなってしまうのか？

　我われ々われがよく知る現げん在ざいと似にてはいますが、それは表面上だけのこと。

　レネゲイドウィルスによってオーヴァードという超ちよう人じんが存そん在ざいしますが、世界各国はそのことを隠いん蔽ぺいしています。




　そんな世界に、宇宙から来訪者がやってきたら？

　日常を守るという『ダブルクロス』のテーマにふさわしいスタンダードを目指した本書も、いよいよ佳か境きようを迎むかえます。

　この三巻までおつきあいいただいた読者の皆様はその魅力をご存じのことでしょう。

　その期待に違たがわぬ物語がこれから始まろうとしています。




　ぜひ、ページをめくり本ほん編ぺんにお進みください。










　　　　前回までのあらすじ




　世界はすでに変へん貌ぼうしていた───。

　オーヴァードとしてＵＧＮ神戸第三支部に協力する〝春一番〟今春そよぐは、下校中に奇き妙みような光を浴び、何かの意思が宿るという不思議な体験をする。それは、宇宙からやって来た精せい神しん生命体フェイドだった。フェイドは、ピルグリムと呼よばれる地球外のレネゲイドビーイングたちが地球にやってきたことを告げる。

　そよぐはＵＧＮ神戸第三支部に報ほう告こくし、〝支部長ロボ〟ことユピテルとＵＧＮチルドレンの〝フレイムジェミニ〟海藤辰馬とともに調ちよう査さに乗り出した。

　神戸市にやってきた、リキッドという液えき状じようのレネゲイドビーイングを倒たおしたと思ったのも束の間、今度はピルグリムセルのガスとＦＨによってユピテルの同型機が破は壊かいされてしまう。一方、そよぐの親友、五十嵐未来いがらし・みらいからタイの演えん劇げきに誘さそわれた辰馬はその会場で観客たちをインベードしようとするガスとプラズマの計画に巻まき込こまれてしまった。

　分ぶん断だんされた神戸第三支部だったが、レネゲイドビーイングの組そ織しきゼノスの協力を得て、辛からくもこれを撃げき退たいする。

　しかし、その事じ件けんの後フェイドからもたらされたのは衝しよう撃げきの告白だった。



















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　昨日と同じ今日、今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、世界は既すでに変貌していた──。




〝邪じや毒どく系けい女子高生〟──もとい、〝春一番スプリングストーム〟今いま春はるそよぐと、宇宙からやってきたレネゲイドビーイング・フェイドの奇妙な出会いから始まった事件は、ＵＧＮ神戸第三支部のエース・海藤辰馬かいどう・たつま、そしておねえ系ロボ支部長・ユピテルと共に、いよいよクライマックスを迎むかえようとしていた。

　港町神戸を舞ぶ台たいに繰くり広ひろげてきた物語は、果たしていかなる結末を迎えるのか──。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　二〇一三年、季節は冬。いつものようにいつもの五人がいつもの場所に集まっている。お定まりの文もん句くではあるが、最終話となると実に感かん慨がい深ぶかい。

　セッションの準じゆん備びを整え、気合を入れようと頰ほおを軽く叩たたいて、筆者はプレイヤー諸しよ氏しを見まわす。

　まずは、最早恒こう例れいとなった各プレイヤーの紹しよう介かいをさせていただこう。




駒尾真子こまお・まこ

　ノベライズ、シナリオライティングなどで幅はば広ひろく活かつ躍やくする美しき小説家。『BLAZBLUE─ブレイブルー─コンティニュアムシフト』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう）、『ワイルドブーケ　花の咲さかないこの世界で』（一迅社）などの代表作がある。筋すじ金がね入りのゲーマーであることは、二巻まで読んでいただいた読者諸しよ兄けいには御ご承しよう知ちのことだろう。

　本リプレイでは、〝春一番スプリングストーム〟今春そよぐを担たん当とうする。




矢野俊策やの・しゆんさく

　水野良みずの・りよう氏とタッグを組んだ新作ＴＲＰＧ『グランクレストＲＰＧ』も絶ぜつ好こう調ちような、『ＤＸ３』のデザイナー。人は〝王子〟と彼かれを呼よぶ。甘あまいマスクに漲みなぎる知ち性せい、そしてスイッチが入った瞬しゆん間かん強きよう烈れつなネタ師しとなるポテンシャルを秘ひめた超人だ。

　本リプレイでは、鋼はがねのボディにおねえの心をインプットした〝支部長ロボ〟ユピテルを担当する。




鈴吹太郞すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やくにしてゲームデザイナー。人呼よんで〝社長〟。最新作『トーキョーＮ◎ＶＡ THE AXLERATION』（エンターブレイン）が既に大だい反はん響きようを呼んでいる。普ふ段だんから積極的にＴＲＰＧを遊ぶベテランである。

　本リプレイでは、宇宙から飛来したあげくに記き憶おくを失いオコジョのマスコットを仮かりの肉体とする謎なぞ多きレネゲイドビーイング、フェイドを担当する。




大畑顕おおはた・あきら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくのライター。データやルールの作成でマルチな活躍を見せる他、本書以外にも数多のリプレイにプレイヤーとして参加し、その見事なロールプレイ力を見せる。情なさけない三下からビシっと決める主人公まで、その巧たくみさには定てい評ひようがある。

　本リプレイでは、〝たっつん〟の愛あい称しようで呼ばれる神戸支部のエース、海藤辰馬を担当。




加納正顕かのう・まさあき（以下、ＧＭ）：それでは皆みな様さま、本日ただいまより『コスモス』最終話の収しゆう録ろくを始めたいと思います。よろしくお願いします。

一同：よろしくお願いします！

矢野俊策（以下、矢野）：なんか畏かしこまってるな、加納くん。

ＧＭ：そりゃもう最終回ですからね。自分もいくつかリプレイを書いてきましたが、最終回というのはいつも緊きん張ちようします。

大畑顕（以下、大畑）：わかります、わかります。

鈴吹太郎（以下、鈴吹）：いやあ、適てき度どな緊張感を持つのはいいことだよ。

ＧＭ：オッス、気合入れてつとめさせていただきます。

駒尾真子（以下、駒尾）：最終回ですか……なんか長かったような、あっという間だったような。終わっちゃうのはさびしいですが、最後まで頑がん張ばります！

ＧＭ：期待しておりますよ！　さあ、それじゃあまずトレーラーを読み上げ……るんですが、すみません、最初の一行は社長が読んでください（と言ってメモを手て渡わたす）。

鈴吹：俺おれが読むの？（笑）　えー……あ、なるほど。




●トレーラー

「私わたしの目的、それは、この星の生物すべてを滅ほろぼすことだ」




ＧＭ：はい、ありがとうございました（笑）。

鈴吹：どういたしまして（笑）。




　宇宙からの来訪者、フェイド。

　その衝撃の告白は、ＵＧＮ神戸第三戸支部にとって、最大の試練を告げる鐘かねの音となった。

　もうひとりのフェイドが現あらわれるとき。

　神戸──否いな、この惑星ほしにとって最大の危機が訪おとずれる。

　かつてない災さい厄やくを前に、果たして、どう戦い抜ぬくのか。

　タイムリミットは、近い。




　ダブルクロス　The 3rd Edition　リプレイ・コスモス

　最終話「流星」

　ダブルクロス、それは裏うら切ぎりを意味する言葉───。




駒尾：二巻ラスト、フェイドちゃんのセリフから繫つながってるんですね……。

ＧＭ：そのとおりです。

矢野：ショッキングなセリフだったからなあ。使わない手はあるまい。

鈴吹：プレイヤーなのに、トレーラーを読み上げることになろうとは（笑）。

大畑：中々ない経けい験けんですよね。

ＧＭ：さて、それでは次にハンドアウトを読み上げます。




▼そよぐ・辰馬・ユピテルＤ０－５用共通ハンドアウト

ロイス：フェイド・アウト　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：任にん意い／ネガティブ：任意

　はるかなる宇宙からの来訪者フェイド。

　彼は、この星の生物を殺すことが目的だったと告げ、その驚愕の正体を口にする。

　はたして、彼は敵てきなのだろうか？

　その真意は？

　この奇妙な生命体に、キミたちは対たい処しよしなければならない。




駒尾（以下、そよぐ）：フェイドちゃん以外は同じハンドアウトなんですね。

大畑（以下、辰馬）：わかりやすくていいなあ。

矢野（以下、ユピテル）：……奇妙な生命体、かあ（一同笑）。

鈴吹（以下、フェイド）：俺を見ながら言うなよ矢野くん！（笑）

そよぐ：支部長とフェイドちゃん、どっちがより奇妙なんだろう（笑）。

辰馬：どっちもどっちな気がする……。

そよぐ：でも、内ない容ようは中々ハードですよ。対処……対処、かあ。

ユピテル：ＰＣ相手に「対処」っていうのもすごいな。

ＧＭ：社長が『コスモス』二巻のラストであんなことを言わなければ……（笑）。

フェイド：人のせいにするのはよくない。

ユピテル：すごい、真顔で言ってる。さすが社長だ。

ＧＭ：くっ……そ、それより社長のハンドアウト読みますよ！

フェイド：うむ、出したまえ。




▼フェイド用共通ハンドアウト

ロイス：フェイド・アウト　　　推奨感情　ポジティブ：任意／ネガティブ：任意




ＧＭ：本来、ロイスは自分自身には取らないものですが、今回は特別にフェイド自身へロイスを結んでもらいます。感情……自分をどう思っているかも、任意で決めてくださいね。

フェイド：ふむふむ、了りよう解かいした。




　キミは来訪者ピルグリムの、そして、自分自身の目的を思い出した。

　それは、地球上の生命体を滅ほろぼし、この星を支し配はいして新たなる楽園にすることだ。

　だが、今のキミ自身は、それを望んでいるだろうか？

　自分自身に問いかけ、答えを出さなくてはならない。




フェイド：……うん、こちらもシンプルでいいな。

ユピテル：もう支配するつもりなのねー（笑）。

フェイド：ハンドアウトに支配しろと書いてあるから仕方がない。

そよぐ：いつ支配するの？

辰馬：今でしょ！




　本書の発売日にもまだ通じるネタなのだろうか。




ＧＭ：ま、まあ今であることが間違いないかもしれませんが（笑）。

ユピテル：ふたりとも、息ぴったりだったわよ。

そよぐ＆辰馬：ありがとう（一同笑）。

ＧＭ：……とまあ、こういうハンドアウトなんです。

ユピテル：それで、ロイスに関しては、全員がフェイドに対して結ぶことになるのね。

フェイド：おお、大人気！

そよぐ：春のフェイド祭りが始まるよ！（笑）

ＧＭ：それはパン祭りです！

ユピテル：お皿とかがもらえそうな感じね？（笑）

辰馬：フェイドのロイスを集めると、季節の小皿がもらえるんだな？

そよぐ：マジですかっ！

ＧＭ：だからそれはパン祭りだよ!!（一同笑）

フェイド：ギャグはいいとして、先に進めたまえ。

ＧＭ：はい。ま、そんなわけですので、皆様には最後の成長作業をしていただきましょう。

一同：はーい！




　前巻で得た経験点を使用し、ルールブックやサプリメントと格かく闘とうしながら成長作業を行なうプレイヤー諸氏。これが最後となると、後こう悔かいのないよう気合も入ろうというもの。

　やがて、全員の作業が完かん了りようした──。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




▼今春そよぐ

そよぐ：はい！　《原初の赤：蝕む赤》のレベルが１あがったよ。強くなるために［邪毒］の修行に励んだ結果だよ。

一同：［邪毒］の修行!?（一同笑）

辰馬：……そ、それはどういう修行なんだ？

そよぐ：ほら、もっと凶悪な毒になるよういろいろ研究したんだよ、きっと。

ユピテル：ああ、蛇やら毒虫やらいろんな毒を調べたりしたのね。

そよぐ：うん、そして［邪毒］もランク３まで与えられるようになりました。

辰馬：げええええっ!?

ユピテル：喰らったら、死ねるわね（笑）。

フェイド：ロボも朽ちるほどの毒か。

そよぐ：それから、《バランスブレイク》を２レベルで取得。攻撃が命中すると、［重圧］も付与できるようになりました。

ユピテル：そよぐの攻撃が命中するだけで［邪毒］とダイスペナルティにくわえて［重圧］までかかるなんて。さすがだわ（笑）。

ＧＭ：お、おお。さらに凶悪なことに……。

フェイド：〝春一番スプリングストーム〟のコードネームに相応ふさわしい季節がやってきた今、そよぐは邪毒系女子高生から邪毒重圧系女子高生に進化を遂とげたか……（笑）。

辰馬：邪毒、重圧、女子高生。Ｊ３か……。

フェイド：何だその通称は（笑）。

そよぐ：Ｊ３！　なんかカッコイイ！

ユピテル：かっこいい……のかしら？（一同笑）

ＧＭ：本人が気に入っているなら、いいんじゃないですかね？（笑）

辰馬：気に入ったなら、いいんだ（笑）。

フェイド：Ｊ３……まず何の略かわからんな。

そよぐ：いいんです。あ、あと【感覚】を１上昇させまして、【行動値】が16になりました。

ＧＭ：け、堅けん実じつな成長だ……。了解です。最後に、固定ロイスを確かく認にんしましょう。

そよぐ：はーい。まずはＤロイスの「対抗種カウンターレネゲイド」、それにお姉ちゃんの今春さくらと、親友のミイちゃんこと五十嵐未来いがらし・みらいちゃん。

ＧＭ：なるほど。そよぐの固定ロイスは最後まで変わりませんでしたね。

辰馬：ブレないってことですね。すごいなあ。

そよぐ：あたしの日常そのものですからね！　今回も守り抜ぬきます！
















▼海藤辰馬

そよぐ：じゃあ次はたっつんの番だね！（笑）

辰馬：たっつんって言うな！（笑）

ＧＭ：条じよう件けん反はん射しやみたいになっとるな。ええと、お願いします。

辰馬：あ、はい。〈白兵〉を４レベル上げて、13レベルになった。

フェイド：13か！　そりゃ大したもんだ。

辰馬：なんたってエースだからな。あと《フェニックスの翼つばさ》という、【ＨＰ】を回かい復ふくするエフェクトを取得した。これで敵から攻撃を受けて、《炎えん神じんの怒いかり》の代だい償しようが払はらえないという事じ態たいを回かい避ひできる。

そよぐ：『コスモス』二巻では苦労してたもんね……。

辰馬：固定ロイスはＤロイス「精鋭トウルーポーン」と、双ふた子ごの兄星せい司じ、それと、そよぐ。

ＧＭ：はーい、了解しました。
















▼ユピテル

ユピテル：さ、次はアタシね。《ペインエディター》のレベルを５にしたわ。これで【ＨＰ】はなんと58よ。

そよぐ：58！　あたしが26だから、倍以上……（笑）。

ＧＭ：一気に伸のばしましたね。

ユピテル：それだけじゃないわよ。高い【ＨＰ】を活かすべく、攻こう撃げき力りよくを［最大ＨＰ－現在ＨＰ］点上昇させる、《雷らい鳴めいの申し子》を取得したわ。ただ、攻撃すると【ＨＰ】が０になっちゃうんで、一回しか攻撃できないんだけどね（笑）。

辰馬：支部長の切り札だな。

ユピテル：そういうことね。あ、固定ロイスはＤロイスの「機械化兵フルボーグ」、それに辰馬ちゃんとそよぐちゃん。

そよぐ：あれ、同型機へのロイスはなくなっちゃったんですね。

ユピテル：ロボ性せいの違ちがいにより解かい散さんしたわ（爆ばく笑しよう）。




　音おん楽がく性せいの違いみたいなもんなんだろうか。




辰馬：ああ、おねえとにっかつ無む国こく籍せき映えい画がじゃそうもなりますか。

フェイド：ひどい話だ（笑）。

ユピテル：いやあね、神戸第三支部のみんながなにより大切ってことじゃない。

そよぐ：綺き麗れいにまとまった……のかな？（笑）
















▼フェイド

ＧＭ：ええと、それでは最後にフェイドの成長報告をお願いします。

フェイド：承しよう知ち。私はみんなに比くらべると地味な成長しかしていない。そよぐより先に動いて支し援えんを飛ばすために、【行動値】を上げる《原初の黄：加速装そう置ち》を取得。

ＧＭ：使用すると、【行動値】はいくつになるんですか？

フェイド：17かな。侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％を超えると、もう少し上がる。それから、《原初の赤：癒いやしの水》のレベルを４に上げたぞ。

ユピテル：これは素晴らしいわ。そよぐちゃん、【行動値】いくつでしたっけ？

そよぐ：16ですよ。

ユピテル：ほら、それなら先にフェイドちゃんが行動して支援を受けられるわ。

そよぐ：ほんとだ、しかも１差！　これ以上【行動値】上げなくてよかった（笑）。

辰馬：ほんとだな。

ＧＭ：つまり、フェイドは支援と回復を成長させたんですね。

フェイド：うん、シンプルでいいだろう。固定ロイスはＤロイスの「神格デイエテイ」、そしてユピテルと辰馬に対するロイスを残しておく。そよぐにはＰＣ間ロイスでとれるだろう。

ＧＭ：よくおわかりで（笑）。結局ＰＣ全員にってことですね。了解です。



















　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは、最後にＰＣ間ロイスを決めましょう。そよぐ[image: ]辰馬[image: ]ユピテル[image: ]フェイド[image: ]そよぐ、の順番でお願いします。

一同：はーい。

ＧＭ：それと、ハンドアウトでお渡ししているフェイドへの感情も教えてくださいね。

そよぐ：そっか、それも決めないとね。

辰馬：フェイドへか……。

ユピテル：悩んじゃうわね。

フェイド：私は自分自身へのロイスということだな。了解だ。

ＧＭ：それでは、まずは、そよぐからお願いします。

そよぐ：はーい。じゃあまずはＰＣ間ロイス。たっつんには……どうしようかな。ええっと、感情ってあとで変えても大丈夫ですか？

ＧＭ：基き本ほん的てきにはセッション中には変わりませんが……状じよう況きよう次第ですね。

そよぐ：わかりました。……じゃあ、ポジティブは［友ゆう情じよう］にしておこうっと。ネガティブは任意で［心配］。ポジティブが表です。

ＧＭ：ほうほう、了解です。

そよぐ：で、フェイドちゃんにですが……これは変わらず［友情］と［不安］にします！　もちろん、［友情］が表で！

フェイド：あの発言の後でも友情を抱いてくれるのか……。

辰馬：そよぐは宣言通りブレないなあ。

ユピテル：うんうん、そよぐちゃんらしいわね。

ＧＭ：ありがとうございます。では、次に辰馬。

辰馬：じゃ、俺もまずは支部長にだな。［親近感］と［食傷］で、［親近感］が表だ。

ユピテル：もっとスキンシップしてもいいのよ。

辰馬：いりません。

そよぐ：ばっさりだ（笑）。

辰馬：それとフェイドにだが……［友情］と［猜疑心］にしている。表にしているのは［猜疑心］のほうだ。

ＧＭ：お、了解です。

そよぐ：たっつんはそうだよね。エースとしての義務があるもんね。

辰馬：お、おう。

ユピテル：もっと自信持ちなさいよ（笑）。

ＧＭ：次は、ユピテルからフェイドですね。

ユピテル：んー……アタシ、フェイドちゃんへの感情は保ほ留りゆうにしておいてもいい？　あの子の真意が現げん時じ点てんでは分からないから……それを見てから、判はん断だんしたいの。

ＧＭ：そうですね……構かまいません。その時になったら決めるということで。

ユピテル：ありがと。じゃ、保留にしておくわね。

ＧＭ：では最後に、フェイドからそよぐへ。

フェイド：うむ。ネガティブは［不安］だ。これは辰馬やユピテルに対しても同じにする。なにしろ、『コスモス』二巻のラストで、殺害予告をしてしまったようなものだからな。

ＧＭ：なるほど。

フェイド：その上で、ポジティブ感情については私も保留にしておきたい。今、彼らにどう接すればいいのか戸惑っているのだ。構わないか？

ＧＭ：もちろん、そこを葛藤してもらうのが今回の主旨ですからね！

そよぐ：た、楽しそうですね……（笑）。

ユピテル：加納くんはこういう男だ。

ＧＭ：はっはっはっ。

フェイド：なお、自分自身への感情は、ポジティブもネガティブも任意で［自身］にしておく（一同笑）。

辰馬：感情なんですか、それ？（笑）

フェイド：自分を肯こう定ていしたいときにポジティブにチェックを入れ、自分を否ひ定ていしたいときはネガティブにチェックを入れる。

ユピテル：それは便利な使い方ね！（笑）

ＧＭ：さすが社長（笑）。では、ＰＣ間ロイスも決まったところでメインプレイにうつりましょうか。



















　こうして、新たな力を得た神戸第三支部のオーヴァードたちと宇宙からの来訪者。果たして彼らはどのような結末を迎えるのであろうか？

　今はまだ、誰だれにも知る由よしはない──。






《バランスブレイク》　高周波で敵の全身の神経や回路を振動させ、混乱させるハヌマーンのエフェクト。バッドステータスの［重圧］を与える。

《フェニックスの翼》　体内の温度操作により急速な回復を行なうサラマンダーのエフェクト。

《雷鳴の申し子》　肉体の限界を超えて発電細胞に電撃を生じさせるブラックドッグのエフェクト。攻撃力に受けているダメージ分を追加する。

《原初の黄：加速装置》　「タイミング：セットアップ」か「タイミング：クリンナップ」のエフェクトをひとつ取得する。《加速装置》は反応速度を上げるブラックドッグのエフェクト。












　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆タイムリミット

Scene Player ─── フェイド




　──フェイドは、この星の生物すべてを滅ぼすためにやってきた。

　その告白に絶ぜつ大だいな衝撃を受ける神戸第三支部の面々。どうやら、彼らの辞書に安息という文字が載るのはまだ先のことらしい。




ＧＭ：はい、オープニング最初のシーンです！　というわけで──社長、よろしくお願いします（『コスモス』二巻を手て渡わたしながら）

フェイド：（受け取って）あ、また読むのね（笑）。よし……。




「私の目的、それは……この惑星の生物をすべて滅ぼすことだ」




一同：何だってー!?

辰たつ馬ま：……って、あらためて同じ反はん応のうをしちゃったんですけど（笑）。

そよぐ：でも、やっぱり衝撃的なセリフだよね。

ＧＭ：ありがとうございます。──そして、フェイドは真の名前をみなさんに告げてください（と言って、メモを手渡す）。

フェイド：うむ、では告げよう。（受け取ったメモを見て）……おお、なるほど。やはり。

ユピテル：何が書いてあるのかしら。どきどき。

フェイド：……うむ。




　驚おどろき戸と惑まどうそよぐたちを見ながら、フェイドは更さらに衝撃の事実を告げる。

「私の真の名は──〝ソリッド〟。〝ピルグリム〟最後のひとりだ」




フェイド：──キミたち風に言えば、〝マスターソリッド〟と名乗るべきかな。

そよぐ：えええっ!?

ユピテル：まさかとは思ったけど、ね……。

辰馬：……最後、って言ったな。他にはもういないのか？

フェイド：どうなのだ、ＧＭ。

ＧＭ：〝ピルグリム〟と呼ばれる存在はフェイド＝ソリッドが最後のひとりです。ただ、彼らは〝マスター〟級ならば眷けん属ぞくを増ふやすことができます。

辰馬：ああ、そうだった。マスターガスもマスターリキッドもいろいろ増ふやしてたな！

フェイド：（メモを見ながら）更に言えば、私は〝ソリッド〟の精神体なのだ。本体はこの惑星から離はなれたところに、鉱こう物ぶつの塊かたまりとして浮ふ遊ゆうしている……ということを思い出した（笑）。

辰馬：鉱物の塊、か。サイズはどれくらいなんだ？

ＧＭ：ここからはＧＭである自分が説明しましょう。〝ソリッド〟本体は、推定で質量が十の一八乗キログラム。小惑星のもっとも大きいものと同程度です。

そよぐ：そう言われてもピンとこない（笑）。

辰馬：『逆襲のシャア』で地球に落とそうとするアクシズとかと同じ感じ？

ＧＭ：あれは、はっきり大きさとかわからないですが、その数百倍ってとこですね。

そよぐ：でかっ!?

辰馬：思ったよりも大きいし重たい……（笑）。

ＧＭ：そして──〝マスターソリッド〟の目的は、この天体を地球に落とすことです。

そよぐ：た、大変だよ!?

ユピテル：……アタシってバカだからよく分からないんだけど、そんな隕いん石せきが落っこちてきたら、地球消しよう滅めつしちゃわないかしら？（笑）

辰馬：そ、そうだよなぁ……。

ＧＭ：激げき突とつすると、環かん境きようが激げき変へんし、現げん存そんする生物が死し滅めつするくらいのサイズなのは間ま違ちがいありません。

辰馬：そりゃまあ、そうだよなぁ……。

ユピテル：確たしか、恐きよう竜りゆうの絶ぜつ滅めつも大きな隕石が落っこちてきたからって説があるわね。

ＧＭ：まぁ、つまりマスターソリッドは惑星そのものをインベードするわけです。

ユピテル：それは、壮大ね。

フェイド：だろ？　地球そのものが私になるのだ！　これこそ完璧な支配!!

そよぐ：地球が……フェイドちゃんになる……ねぇ。

フェイド：どうだ、恐ろしいだろう？

ＧＭ：そして、フェイドの役目は、ビーコン……つまり、隕石である〝マスターソリッド〟の落下点になることなのです。

フェイド：私を道標とし、〝マスターソリッド〟本体が落下してくるという仕組みなのだ。つまり、ここに落ちてくるのだ。

そよぐ：うわ[image: ][image: ][image: ][image: ]!!

辰馬：（フェイドになって）「諸しよ君くん、もう逃にげられんぞ？　もはや手て遅おくれなのだ。ハッハッハ！」……て感じ？（一同笑）

フェイド：……残念ながらそのように私は笑えないのだ。

辰馬：えっ、違ちがうの？

フェイド：だって、このままだと……私を殺して惨さん劇げきを回避する流れだろ？（笑）

そよぐ：……あっ！

辰馬：フェイドを殺せば天体落下を防ふせげる……？

ユピテル：ちょっと、その辺どうなのよ？

そよぐ：そもそも、いつ落ちてくるんですか？

ＧＭ：現在のフェイドは、本体が落ちてくるタイミングも、大まかに把は握あくできています。

フェイド：おお、それはいつなのだ？

ＧＭ：西せい暦れきで言うと二一三一年の秋ごろですね。

そよぐ：えっ、そんなに先なの？（笑）

フェイド：うむ、おおよそ一二七年後くらいだ。

一同：………………。




　一二七年後と聞いた途と端たん、緊張の糸もほぐれた。

　そう、まだまだずっと先にある危機。




ユピテル：今日明日中に落ちてくるって話じゃないのね……。

そよぐ：とりあえずは、よかったぁ。

フェイド：だが、私の本体はその天体なのだ。お前らは怖こわくないのか？　私の本体が落ちてきたら死ぬんだぞ？

そよぐ：一二七年後に？（一同笑）

ユピテル：地球の危機といえば危機だけど、ピンと来ないわぁ。

そよぐ：あたしたち、その頃ころには寿じゆ命みようで死んでるってば（笑）。

辰馬：生せい存ぞんしてる可か能のう性せいがあるのは、支部長くらいなもんだよ。

ユピテル：アタシの場合、「生きてる」って言っちゃっていいのかしら？

そよぐ：稼か働どうしてるって言うべきなのかな？

ユピテル：ちょっと疑ぎ問もんな部分があるけどねぇ（笑）。

フェイド：だが、〝マスターソリッド〟は、地球すべてをインベードするのだ！　地球そのものが、私となるのだ！

辰馬：は、話が壮そう大だいすぎて、呆ぼう然ぜんとするしかないな（笑）。

そよぐ：一〇〇年以上も先だし、ねえ？

辰馬：そもそも、オレらが対処できることなのかどうかも分からないし。

フェイド：このままだと、恐竜がそうであったように、お前たちも絶滅することになるのだ（自信満々に胸むねを張はる）。

そよぐ：隕石落下を止めることはできないの？

フェイド：……止められてしまったら、私は目的を果たせなくなってしまう。

そよぐ：そ、そうだよね。……でも、これって、マズいよね？（笑）

辰馬：ま、まぁ、マズいと思う、よ（笑）。

ユピテル：とりあえず、ＵＧＮ本部に連れん絡らく取ってみましょうか？

辰馬：ＵＧＮ本部に連絡するくらいしか、今のオレらにできることってないからなぁ（笑）。

ユピテル：時間的に切せつ羽ぱ詰つまってるわけでもないし、地球規き模ぼだからスケールの大きな話だし……アタシたちだけで抱かかえ込こんだりはしないでしょ。上じよう層そう部ぶに報告して、向こうの判断を仰あおぐしかできないわ（笑）。

辰馬：これは、時間をかけてゆっくり考えるべき事案だよな（笑）。

ユピテル：じゃあ、報告だけはしておくわね。「もしもし、ＵＧＮ？　一二七年後に、隕石が落下して、生物が死滅するらしいんだけどぉ」って（一同笑）。

辰馬：「ふ、ふーん」って感じで流されそうだなぁ。

ＧＭ：では、ユピテルがＵＧＮ本部に報告をしたところで、シーンを終しゆう了りようしましょう。






西暦で言うと二一三一年　『ＤＸ３』の現在が西暦何年なのかは言及しないが、ここでは明確には決められていない。このリプレイではプレイヤーに分かりやすいよう現在を二〇一四年であるとしている。









◆Opening02◆School Days

Scene Player ─── 今いま春はるそよぐ




　大だい質しつ量りようの天体が地球に落下し、すべての生物を滅ぼす。それこそが、フェイド──マスターソリッドの目的。その告白はそよぐにも衝撃だった。

　──とはいえ、一世紀以上先の話だ。深しん刻こくな気分になろうにも現げん実じつ感がなさすぎる。

　そんなわけで、そよぐは普段通り、学校へと向かっていた。




ＧＭ：それでは、次はそよぐの日常を描えがくシーン。フェイドも登場していいですよ。

フェイド：おお、そうか。じゃあ、鞄かばんについているマスコットとして出てこよう。

そよぐ：翌よく朝あさくらいなのかな？

ＧＭ：先ほどのシーンから数週間後。夏休みが終わった頃です。

辰馬：一気に時間が進んだ（笑）。

ユピテル：気づいたら、一二七年後とかになってなきゃいいわよ（笑）。

ＧＭ：次の世代の話になってしまうから、そんなことはしませんよ（笑）。……朝、いつもどおり、そよぐが未み来らいを起こしに行くところからです。

そよぐ：は～い。

ＧＭ：未来の母親は、「いつもごめんなさいね」と言いながら、そよぐを未来の部屋へと入れてくれます。

そよぐ：ミイちゃん、朝だよ。学校行こ！

ＧＭ：未来は布ふ団とんに潜もぐり込こんだまま、「うぅ……今日は創そう立りつ記念日でお休みに違ちがいない……」と呟つぶやきます（一同笑）。

そよぐ：早く起きないと、隕石が落ちてくるの、見み逃のがしちゃうよ？

ＧＭ：「えっ、ウソ隕石!?　見る見る絶対見る！」超反応で布団を跳ね飛ばし、未来は起きあがります。

そよぐ：おはよう、ミイちゃん。

ＧＭ：「……そよちゃんおはよう」そう言ってきょろきょろ周囲を見回し。「隕石は？」

そよぐ：落ちてこないよ。

ＧＭ：「……騙した！　そよちゃんがわたしを騙した！」（一同笑）




　　──そんな他愛ないやり取りで始まる、いつもと変わらない朝。

　未来の母親に見送られながら、そよぐは未来とともに学校へと向かう。

　隕石が落ちてくる。そんな話はずっと先のこと。




そよぐ：やれやれ、ひと仕事終えたような気分だよ……いつものことだけど。

ＧＭ：「ごほごほ、いつもすまないねえ」（笑）

そよぐ：それは言わない約束だよ、おとっつぁん……って、何言わせるのよ！（笑）

ユピテル：ノリいいな駒尾さん（笑）。

辰馬：流れるようなやりとりだった。

ＧＭ：「あはは、ごめんごめん。ところでさ、そよちゃん。聞きたいことがあるんだけど」

そよぐ：聞きたいこと？　なに？

ＧＭ：「ぶっちゃけ、最近、海藤くんとは、どうなのさ？」
















そよぐ：どうって、なにが……？

ＧＭ：「ふたりの関係に、なんか変化はないのかなーって思って」

そよぐ：な、なにもないよ？　というか、なんでそんな芸げい能のうレポーターみたいなことを……と、ジリジリと距きよ離りを取ります（笑）。

ユピテル：間合いを取ったわね（笑）。

ＧＭ：「聞いても素す直なおには教えてくれないだろうと思って、つぶさにふたりのことを観察してたんだけど、そよちゃんたちって、本当になにもないよね～」

そよぐ：そりゃあ、進しん展てんするようなイベントもなかったし……。隕石が落ちてくるくらいなもんで（一同笑）。

ＧＭ：「今日のそよちゃん、隕石ネタ引っ張るけど、なんで？」

そよぐ：う、ううん、なんでもない！　ちょっとね、ブームみたいなもの！

ＧＭ：「隕石がブームなんだ」（笑）

フェイド：ここでいっても、未来には通じないからな。

ユピテル：一〇〇年後に隕石落ちてくると言っても、ねえ？

ＧＭ：未来はそよぐと他愛のない会話を続けます。側そばで見ていて分かるのですが、未来は失しつ恋れんを引きずってはいないようで、そよぐに対しても今までどおりに接せつしてきますね。

そよぐ：……ミイちゃんは、あれから、たっつんとはなにかあった？

ＧＭ：「ううん。だって、もう終わったことだもん。今は、ただの友達同士、だよ」

そよぐ：そうかぁ。

ＧＭ：「でも、さっぱりしたよ。何もしないで後悔するより、何かをして後悔したほうがいいって、昔の人は言ったけど、本当にそのとおりだったわ！」

そよぐ：……なんか、ミイちゃんがおとなの女じよ性せいになってしまったような気がする。あたし、置いていかれてるかも。

ＧＭ：「人間って、流した涙なみだの分だけ、きっと強くなれるのよ」と、未来はスマホを見ながら言います。

フェイド：どこかで聞いたことあるフレーズだな（笑）。ともかく、私はその言葉を憶おぼえておこう。「流した涙の数だけ強くなる……なるほどな」と心に留とどめる。

ＧＭ：「わたしも気持ちが落ちついたら、またイイ人を探さがそうかな」

フェイド：興きよう味み深ぶかい話し合いだ。だが……そよぐよ、未来は一体何について語ろうとしているのだ？（一同笑）

そよぐ：恋こいを経験した乙女おとめの、人生訓だと思う。たぶん（笑）。

フェイド：ふむ、感慨深い。

そよぐ：恋は人をオトナにするんだねぇ……（しみじみ）。

フェイド：「恋によって人は成長していくものなのか。なるほど」心のメモに書かき留とめておこう（一同笑）。

ＧＭ：フェイドは、「心」というものを最近理り解かいしたらしい。

ユピテル：メモを取れるくらいの心はあるわよねえ（笑）。

フェイド：オトナになるというのは、繁はん殖しよくできるようになるということだったな。

そよぐ：そ、そうかもしれないけど……！（一同笑）　まだちょっと違うの！

フェイド：むう、そうなのか。そよぐは繁殖には抵てい抗こうがあるらしい。

そよぐ：そりゃあ、ねえ。

ＧＭ：フェイドは《シークレットトーク》を取得しているので、この会話は未来には聞かれずに済すみます。

フェイド：ふっふっふ。取った甲か斐いがあるというものだ。

そよぐ：……と、そんな話をしながらミイちゃんと一いつ緒しよに学校に行くよ（笑）。

フェイド：しかし、未来を見ていると参考になるな。これが、心というものか。

そよぐ：成長ってことだもんね。

フェイド：せっかくだから、私はここで未来［Ｐ：幸福感／Ｎ：偏へん愛あい］でロイスを結ぼう。

そよぐ：ああ、ミイちゃんにロイスを取ったんだ。

フェイド：なんだか幸せそうだからな。

ＧＭ：では、そよぐたちが学校の門をくぐったところで、シーンを終了しましょう。







◆Opening03◆君は生いき延のびることができるか？

Scene Player ─── 海藤辰馬




　学校の教室、海藤辰馬はノートを広げ、何かを計算していた。

　それは、隕石の衝しよう突とつまでの時間。

　残された時間は、短いのか膨ぼう大だいなのか。




ＧＭ：それでは、辰馬のシーン。学校に居いるシーンを想定してます。

辰馬：なら、隕石落下までの時間を教室で計算してるよ。うーんと、どうなるんだっけ？

フェイド：一二七×三六五×二四だから……あと一一一万時間と三五分二二秒だ。

そよぐ：まだ余裕ありそうだね（笑）。

辰馬：逆にピンと来ないな、それ。

ＧＭ：不意に、辰馬は強い耳鳴りを感じます。──《ワーディング》が展てん開かいされている！

辰馬：《ワーディング》だと!?




　───瞬間、教室の音と時間が凍とう結けつしたようになる。

　オーヴァードたちが持つ、一いつ般ぱん人じんを無力化する結界──ワーディング。

　その中ではレネゲイドウィルスに感かん染せんし、発はつ症しようしたオーヴァードのみしか活動できない。




辰馬：「……オーヴァードか。側にいるんだろ？　出てこいよ」と言って、剣けんを生み出してかまえる！

ＧＭ：「ヒャッハァーッ!!」

一同：ヒャッハー!?（笑）

辰馬：誰だ、登場と同時に定番の奇声を上げるヤツはっ！

ＧＭ：すると、辰馬と同い年くらいの、白ランを来た、ツンツン髪がみの少年が姿すがたを現あらわします。「初めまして、だな。神戸第三支部のエースさんよ。ちょっと遊んでくれよ？」（『ＤＸ３』のパーソナリティーズのページを見せる）

辰馬：〝マスターレイス〟か……。

ＧＭ：そう、〝マスターレイス〟ヨハン・Ｃ・コードウェルです。




〝マスターレイス〟ヨハン・Ｃ・コードウェル

　コードウェル博士の息子を名乗り、彼に忠ちゆう誠せいを誓ちかうオーヴァード。特別なコードネームである〝マスターレイス〟を持つ好戦的な少年である。
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そよぐ：たしかに、「ヒャッハー！」って言いそう（笑）。

ＧＭ：ヨハンの周りには「ヨハンくんがわざわざ相手にするようなヤツなの？」と笑うバットを担かついだヤツがいたり、「こんなヤツ俺の攻撃で一撃っすよ！」と、テニスラケットを振ふりながらアピールするヤツもいる。

辰馬：何なんだ、こいつらは？

ユピテル：ひょっとして、戦う部活動みたいな感じ？　文科系もいるのかしら。

ＧＭ：「オレっちに任まかせてくださいよ、ヨハンくん！」とＧペンを持った眼鏡めがねが前に出たりする中、「フッ……」と意味ありげな笑みを浮うかべ、ガンプラを肩かたに乗せた男もいますね。

そよぐ：いるんだ文ぶん科か系けい（笑）。

辰馬：てか、なんだよガンプラは！　何の意味があるんだ！（笑）

ＧＭ：（スルーして）さて、彼らは、さっそく辰馬に挑いどみかかろうとします。

辰馬：何!?　くそ、こんなふざけたやつらと……（笑）。

そよぐ：ひょっとして戦せん闘とう!?

ＧＭ：いえ、ここは演えん出しゆつのみですませようと思っています。ただ、大おお畑はたさんは放っておくと負けロールプレイに走るので……（一同爆笑）。

ユピテル：そうね。

フェイド：そうだな。

そよぐ：そうなんですか。

辰馬：ソンナコトハナイデスヨ多分。

ＧＭ：……えー、分かりやすい反応をありがとうございます（笑）。なのでまあ、ダイスを振ふって、出目が大きい方が勝つということにします。異論はありませんね？（一同笑）。

辰馬：りょ、了解。……（ダイスを振る）低いか、４！




「降ふりかかる火の粉は払はらうだけだ！」

「けっ、張はり切きってンなぁＵＧＮのエースさんよ！　しゃらくせえ！」

　辰馬が炎の剣を振るい、腕うでを巨きよ大だいな爪つめに変化させたヨハンが迎むかえ撃うつ──！




ＧＭ：「俺の力を見せてやるぜ！」（ダイスを振る）……１！

一同：あああああ～!?

フェイド：あっさり負けてるぞ？

辰馬：おいしい、おいしすぎるそヨハン君！　くそう、羨ましい！

ユピテル：なんで羨ましがるのよ！（一同笑）

ＧＭ：ま、負けた！　では、辰馬の勝利を演出してください。

辰馬：よし、オレがゾディアックウェポンを振るうと、ヨハンがかぎ爪に変化させた腕でそれを受け止めるんだ。

ＧＭ：ほうほう？

辰馬：オレが「少しはやるようだな？」と言うと、ヨハンは「ふ、これで終わりではないさ」と腕に炎を纏う！

ＧＭ：おお、そこから逆転するわけですね！

辰馬：そう、そこでヤツは一気にゾディアックウェポンを燃え上がらせる！　「バカなっ!?　この程度の炎でオレの剣が……！」（一同笑）

ＧＭ：辰馬が勝つロールプレイをしてくださいよ!?（一同笑）

ユピテル：ほ、本当に放っておくと負けるわね……。

そよぐ：すごい！　ヨハン君、とても１の目を出したようには思えないよ！

フェイド：辰馬が４の目を出したように見えないだけなんだがな（笑）。

ＧＭ：ちょっと、ここは辰馬が勝ったんでしょ！

辰馬：い、いかん、いつもの癖で負けるところだった（笑）。えっと、じゃ、じゃあ、《フェニックスの翼》を使ってゾディアックウェポンを修復して、一気に相手を斬った……とかでドウデショウ？（一同笑）

ＧＭ：なんで片言なのー!?（爆笑）

そよぐ：ぎこちないよ、すごくぎこちないよたっつん！

ユピテル：負けロールプレイだと自然体でロールプレイするのに、なんで勝ちロールプレイだと手探り状態になっちゃうわけ？（笑）

辰馬：いやあ、負けロールプレイはストックがいっぱいあるけど、勝ちロールプレイってすんなり浮かばなくて（笑）。




　だからといって、負けないでいただきたい。




ＧＭ：せっかく勝ったんだから、勝ってくれないと話が進まないのです。

辰馬：わかった。じゃあ、ヨハンの炎を押し返すってことで。

ＧＭ：了解です、「なにィ!?　俺の炎が押されていやがる!!」

辰馬：お、おう。じゃあ相手の炎をオレの炎で押おし返かえし、そのままはじき飛ばす。ふふん、〝マスターレイス〟め。この程度か。大したことはないな。

ＧＭ：ヨハンが「ふざけたことをぬかすんじゃねぇ！」といきがったところで、後ろの方から声がかけられます。

辰馬：おっ？

ＧＭ：「そのくらいにしておけ、ヨハン・コードウェル。遊んでいる場合ではないだろう？」

辰馬：援えん軍ぐんがいた、だと!?　……なんてことだ、このオレの能のう力りよくをもってしても気づかなかったとは！（一同笑）

ユピテル：また負けロールプレイをしはじめてる（笑）。

ＧＭ：「ちっ、今回はただの顔見せだ。必ず借りは返すぜ、〝フレイムジェミニ〟」とヨハンは撤退する構えを見せます。

辰馬：「待て！」と剣を振ふり回まわすけど……押し返したはずの炎の熱が知らぬ間にオレにダメージを与えていたんだ。「ぐっ……オレの腕が!?」

ＧＭ：あれ？　いつの間にかヨハンと引き分け!?（一同笑）

そよぐ：ああっ、勝っていたと思ったたっつんに、いつの間にかダメージを！（笑）

辰馬：くそう、なんて温度の炎だ……。腕を押さえながら立ち上がる。傷は、《リザレクト》があるからすぐに直るという演出で（笑）。

ＧＭ：そして、気づくともう姿はありません。

そよぐ：逃げられちゃった……。

辰馬：ところでヨハンを制せい止しした声の主は誰だれだか分かる？

ＧＭ：いえ。あっという間に撤てつ退たいしてしまいましたし、誰だかは分かりません。

辰馬：あのヨハン・コードウェルをひと言でなだめるとは……一体どんなヤツなんだ？

ユピテル：気になるわねえ。何者かしら？

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Opening04◆会議は踊おどる

Scene Player ─── ユピテル




　フェイドの告白を受け、ユピテルがその内容──マスターソリッドの本体たる隕石衝突の件をＵＧＮ本部に報告し、一週間が経けい過かした。

　本部内でもその対たい応おうをめぐり、大きく意見が割われている。テレビ電話で連絡を取ってきた霧谷雄吾きりたに・ゆうごの顔色からも、紛ふん糾きゆうの気配は見てとれた。




ＧＭ：オープニングフェイズ、最後はユピテルのシーンです。

ユピテル：はいはい、アタシね。どういうシーンかしら。

ＧＭ：フェイドの発言をＵＧＮ本部に報告してから、だいたい一週間後。霧谷雄吾から連絡が入ります。「お久ひさしぶりですね。こちらからのリアクションが遅おそくなってしまって、すいません」とモニター越ごしに語りかけてきます。
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ユピテル：調査結果は？　それから、上層部で結けつ論ろんは出たの？　アタシ、気になって、夜も眠ねむれなくて……目の下にクマができちゃったわ！（一同笑）

そよぐ：ユピテルさんって、クマ、できるんだ……？（笑）

ユピテル：目の下がチカチカ点てん滅めつするようになっちゃうのよ～（笑）。

ＧＭ：「ユピテルさん、睡すい眠みんは大事ですので、ちゃんと休息をとってください。……ともかく、調査結果から、ご報告しましょう」

ユピテル：あの話、フェイドちゃんが妄もう言げんを吐はいたとかじゃなかったようね？

ＧＭ：「ええ、フェイドさんのおっしゃっていたことは、事実でした。衛星軌道支部の〝サテライトエンジェル〟から、くだんの隕石の写真が届とどきました」と、宇宙写真がディスプレイに表ひよう示じされます。




〝遥けき彼方よりサテライトエンジエル〟大宙ヒカル──彼女のいる衛星軌道に浮かぶ支部から送られたのは、まさしく地球に向かう隕石の姿であった。




フェイド：おお！　ヒカルが宇宙から撮さつ影えいしてくれたのか！（[image: ]『オリジン』で大おお宙ぞらヒカルのプレイヤーだった）

ユピテル：じゃあ、写真を見て、「本当のことだったのねぇ」って呟つぶやくわ。

ＧＭ：「そして、残念ながら、フェイド・アウトの処しよ遇ぐうについては、上層部では意見が割れてしまいました」

ユピテル：まぁ、そうでしょうねぇ。

ＧＭ：「そこで、緊きん急きゆう会議が招しよう集しゆうされることになりました。あなたにも、会議には参加していただきたいのです」

ユピテル：ＯＫ。かまわないわよ。

ＧＭ：「各地の支部長が参加するため、テレビ会議という形を取ることになると思います」

ユピテル：アタシ、きっと他の支部長たちからは、アバターだと思われてるかも。

そよぐ：どういうこと？

ユピテル：アタシの顔を映しても、本物って思ってもらえないのよ。

そよぐ：あーっ、ロボだもんね！

辰馬：ロボですしね。

フェイド：ロボだからな。

ユピテル：なんかそうやってみんなに納得されるのも微妙な気分になるわね！

辰馬：めんどくさいこと言わないでください（笑）。

ユピテル：……まあ、気にしないことにするわ。

そよぐ：それがいいよ。

ユピテル：じゃ、出席者にアタシがロボでも驚かないように言っておいて（笑）。

ＧＭ：「ええ、わかっていますよ」と霧谷は答えます（笑）。

ユピテル：ありがとね。

ＧＭ：「いえ、お気になさらず。ともかく、会議は二日後です。それに向けた資し料りようを用意していただきたく思います」

ユピテル：そうね。〝ピルグリム〟の相手は、神戸第三支部が担当していたから、資料作成はアタシがするのがいいでしょうね。……でも、教えておいてほしいんだけど、現在、ＵＧＮではどう対処しようとしているのかしら？

ＧＭ：「まだ意見はわかれているので、これ、という方ほう針しんはないに等しいです。……ただ、緊きん急きゆう性せいは低いとはいえ、楽らつ観かん視しはできないというのがおおよその見けん解かいです」

ユピテル：「まだ一〇〇年以上先の話らしいから、今すぐに処しよ置ちをしなくてもいいんじゃない？」ってことね？

ＧＭ：「そうです。ただ、フェイド・アウトが語ったことが、すべて正しいとは限かぎりません。検証も必要です」

ユピテル：そうね。噓うそを言ってる可能性や、本人が勘かん違ちがいしている可能性だってないわけじゃないわね。

ＧＭ：「ですから、起こりうる事象を考こう慮りよに入れ、対処をしていくのが、ＵＧＮの方針と言えましょう」

ユピテル：分かったわ。会議に参加するから、資料を作り始めるわ。

ＧＭ：「お願いしますね。それではこの辺で」と、霧谷からの通信が終わったところで、シーンを終了しましょう。










　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆今、そこにない危き機き

Scene Player ─── 海藤辰馬かいどう・たつま




　地球に危機が迫せまっていた。

　それは、あと一二七年後だという。

　神戸第三支し部ぶでは、その対たい策さくに動き出しているのだが……。




ＧＭ：ミドルフェイズに入ります。シーンプレイヤーは辰馬で、神戸第三支部にみんな集まり、襲撃を報告するシーンになります。

一同：はーい。

ユピテル：（ダイスを振ふる）９点上がった……。侵しん蝕しよく率りつ、77だわ（笑）。

辰馬：77!?　もう!?

そよぐ：す、すごいペースですね……。

ユピテル：心労が溜たまっているのかもしれないわ（笑）。

フェイド：私わたしの存在は、少なからずＵＧＮに影えい響きようを及およぼしているようだな。うむ、満足だ（笑）。（ダイスを振る）６点侵蝕率が上がった。

ＧＭ：そんなわけで、そよぐと辰馬が学校の授じゆ業ぎようを終えて支部に戻もどってきたところから。

ユピテル：お帰りー。

そよぐ：ただいまー。フェイドちゃんも一いつ緒しよだよ。鞄かばんにぶら下がってるし。

フェイド：……なぜ、そよぐとたっつんは焦あせっていないのだ？（笑）

そよぐ：だって……一二七年後のことだし（笑）。

辰馬：まだまだ先の話だよなぁ（笑）。

フェイド：〝ピルグリム〟が侵しん略りやくしてきているのにか？　私以外の三名のときは、もっと緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きだったのに……。

そよぐ：なんか、かまってもらえなくてすねている子みたい（笑）。

フェイド：私は〝ピルグリム〟四天王の最後のひとりなんだから、もっと恐おそれおののいてもいいだろう!?（笑）

辰馬：そういわれても、なぁ？

そよぐ：こんなにかわいいんだし（笑）。

フェイド：かわいいのは、このぬいぐるみであって私ではないのだが……。

辰馬：まぁまぁ。まずは、目先の事じ件けんから話し合おうぜ。オレ、ＦＨの〝マスターレイス〟……ヨハン・コードウェルに襲撃されたんだ。

フェイド：「〝マスターレイス〟？　それは一体何なんだ？」私は知らないからな。

ユピテル：ＦＨの腕うで利ききのエージェントよ。全員、コードウェル博士の養子なの。

フェイド：……なるほど。そのような腕利きに襲撃されて生いき延のびるとは、すごいじゃないか、たっつんは。

辰馬：（胸を張って）ふふん、神戸第三支部のエースであるこの俺が、〝マスターレイス〟ごときに負けるはずがない！

フェイド：ほほう。

辰馬：だが、論ろんじるべきはそこじゃない。〝マスターレイス〟が、なぜオレを狙ねらいに来たのか……一体何をしでかそうとしているのかを調ちよう査さすべきだと思う。

ＧＭ：それは、ここで調査することができますよ。

辰馬：おおっ、そうか。なら、さっそく調べたいんだが。

ＧＭ：〈情報：ＵＧＮ〉か〈情報：噂うわさ話ばなし〉で難なん易い度ど８です。

辰馬：よし、オレが調べる。〈コネ：ＵＧＮ幹かん部ぶ〉を使う。（ダイスを振る）６。財ざい産さんポイントを２点使用して、達成値ち８だ。

ＧＭ：ヨハン・コードウェルは、コードウェル博士の命を受け、ＦＨセル〝ピルグリム〟の支し援えんをするために、神戸に潜せん入にゆうしているようです。

辰馬：〝ピルグリム〟の？

フェイド：見ろ、〝ピルグリム〟の活動はまだ終わったわけではないのだ。

辰馬：だが、〝ピルグリム〟はもはやフェイドひとりしか残されてないはず……。

ＧＭ：ここでＦＨセル〝ピルグリム〟について調べることができるようになります。〈情報：ＵＧＮ〉で難易度９です。

そよぐ：（ちらちらとユピテルの様子を窺うかがいながら）あ、あたしが調査しましょうか？　【社会】は１しかないですけど……。

ユピテル：（悟さとった顔で）いえ、そよぐちゃんでは成功の目が低い。《オリジン：サイバー》を起動して、アタシが調査するわ。これで侵蝕率が79％になっちゃうけどね（一同笑）。

フェイド：プレイヤーとして提てい案あんすると、フェイドが調査してもいいんだが……。

ユピテル：ここで〝ピルグリム〟についてフェイドが調査するのは不自然な気がするので、アタシが調べるわ。（ダイスを振る）クリティカル。（ダイスを振る）達成値は17よ。

ＧＭ：名前は不明ですが、〝ピルグリム〟に所しよ属ぞくするオーヴァードがヨハンと連れん携けいし、何らかの活動を行なおうとしている。

フェイド：しかし、〝ピルグリム〟は私を含ふくめて四人のはず。

辰馬：……五人目の四天王がいるってことか？（一同笑）

ユピテル：いえ、フェイドがもうひとりいるってことでしょう。

フェイド：私がもうひとり、だと？

ユピテル：ええ。……だって、ＧＭがトレーラーで「もうひとりのフェイドが現われるとき」って言ってたじゃない（一同笑）。

そよぐ：あっ、そっか！

辰馬：さすがは支し部ぶ長ちよう！　だが、ＧＭとかトレーラーとか、意味の分からない言葉を言っているが……！（笑）

フェイド：それはメタ視し点てんでの話だからな（笑）。

ユピテル：アタシもよく分からないわ。だから、これはアタシの勘かんってことで！（笑）

辰馬：支部長の勘、か。

ＧＭ：少なくとも、フェイドと同レベルだと言いい張はっている存そん在ざいがいることは、今のところ間ま違ちがいないです。

ユピテル：〝ピルグリム〟に所属できるのが、フェイドちゃんたちみたいな外宇宙からの来訪者だけ……とは限かぎらないものね。

そよぐ：部下みたいなのがいっぱいいましたもんね！

ユピテル：そうそう。……これでちょっと安心したわ。

フェイド：安心？

ユピテル：〝ピルグリム〟が今動いているってことは、一二七年後の未来に思いを馳はせなくてもよさそうだから（一同笑）。

辰馬：たしかにそうだな（笑）。

ユピテル：当面は〝ピルグリム〟の動きに注意すればいいのね。あ～よかったわぁ。この一週間ぐらい、「一二七年後にアタシは生きているのかしら？　アタシに寿じゆ命みようってあるのかしら？　いえ、アタシはそもそも何？」とか、いろいろ悩なやんじゃってたのよ～！（笑）

辰馬：何か哲てつ学がく的てきになってるな（笑）。

ＧＭ：この時点でみなさんが取れる対たい処しよは、〝ピルグリム〟およびヨハンの動向調査、そして、ユピテルは支部長会議への出席ですね。

フェイド：ＵＧＮが支部長会議を？　一体なんのために？

ユピテル：一二七年後のことについての、対策会議よ。すっかりあの隕いん石せきの話で持ちきりよ、持ちきり！

フェイド：私はＵＧＮに多大なる影えい響きようを与あたえているのか。人気者というやつだな？

辰馬：フェイドがそこはかとなく嬉うれしそうだ（笑）。

そよぐ：こんな注目の集め方はよくないと思うけどね……？（笑）

フェイド：そうなのか。だが、お前たちがどう対処するのか、興きよう味みがある。

ユピテル：どうするつもりなのか、アタシはさっぱり分からないけどね。

辰馬：一二七年後のことは後で考えればいいだろ。とりあえず、〝マスターレイス〟とかのことをどうにかしようぜ？（一同笑）

そよぐ：たっつんが現げん実じつ逃とう避ひしはじめた（笑）。

辰馬：遠い未来のことは実感わかないから、今目の前に迫っている危機に対処しようという気になってるだけさ（笑）。〝マスターレイス〟が動いているんだから、放っておけないのは事実だろ？

フェイド：それはたしかに、そのとおり。

そよぐ：ユピテルさん、こんな状じよう況きようになっちゃったけど、あたしがフェイドちゃんを連れたままでもいい？

ユピテル：むしろ、そよぐちゃんが側そばにいてくれた方がいいわ。フェイドちゃんから目を離はなさないでね？

そよぐ：まだ一緒にいていいんですね！　よかったぁ！

ユピテル：ＵＧＮがまだ判はん断だんをくだしてないからね。フェイドちゃんに逃にげられても困こまるし。

フェイド：だが、私の側にいると、隕石が落下してくるのだぞ？

そよぐ：一二七年後に落ちてくるんだから、今はまだ平気じゃない。

フェイド：ふむ、約一二〇年というのは、人間にとっては実感がわかない時の長さなのか。

そよぐ：少なくとも、あたしが二回くらい人生をゼロからやりなおせる年月だと思う。人間はそうそう一〇〇年も生きられるものじゃないんだよ。

フェイド：ふむ？　人間は、一回死ねばそこで終わりなのか？

そよぐ：そうだよ。

フェイド：だが、人類は滅ほろびないのだろう？

そよぐ：それは、そのとおりだね。

フェイド：そのことには関心がないのか？

辰馬：関心がないかって言われてもなぁ。

そよぐ：ピンと来ないよねぇ。

フェイド：何故だ？　キミたち人類全体の問題であろう？

そよぐ：う～ん、人類という大きなカテゴリの話より、あたしたちは親しい友人や家族がどうなるかっていうことの方が、関心は高いものなんだよ～。

フェイド：うむむ、人類全体に関心を持たないが、自分自身を重視するわけでもない。一体、キミたちは何を重視するのだ？

そよぐ：友達とか、家族かな？

フェイド：友達？　家族？　キミたちが重視するのはそれか。

そよぐ：うん。もちろん、人類が心配じゃないわけじゃないよ？　でも、やっぱり身近な人の方が大切だって思うもん。

フェイド：身近な人……友達だな。

そよぐ：そう、友達。いつも一緒にいる人たちだよ。

フェイド：未来が〝マスターリキッド〟にインベードされそうになったとき、そよぐはかなり必死だったのは憶おぼえている。なるほど。少し分かったような気がする。

そよぐ：あたしは逆ぎやくに分からなくなってきた気がするよ……（一同笑）。

ユピテル：まあ、今の段だん階かいで一二七年後に向けて何かできそうなことはないわよねえ。

そよぐ：そうだね。今のうちにできることがあるなら、何とかするけど。

ＧＭ：そろそろシーンを終しゆう了りようして、支部長会議のシーンに移うつりたいと思うんですが、いいでしょうか？

一同：はーい。

ユピテル：アタシの侵蝕率が大変なことになりそうだけどね！（笑）

ＧＭ：ユピテルの侵蝕率の高さは想定外でした……。ともかく、シーンを終了します。

そよぐ：うーん、友達かぁ。






《オリジン：サイバー》　プログラムや機械のレネゲイドビーイングであることを表わすエフェクト。









◆Middle02◆天体ソリッド

Scene Player ─── ユピテル




　隕石接せつ近きんの報告は、さっそくＵＧＮ本部でも検けん討とうされた。

　だが、方ほう針しんはいまだまとまらないまま。

　ユピテルのもとには、霧谷雄吾きりたに・ゆうごから途と中ちゆう経けい過かを報しらせる通信があった。




ＧＭ：次は、ＵＧＮの支部長会議のシーンです。ユピテル、登場してください。

ユピテル：（ダイスを振る）９点上じよう昇しよう。侵蝕率、88％になったわ……。

そよぐ：矢や野のさんの侵蝕率ダイス、高すぎません？

辰馬：９ばっかり……（笑）。

フェイド：ユピテル、バックトラックで戻って来られないんじゃ……？（笑）

ユピテル：そうなりそうだったら、爆ばく弾だん持ってラスボスに特とつ攻こうするのもいいかもしれないわね……（笑）。

そよぐ：やだあー！

ユピテル：やあね、冗じよう談だんよ。今はそのことはいいから会議に集中するわね。

ＧＭ：支部長会議は無数のモニターにそれぞれの支部長が映し出され、リアルタイムで進むんですが……かなり紛ふん糾きゆうしています。

フェイド：では、大おお宙ぞらヒカルがデータを表ひよう示じさせて、「観かん測そくされている天体、仮か称しよう〝ソリッド〟は、計算上は、このようなルートを通り、一二七年後に地球へと落下します。落下した場合、神戸を中心として日本の半分くらいがクレーターとして陥かん没ぼつし……」と説明したりしてるんだな（笑）。




大宙ヒカル

　ＵＧＮ衛えい星せい軌き道どう支部長。本人は衛星軌道上におり、地上にはホログラフを投とう影えいして登場するという。
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ＧＭ：ヒカルは「地球の環かん境きようは大おお幅はばに変わり、現げん存そんする生命体は死し滅めつすることになるでしょう。もちろん、オーヴァードの中では、適てき応おうして生せい存ぞんできる者も現あらわれるかもしれませんが……」と補ほ足そくします。強きよう硬こう派はは「危き険けん因いん子しは排はい除じよしておくべきではないか？」と言い出します。




　綾間市支部長〝ジャスティス〟神月正義かんづき・せいぎは眉まゆをひそめた。

「生命体が滅ほろびるかもしれないというなら、看かん過かできないな。〝マスターソリッド〟とかいうレネゲイドビーイングを目がけて落ちてくるならば、彼かれを排除すればいい」
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「はぅう、で、でも、彼には意思があり、コミュニケーションも取れるんですよね？　いきなり排除というのはちょっと……」

　Ｓ市支部長薬王寺結希やこうじ・ゆうきは正義の言葉に、困こまったような顔をする。
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「レネゲイドビーイングを甘あまく見みてはいけない。こっちじゃかなり手を焼かされてるぞ」

　何度もレネゲイドビーイングと激げき突とつしているガブリエルが苦笑しながら口を挟はさむ。
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　真しん剣けんな面おも持もちで資し料りようを眺ながめていたＵＧＮ中枢評議会アクシズ評議員テレーズ・ブルムは、小さくため息をついた。

「〝ナイトフォール〟を投入するという手もあるけれど……やるとしても、七〇年後くらいになりそうね。今宇う宙ちゆう船せんを打ち上げたとしても、〝ソリッド〟とランデブーすることはできそうにないわ」
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　アッシュ・レドリック、富士見桜ふじみ・さくらも、モニターに映される。

　会議は紛糾の様相を呈していた。
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ＧＭ：会議は、こんな感じで進んでいます。

そよぐ：ふえー、いろんな人がいるね！

ＧＭ：支部長会議ですからね。

そよぐ：〝はんにゃ〟の人も〝ジャスティス〟の人もいる！

ユピテル：そういう覚え方なのね（笑）。

そよぐ：今までリプレイで読んだことある人たちが続々と出てきて、ちょっと感動（笑）。

ＧＭ：アッシュ・レドリックもくいっとサングラスを上げ、「何を迷っているのかね。即刻処分すれば問題はない」とか言ってます。

そよぐ：うわ、冷徹な判断だ！

ユピテル：らしいわねえ。

フェイド：だが、処分などされるわけにはいかないのだ！

ＧＭ：すると、富士見桜が「それは性急すぎるわ！」と反論しています。

ユピテル：各支部長の揃い踏みってとこね。でも、足あし並なみは揃そろってないみたい。

ＧＭ：ただ、最終的には、「精せい神しん寄き生せい体であるならば、排除するのがベストなのではないか」という意見に収しゆう束そくしそうになります。

ユピテル：反はん論ろんする理由が浮うかばないわ……。ただ、フェイドちゃんを殺したところで、隕石落下を本当に阻そ止しできるのかは疑ぎ問もんだけど。

辰馬：ああ、本当にフェイドがビーコンだとは限らない、と。

ユピテル：そうね。それに、本当にビーコンだったとしても、フェイドちゃんを地球外にほっぽり出すという手だって取れるはず。

そよぐ：なるほど。そうすれば、地球に隕石が落ちてくることはありませんね。

ユピテル：うん。あとは……一度目標地点を決定してしまうと、隕石が軌道を変えることなく進んでいく仕組みとかだと、そもそももう手て遅おくれだし。

辰馬：たしかに、その可か能のう性せいもなきにしもあらず（笑）。

フェイド：ＧＭ、私は隕石のビーコンらしいのだが、隕石に対して干かん渉しようできるのか？

ＧＭ：いえ、できません。隕石が自分目がけて落ちてくるという自覚はありますが、進路を変へん更こうさせたり、停止させたりすることはできません。

フェイド：なるほど。そして、〝マスターソリッド〟の目的は、地球のインベード……であっているんだよな？

ＧＭ：そのとおりです。

フェイド：地球上の生命体を死滅させるのが目的だと思っていい？

ＧＭ：正せい確かくには、「地球を自分の分身が住める環境にすること」が目的です。

フェイド：自分の分身とは？

ＧＭ：寄生によって生まれる生命体のことです。たぶん鉱物生命とかじゃないですかね。

ユピテル：フェイドちゃん自身は、ぬいぐるみだけどね。

フェイド：無機物に寄生できるってことか。

そよぐ：しゃべる岩とか？

ＧＭ：細かくは設定してませんが、そんな感じです。地球に存在する有機生命体とは異質のものですね。

フェイド：なるほど、じゃあ地上の有機生命体がどうなろうと関心はないわけだな。

ＧＭ：それでけっこうです。ただ、隕石が着弾するとその結果として、既存の生命体はほとんど絶滅しちゃいます。だから、既存の有機生命体に寄生するマスター・リキッドとは仲が悪かったんです。

フェイド：あいつ、私を殺そうとしたものな。

ＧＭ：そうです。

フェイド：私を放ほう逐ちくした場合は、地球は安全？

ＧＭ：フェイドを宇う宙ちゆうへ放逐すれば、隕石は地球に落下しないのではないか……とフェイドは思っています。あくまで推すい測そくであり、確かく証しようはありません。

フェイド：なるほど。じゃあ、そのことはユピテルに話しておこう。

ユピテル：フェイドちゃんを放逐すれば、地球は安全、か。

フェイド：ただ、私は地球から離はなれたくはないと思っている。〝マスターソリッド〟の目的が果たせなくなるからな。

ＧＭ：霧谷はユピテルに向かって「フェイドの保ほ護ご者しやであるユピテルに、意見を聞きたいのですが」と言います。

ユピテル：情報が足りないから、なんとも言い難がたいわね。ただ、ＦＨセル〝ピルグリム〟はまだ動いているから、そこを叩たたいて、情報を引き出すのがいいと思うわ。結けつ論ろん出すなら、そのあとでしょ。

ＧＭ：「先に言ったように、この地球に危険をもたらすなら即刻駆除すべきだと思うがな」と、またアッシュ・レドリックが言うわけです。

そよぐ：やっぱりそう言うこという人なんだ。

辰馬：この人はこういうヤツなんだよ。

ユピテル：その意見には賛成できないわ。ここでフェイドちゃんを放逐しても地球が安全になるって確証はないわけだし、放逐して、またフェイドちゃんの調査が必要になったりした場合、目も当てられないし……ね（笑）。

ＧＭ：結希は「なるほど、さすがユピテルさん。冷静で的てき確かくなご意見だと思います」と賛さん同どうしますが、フランスの支部長が「〝ピルグリム〟が動いているならば、彼らに奪だつ還かんされる前に、フェイドとやらを破は壊かいすべきだろう」と反対意見を述のべます。

ユピテル：でも、殺すのと殺さないの、どちらの方が、我われ々われにとってより得なのかは、まだ判断できるほど材料が揃ってないわ。勢いきおいに任まかせて判断してしまっては、危険よ。

ＧＭ：「では、神戸第三支部には、引き続き、フェイドさんの動向調査をお願いします。そして、〝ピルグリム〟が活発に動いているならば、その対処も」

ユピテル：〝マスターレイス〟が〝ピルグリム〟と手を組んでいるのは間違いないわ。〝マスターレイス〟が出向くってことは、それなりに早急に行ないたいなにかがあるはず。だから……アタシたちが新しい情報を手に入れるのは、そんなに先の話じゃないはずよ。一二七年後の話をするならば、数日間くらい待ってくれてもいいんじゃない？

ＧＭ：「分かりました。では、まずは神戸第三支部の調査を待ちましょう。七二時間後に、もう一度報告をあげてください」

ユピテル：安心して。情報は逐ちく一いち送るから。

フェイド：（ヒカルになって）「でも、ユピテル、あなた最近やつれてない？」（一同笑）

ユピテル：ああ、寝ね不ぶ足そくで肌はだ荒あれが酷ひどくてね～（一同笑）。

フェイド：（ヒカルになって）「寝不足は女の敵てきよ。ちゃんと、適てき度どに休息を取ってね？」

ＧＭ：なんかオトナの女的な会話があるわけですが。

そよぐ：熟女っぽい（笑）。

ＧＭ：それを聞いているテレーズ・ブルムがちょっと呆れたりしてるわけですね。

ユピテル：若いうちはそういうこと気にしないでしょうけどね、オンナが歳を重ねるっていうのは大変なのよ？

ＧＭ：オンナ？（一同笑）

辰馬：かたやホログラフ登場な支部長、かたやロボな支部長だというのに……（笑）。

そよぐ：ロボって、寝不足になるの？




　素そ朴ぼくな疑問である。




ユピテル：まあ、常つねに起動状じよう態たいになってると機械にもよくないから、ときどき停止することもあるわよ。

辰馬：なるほど（笑）。

ＧＭ：「では、神戸第三支部が新たな情報を摑つかむまで、この議題は保ほ留りゆうにしましょう」

ユピテル：援えん助じよしたり、援えん軍ぐん送ってくれたりしてもいいのよ？（笑）

ＧＭ：事じ態たいが事態なので、ＵＧＮもそれなりの援助をしてくれると思いますよ（笑）。では、会議のシーンはこれで終わりにしましょう。







◆Middle03◆誰たがために

Scene Player ─── 今春そよぐ




　天体〝ソリッド〟への対策について、いまだ答えは出ていない。

　隕石衝しよう突とつは、一〇〇年以上も先のこと。

　実感の伴わぬまま、そよぐはフェイドと夕陽に染まった街を歩いていた。




ＧＭ：さて、次のシーンですが。

そよぐ：はーい、あたし、フェイドちゃんとお話しするシーンがほしいです。フェイドちゃんのあたしへのロイスの、ポジティブの感情が決まってないままだし！

ＧＭ：ああ、なるほど。わかりました、ふたりのシーンにしましょうか。

そよぐ：でも、あたしは侵蝕率がいつもあんまり伸びないから、シーン増えてもいいんだけど、フェイドちゃんは大丈夫？

フェイド：今回の私は侵蝕率よりも、ロイスをどうするか──つまり地球をどうするか決める方が重要なので、気にしなくていい。

そよぐ：そういうことなら遠慮なく。えい！（ダイスを振る）

ＧＭ：……１ッ!?

辰馬：な、何やてー。

そよぐ：今回も上がらないなぁ、侵蝕率。

ＧＭ：はい、気を取り直して始めましょう。ユピテルはＵＧＮ支部長会議を行なっており、結論が出るまでどう過すごすかは自由です。

そよぐ：なるほどー。あっ！　そういえば、ＵＧＮの方ほう針しんとは別に、神戸第三支部としての方針を聞いておきたいかも。

辰馬：たしかに、それは確かく認にんしておいた方がいいかもしれないな。

ユピテル：今のところ、様子見するって方針なのはそよぐちゃん達にも伝えておいてもいいわね。一二七年後のことは……（フェイドを見る）。

フェイド：？

ユピテル：みんなでゆっくり話し合えばいいと思うわ。そうでしょ？

フェイド：……ああ、そうだな。

そよぐ：はい！

ＧＭ：では、どういうシーンにいたしましょう？

そよぐ：うーん、どうしようかな？　……じゃあ、フェイドちゃん。ちょっとコンビニ行くから一いつ緒しよに行こう。

辰馬：おっ、買い出しか。

そよぐ：うん。せっかくだしね。

フェイド：コンビニか。アレは面白い場所なので好きだ。

そよぐ：せっかくだから、何かおやつ買ってあげるよ。こういう日常のシーンで、フェイドちゃんのロイスも決めていかないとね（笑）。

フェイド：まだ未定のままなのだ（笑）。

そよぐ：よし！　じゃあ、コンビニ行く途と中ちゆうでミイちゃんに会っていこう。

ＧＭ：はあ、突とつ然ぜんですね（笑）。じゃあ、未来の家までやってくると、「どうしたの、急に」と未来が出で迎むかえますけど。

そよぐ：うん、ちょっと顔を見たくなってね？

ＧＭ：「そうなの？　どうせ明日になれば学校で会えるのに」

そよぐ：そうなんだけどね、コンビニ行く途中にちょっと思いついちゃったから。

ＧＭ：「あっ、コンビニ行く途中だったんだ」

そよぐ：うん、ごめんね。迷惑だったかな？

ＧＭ：「迷惑だなんて、そんなこと気にしなくていいよ。わたしたち友達じゃない！」

そよぐ：……そっか、友達だもんね！

ＧＭ：「だから、何かあったらいつでも相談に乗るよ」

そよぐ：ありがとう。ミイちゃんが友達でよかった！

ＧＭ：「もう、何言ってるのよ。それはわたしのセリフなんだから」

そよぐ：ふふふっ。なんかいろいろ話せてよかった。それじゃ、またね。




　というわけで、思いついた未来への訪ほう問もんを終えたのだった。




そよぐ：ふう……。

フェイド：こうやって、いろんな人物に会いに行くシーンを作ると侵蝕率も上がるぞ。

そよぐ：やだ、それ死ぬ前の身辺整理みたい（笑）。

フェイド：ともかく、コンビニに行かないか？

そよぐ：う、うん。

ＧＭ：では、コンビニにやってきました。「……っしゃいませー」とバイトの店員がやる気のない挨あい拶さつをします。

そよぐ：さて、何買おう？

フェイド：おでんは汚よごれるから肉まんにしよう。

そよぐ：そうだね。それとクジ引こうよ。

フェイド：よし、クジだ。行け、そよぐ！

ＧＭ：そこでクジをぱかっと引くと、「応おう募ぼ券っすね」と言われる。

辰馬：ああ、キャンペーンに応募できるヤツね（笑）。

フェイド：実じつ質しつ、外れだな。

そよぐ：も、もう一回！

ＧＭ：じゃ、次はアニメキャラクターの描えがかれたクリアファイルが当たりました。

そよぐ：これは、支部長に持って帰ってあげよう。




　他愛もないクジだったが、何が当たるか期待して引くのは面白かった。

　たまには、こんな気晴らしもいい。

　適てき当とうに買い物を済すませ、コンビニを後にした。

　その辺の公園のベンチに腰を下ろし、そよぐは買ってきた飲み物を飲む。

　もう、街灯がついて街は夜を迎えようとしている。




フェイド：質問だ、そよぐよ。

そよぐ：うん、何？

フェイド：私は、友達というものがよくわからないのだが。

そよぐ：友達のこと？

フェイド：そうなのだ。友達について教えてくれ。友達とは何なのだ？

そよぐ：そ、そんなこといきなり訊かれると困るよ。

フェイド：何故だ？　未来は友達なのだろう？

そよぐ：友達だけど……うまく説明するのは難しいんだよ。

フェイド：理解不能。説明できないのに大切とは。

そよぐ：とにかく、あたしにとって大切なんだよ、ミイちゃんは。

フェイド：有益な能力を持っているわけでもないのに大切なのか。ますます理解不能だ。

そよぐ：有益な能力なんてなくったって、大切な友達だよ。

フェイド：やはり、よくわからん。

そよぐ：フェイドちゃんは、あたしのことを大切だと思ってくれないの？

フェイド：む？

そよぐ：あたし、フェイドちゃんへのロイスは［Ｐ：友情／Ｎ：不安］なんだよね（笑）。

ＧＭ：ああ、友情を感じつつも不安なんですね。

そよぐ：今は、不安が表に出ちゃうかも。フェイドちゃんは、あたしのことどう思ってるのかな？

フェイド：実は、そよぐのロイスはネガティブ［不安］だけしか決まってないのだ（笑）。

そよぐ：そ、そうだったー！

フェイド：だから、まだよくわからない。

そよぐ：うーん。

フェイド：そよぐよ。これは完全に私の個こ人じん的てきな興きよう味みの話なのだが、質問していいか？

そよぐ：何？

フェイド：「たっつんとはその後どうなの？」と、未来の口調を真似まねして聞く。

そよぐ：ぶーっ!?（一同笑）

辰馬：おい、唐突に何するんだお前は!?

ユピテル：いきなり聞いたわね。

そよぐ：買ったばっかりの飲み物を吹ふき出だしちゃうよ。な、何ミイちゃんみたいなことを聞いてるの!?　ていうか、ミイちゃんの真似なの？

フェイド：つまり人間と人間の関係に興味があるのだ。友達、恋愛、感情、そういうなにかだ。未来の真似をすると答えてくれると思ったのだ。

そよぐ：フェイドちゃんはいつも、不思議なことに興味をお持ちになりますねぇ。

ＧＭ：なんでアナウンサーみたいな口調に（笑）。

フェイド：うむ。アレは、やはりどうしても分からない。理解できないのだ。思考しても、非ひ常じように難むずかしい。

そよぐ：どうって言っても……あたしがたっつんに会ってるときは、だいたいフェイドちゃん一緒に居いるじゃん。

フェイド：うむ、そうだ。ふたりだけで会ったりはしないのか。

そよぐ：しない、けど……。

フェイド：特別な、何かその、こう、何と言うかな……不思議な感情とか、そういうものは存在しないのか。

そよぐ：うーん、なんて答えよう。

フェイド：未来は、辰馬にそういう感情を持っていたのだろう？

そよぐ：そ、そうだと思うけど……。

フェイド：しかし、お前もいずれは繁はん殖しよく行こう為いをし、自分の分身を残すはずだな？

そよぐ：は、繁殖、行為……（おろおろ）。

ユピテル：ストレートな物言いね。そよぐちゃんが動どう揺ようしてるわ（笑）。

フェイド：繁殖行為によって生まれた分身は、お前ではないのか？

そよぐ：それは、あたしとは別の命だよ。

フェイド：その分身の分身……いや、お前たちが繁殖行為を進めた先に生まれた者たちは、隕石落下によって生命が脅おびやかされるはずだ。そのことに関しては、興味を抱いだかないのか？

そよぐ：興味はあるよ。ただ、あたしの想そう像ぞうできる範はん囲いを超こえちゃってるんだよ。

フェイド：ほう、そうか。

そよぐ：もちろん、私が子孫を残したとしたら、子孫をどうにかしてあげたいって気持ちはあるよ？　でも、その子孫たちが生きている未来のことを想像しろって言われても……さすがに難むずかしいかなぁ。

フェイド：なるほど。子孫とやらよりは、今、側にいる未来たちの方が、大切なのだな？

そよぐ：うん（即そく答とう）。

フェイド：友達と、繁殖目的の相手とは違うのか。

そよぐ：繁殖って言うの、やめなさい！（笑）

フェイド：すまない、最初は繁殖目的かと思ったが、どうやらそれだけではないらしい。そこが知りたいのだ。

そよぐ：うーん、それを言ったらさ、フェイドちゃん。あたしもそういうのは誰かが教えてくれるなら知りたいよ。

フェイド：……ん？

そよぐ：フェイドちゃんが言う、特別な感情みたいなものって、どういう感じのものなの？　そういうのの見本があるなら、誰かに見せてほしいなって思ってる。

フェイド：それは、自然に湧わくものか。他人のを見ると学べるものか？

そよぐ：どうかなぁ。あたしも学べるかなって思ったけど、そうじゃないみたいだよ？

フェイド：うむ、なるほど。

そよぐ：自分で感じてみて初めて分かることなのかも知れないなって、今思ってる。

フェイド：なるほど……そうか。

そよぐ：うーん……。

フェイド：有ゆう益えきな回答を、そよぐはできないようだな。難しい。お前たちの欠点は、自分を客観的に分ぶん析せきできないことだ。

そよぐ：何か、ぐさっと刺ささるなぁ。

フェイド：まあ、我々の仲間にもいろいろいる。お前たちが敵てき対たいしているＦＨにもいろいろいる。それらを含ふくめて、お前たちは自分が何を望み、その望んでいるもののために何をしようとしているのかを、必ずしも把は握あくしていない。そこが不思議なのだ。

そよぐ：それは、あたしも不思議だと思ってるよ。人間って、何を望んでるのか自分でもよく分からなくて、自分で見つけたりするし。

フェイド：そうなのか？　非ひ効こう率りつ的だな。

そよぐ：だからこそ、一いつ生しよう懸けん命めいになれるんだけど。

フェイド：望むものを得るためではなく、見つけるために費やすのか。

そよぐ：何が大切なのか、分かんなくなることもあるし。

フェイド：そうか。

そよぐ：……と、とにかく分かんないものは分かんないよ。ミイちゃんみたいな変なこと聞かないで！

フェイド：分かった。これ以上聞いても意味がないので、聞くのはやめよう。まあ、焦あせる必要はないしな。

そよぐ：何か諭さとされてるみたいで、釈しやく然ぜんとしないなぁ。

フェイド：諭さとす？　むしろ諭さとしてほしいのは私の方だが。

そよぐ：ミイちゃんとか、フェイドちゃんとか、みんなが何か……すごく大人っぽいことを言ってくる。

フェイド：そういえば言っていたな。未来は、大人になったと言っていた。

そよぐ：何か語ご弊へいがあるよ（笑）。

フェイド：そよぐもそのうちなるだろう。その時に分かったら教えてくれ。それでいい。

そよぐ：うん、分かった。

ＧＭ：そのために未来を作らなきゃいけない、という話になりますからね。

そよぐ：でも、大人になった時に、フェイドちゃんは側にいるのかな？

フェイド：少なくとも、これからもずっと側にいたいとは思うぞ、そよぐ。これが友達ということか？

そよぐ：フェイドちゃん……！　ってして、力の限りにハグします。

フェイド：ぎゅむ（笑）。

辰馬：ぐしゃり。

フェイド：ハグされた。何も言えずに、むぐ、ぐ、ぐ、ぐ、ぐ……と、息を詰つまらせる。

ＧＭ：呼こ吸きゆうしてるんですか？

フェイド：呼吸、してないな。

そよぐ：してないんだろうなぁ。

フェイド：息を詰まらせるシミュレーションをしてしまったのだ。

ＧＭ：ああ、現在オコジョ的な生せい態たいを再さい現げんしているから（笑）。

フェイド：ぬいぐるみとはいえ、オコジョに擬ぎ態たいしているので、本物のように呼吸をしているロールプレイもしているのだ（笑）。

ＧＭ：そろそろ本物のオコジョぶれる。いや、無理か。

フェイド：経験点に余よ裕ゆうが出たら、イージーエフェクトでモルフェウスの適当なエフェクトを取って再現しよう（笑）。

そよぐ：でも、友達でいてくれるって言ってもらったから嬉うれしい。

ＧＭ：絆きずなは深まった感じですね。

そよぐ：だからってわけじゃないんだけど……フェイドちゃんは、この先どうしたいと思ってるの？

フェイド：ん？　……うーん、正直に言おう。地球へのインベードについては、実のところ迷っている。

そよぐ：うん。

フェイド：私が迷うことによって、お前たちの言う日常が失われることも避けたい。結けつ論ろんは出ていないのだ。

そよぐ：じゃあ、それとはちょっと切きり離はなしてさ。フェイドちゃんは何かしたいことってないの？　インベード以外に。

フェイド：インベード以外にか……。うむ、お前たちの日常はいいものだ。

そよぐ：そうだよね、日常はいいよね。あたしも、ずっと続くといいと思ってる。




　ふと、今日のことを思い返す。

　未来に会って、コンビニで買い物し、なんとなくぶらぶらする。

　明日になれば、いつものように学校に行くだろう。

　一二七年後に堕ちてくる隕石よりも、いつもの日々の方が大切に思える。今は……。




フェイド：そよぐよ、私は有機体ではないのでキミたちの完全な仲間にはなれない。

そよぐ：そ、そんなことないよ！　仲間になれるよ、きっと。

フェイド：いや、まだ私もわからない。そよぐの気持ちに完全に共感はできないのだ。だから、答えてやれない。

そよぐ：このままじゃ、分かり合えないってこと？

フェイド：かもしれない。だが、共感する方法を学ぶことはできる。

そよぐ：それは、どうすれないいのかな？

フェイド：簡かん単たんだ。私を連れ回してくれればよいのだ。

そよぐ：ああ、一緒にいる時間が増えればいいってことね。

フェイド：そうだ。たっつんとデートをすることになるとしても、その時には一緒にいたい。

そよぐ：たっ、た、た、た……な、何言ってるの！

ＧＭ：また、ちがう理由で絞しめられそうな。

フェイド：大人になれば、デートぐらいするかも知れないのだろう？

そよぐ：デートとか大きな声で言わないで……って、《シークレットトーク》だった！

フェイド：デートと大きな声で言ったのは、そよぐだろう？

そよぐ：……はっ！（一同笑）

ＧＭ：公園の近くにクラスメイトとかいると、噂うわさになるかもしれませんねー。

そよぐ：しまった!?

フェイド：そよぐよ、そろそろ帰るか？

そよぐ：う、うん。明日も学校あるしね。

フェイド：このような日々が、私には……快適なのだ。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了。







◆Middle04◆この空のどこかに

Scene Player ─── フェイド




　夜、神戸の空には無数の星が瞬またたいていた。

　屋根に登り、それを見上げるフェイド。

　この空のどこかに、彼の本体があるはずだ。




ＧＭ：次は、フェイドのシーンです。

フェイド：（ダイスを振る）６点上昇。さて、どんなシーンだ？

ＧＭ：フェイドのみのシーンを想定しています。夜、空を見上げて、自分の本体である天体を捜さがすという……。場所はお任せします。

フェイド：では、そよぐの家の屋根だ。家族が寝ね静しずまったあと、屋根に登り、空を見上げよう。




「私の本体は今、どの辺にいるのだろうな……」

　空を見上げて、フェイドは思う。

　この大空のどこかに、自分の本体があるのだ。



















ＧＭ：そうすると、「今のキミの視し覚かくでは、確かく認にんすることはできまい。私よ───」と声がかけられます。

フェイド：……む？　私を〝私〟と呼よぶお前は何者だ？

ＧＭ：「お前は私で、私はお前だ」と──小さな影かげが姿を現あらわします。




　フェイドに声をかけたのは、一五センチにも満たない人ひと形がたの影だ。ガッチリとしたシルエットは赤いプラスチックの装そう甲こうを纏まとい、プラスチックの武ぶ器きを手に、クリアーパーツの単眼モノアイを光らせている。

　プラモデル──それも人気アニメのメカの姿を模もした、いわゆるガンプラであった。




そよぐ：ガンプラ!?（笑）

辰馬：ガンプラて……。

ユピテル：ＧＭ、このガンプラ、たしか辰馬ちゃんのオープニングに出てたわよね？

ＧＭ：（にやりと笑って）気づきましたか。

辰馬：へ？　オレの？　……あ、出てた！　ガンプラ持ってたやつ！

そよぐ：あああ、そういえば！

ユピテル：えと、フェイドちゃんがオコジョのぬいぐるみにインベードしてるみたいに、この子はガンプラにインベードしたのね。モノアイで、赤いやつに（笑）。

フェイド：赤いのは専用機だと思ったが（笑）。

辰馬：うん、まあ赤くて角があるとね？（笑）

そよぐ：勉強してるね～。

ＧＭ：わりとどうでもいいことなんですが（笑）。ともかく、このガンプラにインベードしているわけです。

フェイド：理り解かい。では、貴き様さまは何者だ。私のことを〝私〟と呼ぶとは──。

ＧＭ：「そうだな──お前をフェイド[image: ]とすれば、私はフェイド[image: ]と言える」

フェイド：フェイド[image: ]……。このガンプラが（笑）。

ＧＭ：そう。フェイド[image: ]はオープニングから登場していたのです。肩かたに乗せていたやつはただの取とり巻まきで、実はガンプラこそが本体。ヨハンに退くように発言したのも彼でした。

辰馬：気づくかそんなもん！（笑）

そよぐ：でもなんでガンプラに……（笑）。

フェイド：思い入れのある品物にとりつく習しゆう性せいがあるようだから、きっと、フェイド[image: ]も誰だれかの大切な物にとりついたのだろう。

そよぐ：フェイドちゃんが、あたしのぬいぐるみにインベードしみたいに？

辰馬：……フェイド[image: ]はヨハンと一緒にいた。つまり、このプラモデルはヨハンが大切にしていた玩具おもちやなんじゃねぇの？（一同笑）

そよぐ：ヨハンくんって一体……（笑）。

辰馬：き、きっと、これはコードウェル博士がくれた玩具なんだ！　だから、ヨハンは大切にしていたんだ（笑）。

ユピテル：コードウェル博士からもらったものなら、大切にして当然ね（笑）。

辰馬：こだわりがあるんだなー。しかし、ガンプラとぬいぐるみが星空の下ご対面か。

ユピテル：シュールな光景ね（笑）。

フェイド：では、気を取り直して……。「お前が〝マスターソリッド〟だな？」

ＧＭ：「そのとおりだ。キミわたしは機き能のう不全を起こしている」

フェイド：私が、機能不全を起こしている？

ＧＭ：「そう。だから、私がここまでやってきた」

フェイド：ならば、機能を補ほ完かんしてくれ。

ＧＭ：「機能を補完すれば、本体はこの地球に即そく座ざに落下することができる」

そよぐ：……えっ!?

ＧＭ：ここで、フェイド[image: ]はフェイドに対してＥロイスの《孤こ独どくの囁ささやき》を使用します。この効こう果かによって、フェイドは、〝マスターソリッド〟フェイド[image: ]へのロイスを取得することになります。

フェイド：なんと！　一いち応おう、ロイス枠わくをひとつ余あまらせておいてよかった（書かき込こむ）。ここで、少し記き憶おくを取とり戻もどしたりするのかな。

ＧＭ：はい。現げん在ざい、フェイドはビーコンとしての機能が不十分であることが分かります。本来ならば、バロールのエフェクトを使用して、本体の速度などを調整できるはずなのですが、それが不ふ能のうになっているのです。

フェイド：なるほど。

ＧＭ：フェイドは、フェイド[image: ]に協力することにより、任にん意いの時点でジャーム化を選せん択たくすることができます。これにより、「破は壊かい神しん顕けん現げん」が使し用よう可か能のうとなり、地球を滅ほろぼすことができるようになります。

そよぐ：地球を!?

辰馬：ああ、Ｅロイスの効果の対象を地球にするのか……。




「破壊神顕現」

　すべてを破壊したいと願う思いを力にするＥロイス。建物、地域、ものなどの対象を破壊することができる。

　地球を対象にした場合、ＧＭが破壊できると認みとめれば破壊できるのだ。




そよぐ：ちゃんと地球の破壊がルール的に裏うらづけされた!?

フェイド：フェイド[image: ]は私が同意しないと、その能のう力りよくを使うことはできないのか？

ＧＭ：はい。

フェイド：なるほど。私がフェイド[image: ]と合体して〝マスターソリッド〟になると、隕石があっという間に地球へ落下してくるんだな？

ＧＭ：そうです。

フェイド：……うーむ。

ＧＭ：「どうした？　迷まよっているのか？」

フェイド：……少し考えさせてくれ。地球に降おりて以来、私はさまざまな情報を手に入れてきたのだ。

ＧＭ：「私もそうだ。だが、そのことがキミの機能不全に繫つながる論ろん理り的てきな理由にはならない。何らかの説明が必要だ」

フェイド：それはそうだ。それらの情報は、今まで私が得てきた情報とは異い質しつの物だ。

ＧＭ：「そのようだな」

フェイド：この惑わく星せいをインベードし、〝マスターソリッド〟のものとする。これを実現するためには、地球というものを十分に調査し、研究しておく必要があるだろう。なんのために、私が先にやってきたと思っているのだ。

ＧＭ：「ふむ……」

フェイド：私はお前より、多くの情報を得ている。経けい験けんの浅いお前には、まだ理解できないかもしれないが……。情報が多いため、処しよ理りに時間がかかっている。だから、もう少しだけ待てと言っているのだ。

ＧＭ：「理解した。では、四八時間待とう。それまでに、私が納なつ得とくする答えが出せなかった場合、私はバックアップとしての機能を遂すい行こうすることにする」

フェイド：バックアップとしての機能……？

ＧＭ：「キミを消去し、本来の機能を発はつ揮きする」　フェイドは〝マスターソリッド〟へのロイスを結んだことにより、じょじょに記憶が戻もどりつつあるのですが、フェイド自身には無む限げんのバックアップがいることを思い出します。

フェイド：そうか、私自身を排除し、フェイド[image: ]が私の代わりをするのが。

ＧＭ：つまり、フェイドがいなくなるとフェイド[image: ]が二代目のフェイド[image: ]になり、二代目のフェイド[image: ]がやってくる。そして、二代目フェイド[image: ]が機能不全になると、二代目のフェイド[image: ]が三代目フェイド[image: ]になる。フェイド[image: ]が機能を発揮すると、隕石をすぐに召しよう喚かんできるようになります。

フェイド：つまり、フェイドが隕石を召喚すると決意した場合、もしくは、フェイドが死し亡ぼうした場合は、シナリオが強きよう制せい終了するわけだな？

ＧＭ：そうですね。隕石が襲しゆう来らいし、生命体が滅びるエンディングになります。

フェイド：なるほど。理解した。

ＧＭ：フェイドが現在ジャームになっていない理由ですが、ロイスを持っているからです。

フェイド：ルール上、そうだろうと思っていた。

ＧＭ：今回、ハンドアウトで、フェイド自身へのロイスを結んでもらいましたが、このロイスが消えた場合、フェイドはフェイド[image: ]に乗っ取られ、やはり強制終了となってしまいます。

フェイド：シナリオロイスとしてもらった私自身へのロイスが消えた場合は、〝マスターソリッド〟になってしまって終わり、か。

ＧＭ：そうです。その場合、ジャーム化もしませんし、ＰＣとして振ふる舞まうことはできますが、ＧＭの言うことに抵てい抗こうすることはできなくなってしまいます。

フェイド：つまり、こうなった場合は、シナリオ強制終了なんだな。




１：フェイドが［ロイス：フェイド］をタイタスにし、隕石を落下させると決けつ断だんした場合

２：フェイドが死亡した場合

３：フェイドが持つ［ロイス：フェイド］が何らかの理由で失われた場合




辰馬：……条じよう件けんは、大体この三つか。

フェイド：うーむ。１は選ばないし、そもそも選せん択たく肢しを持っている私が３を選ぶという可能性もないだろう。そうなると、２が一番怖こわいか……。

ＧＭ：いえ、相手のロイスを消すＥロイスがあるので、３はそれなりに可能性があります。

フェイド：何!?

ユピテル：あったわね、そんなＥロイス。

ＧＭ：ただし、フェイド[image: ]がそれを使用するのには条件があります。それをいかにして防ふせぐかが、このシナリオの鍵かぎとなっています。

フェイド：おお……つまり、このシナリオのヒロインは私なんだな！（目を輝かがやかせる）

ＧＭ：あー、そう言えるかもしれませんね（笑）。

辰馬：フェイドが自分自身のロイスを失わないことが鍵だからなぁ。

ユピテル：フェイド……じゃなくて、社長が喜んでる（笑）。

フェイド：なかなかヒロインをやる機会がないからな。ちょっと嬉うれしい（笑）。

そよぐ：嬉しいんだ（笑）。

ＧＭ：では、フェイド[image: ]が「では、四八時間後に回答を聞きに来る」と言って去って行ったところで、シーンを終了しましょう。






モノアイ　アニメに登場するロボットなどの単眼のカメラ。ひとつ目に見えることからこの名がある。









◆Middle05◆街中でのこと

Scene Player ─── 今いま春はるそよぐ




　地球滅めつ亡ぼうの鍵を握にぎるのは、フェイドだという。

　そんな実感もないまま、事態は進む。

　神戸第三支部で監かん視しをつけられたフェイドをよそに、そよぐは街へ出るのだった。




ＧＭ：次のシーンです。シーンプレイヤーはそよぐ。

そよぐ：はい。

フェイド：ふうむ。ここは私も登場した方がいいか？　たしか、そよぐは私の監視を頼たのまれていたような気が。

ＧＭ：実は、フェイドの処しよ遇ぐうについて、ゼノスの意向を伝えるミユキがそよぐを呼び出して話をするシーンにしようかと思っていますが。
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フェイド：だったら、登場しない方がよさそうだな。では、私は神戸第三支部内でおとなしくしていることにしよう。

そよぐ：ごめん、留る守す番ばんお願いね。

フェイド：うむ、任せておけ。

ＧＭ：そよぐは電車に乗って、西宮までやって来ました。待ち合わせは、駅から高架で直結している大型ショッピングモール、西宮ガーデンズです。

そよぐ：ミユキさんと会うの久ひさしぶりだなぁって思いながら待ってます。

ＧＭ：ミユキは「久しぶり！」と声をかけてきます。

そよぐ：ひゃい！　お、お久ひさしぶりです！（緊きん張ちよう）

ＧＭ：「……といっても、たった二～三週間ってところかしら？」

そよぐ：そ、そうれふね！

ＧＭ：「なんでそんなに緊張してるの？　畏かしこまる必要とかはないのよ？」（笑）

そよぐ：はっ、な、なんとなく！（笑）

ユピテル：そよぐちゃん、美人相手だと緊張するのよね（笑）。

そよぐ：う、うん。




　たしかに、美人を前にすると緊張するものである。




ＧＭ：「立ち話もなんだし、座すわってゆっくり話をしましょう」と、ミユキは慣なれた態たい度どでアイスを買い、近くにあるベンチに腰こしを下おろします。

そよぐ：は、はい！

ＧＭ：「突とつ然ぜん呼よび出だしてごめんなさいね。あなたたち……いえ、あなたが、フェイドをどうするつもりなのか、聞いておきたくて」

そよぐ：ど、どうすると言われても……。

ＧＭ：「今のところはあなたたちに任まかせるつもりだけど、京きよう香かさんは直ちよく接せつ彼と話をしたがっている。それに、ゼノスとしては、彼に完全に記憶を取り戻してもらい、きちんとしたデータを取りたい……というのが本音よ」

そよぐ：フェイドちゃんと話がしたいなら、フェイドちゃんを連れてくることはできるけど……フェイドちゃんの処遇に関しては、あたしが決けつ定てい権けんを持っているわけじゃない。

ＧＭ：「けれど、フェイドに一番近い位置にいるのはあなた。それに、ＵＧＮはフェイドを排除する方針で行きそうな感じよ？」

そよぐ：ＵＧＮの動きは、あたしは知っててもいいのかな？

ユピテル：そよぐちゃんなら臨りん機き応おう変へんに対たい応おうしてくれると思っているから、アタシは隠かくし立だてせずにそよぐちゃんへ現げん状じようを伝えてるはずよ。

フェイド：ただ、ＵＧＮからユピテルにプレッシャーがかかっているのは間違いないと思う。

ユピテル：ええ、侵蝕率が88％になっちゃうくらいにね！（笑）

そよぐ：「そういえば、ユピテルさんが大変そうにしてたっけ……」と呟つぶやく。

ＧＭ：ミユキは「どこの組そ織しきも、中間管かん理り職しよくは大変なものよ」と苦笑します。

そよぐ：ゼノスでも？

ＧＭ：「いえ。前にいた組織で、ちょっとね。……ともかく、ゼノスの方針を、あなたに話しておこうと思ったの」

そよぐ：あたしは……ＵＧＮとかそういうことは関係なくて……ただ、これから先も、フェイドちゃんと一緒にいられたらいいなって思ってるよ。

ＧＭ：「……そう」

そよぐ：隕石とか地球が滅びるとか、実じつ際さいのところ、あたしにはよく分からない。でも、フェイドちゃんと一緒に過すごしてきた時間は噓うそじゃないから、いまさら「お別れだよ」って言われても……その……さみしいよ。

ＧＭ：「そうね。別れることを前ぜん提ていに考えることはしたくないし、別れることになったとしても、納得のいく理由が欲ほしいわよね」

そよぐ：……はい。

ＧＭ：「それならば、私とあなたの利害は一いつ致ちする。ゼノスは、フェイドの正確なデータを欲ほつしている。そのためなら、ＵＧＮのフェイド排除の動きを妨ぼう害がいする準じゆん備びもできている」

そよぐ：あたしも、ＵＧＮがフェイドちゃんを排除するって言うなら、黙だまっちゃいられないよ！（凛りんとした表ひよう情じようで）

ＧＭ：「それがあなたの欲望ねがいなら、押おさえつけない方がいいわね」と、ミユキは元ＦＨらしい表情を浮うかべます。

そよぐ：もし、困ったことになったら、ミユキさんに連れん絡らくするね。

ＧＭ：「ええ。友達の頼たのみなら、協力は惜おしまないわ」

そよぐ：……ミユキさんに質しつ問もんしてもいい？

ＧＭ：「どうぞ」

そよぐ：昔、仲の良かった友達がいたって言ってたよね？　今もその子と、仲良くしてる？

ＧＭ：ミユキは優やさしい笑顔になり「ええ。もちろん」と頷うなずきます。

そよぐ：……ふたりの関係が変わっちゃったりしたことは、なかったの？

ＧＭ：「もちろん、あるわよ。ただ、今でもあの子が大切な人であることに変わりはない」

そよぐ：あたしにも大切な友達がいるけど……いつまでも、そんな仲でいられるのかなぁ。生き方も考え方も、全然違うから、不安になっちゃうよ……。

ＧＭ：「そうね、いつまでも続くとはかぎらないわ。でも、今この瞬間、大切だって想う気持ちは、本物よね？」

そよぐ：うん、それは間違いない。フェイドちゃん、あたしの友達だもん。

ＧＭ：「なら、その気持ちを大切にすればいいだけよ。そうすれば、ずっと続くわ。

そよぐ：そっか、そうだよね。今を大切にすることが、未来に繫がる。それでいいんだ！

ＧＭ：「私はそう思ってる。だから心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ、そよぐちゃんはいい子だもの」

そよぐ：そ、そんなことないよ！（照れ）

ＧＭ：「そよぐちゃんがそのままでありつづければ、大丈夫よ。それに、あなたは、向こうが別れようって言ってきても、納得できなければ、相手の手を離さないタイプでしょ？」

そよぐ：あたし次第、か。……うん、そうだよね。

ＧＭ：「そうよ。……それじゃあ、何かあったらこちらから連絡するし、あなたもすぐに連絡をちょうだい」

そよぐ：頼たよりにしてます、ミユキさん！

辰馬：すっかり信しん頼らいしきってる！　これは、ハニートラップなのか!?（一同笑）

ＧＭ：違ぇよ!!

ユピテル：ふつう、ハニートラップは女の子同士ではやらないわよねえ……。

ＧＭ：でもまあ、ミユキは『デザイア』で前科がありますからね（笑）。

ユピテル：そ、そうね。

そよぐ：いやあ、でもミユキさんなら引っかかってもいいかなぁと（笑）。

フェイド：何を言っておるのかね、キミは。

ユピテル：邪毒系女子高生をも魅了しちゃうのね（笑）。

辰馬：あやしい道に行っちゃ駄目だぞ。

そよぐ：う、うん。

ＧＭ：ともかく、この辺でシーンを終了しましょう。







◆Middle06 ◆現あらわれた無法者

Scene Player ─── 海藤辰馬




　神戸第三支し部ぶに、フェイドとともに待機することになった辰馬。

　今のところ、世界の危き機きを握にぎるのはこのオコジョの縫ぬいぐるみなのだ。

　ぼんやりとしながら、一二七年後の危機のことを考えていた。




ＧＭ：次は辰馬のシーンです。舞ぶ台たいは神戸第三支部なので、フェイドも自動登場ですね。

フェイド：（ダイスを振ふる）４。

辰馬：はい。（ダイスを振る）侵しん蝕しよく率りつがようやく60になった。

ユピテル：ほほう？　まだ60なのね……（笑）。

そよぐ：あたし、まだ52ですよ？

ＧＭ：侵蝕率の差が大きいですね。なお、そよぐもユピテルも登場可か能のうです。侵蝕率と相談して、登場してください（笑）。

そよぐ：はーい。

ユピテル：とりあえず様子を見るわ。必要そうだったら、登場することにするわね。

ＧＭ：では、改めて。辰馬が支部にいると、ドアがいきなり吹ふき飛とばされます。

辰馬：なんだって!?（笑）

そよぐ：うわ、いきなりなの!?

ＧＭ：そして、ドアの向こうにはヨハンが立っています。

辰馬：お前の仕し業わざか！

ＧＭ：ヨハンは、かぎ爪づめのように変化させた手を見せつけながら、「ヒャッハー！　よぉ、エースさん。──借りを返しに来てやったぜ？」と言います。

そよぐ：また「ヒャッハー！」だよ！（笑）

辰馬：……借り？　なるほど、お礼まいりってやつか。負けず嫌いなやつだ。

ＧＭ：「馬ば鹿か野や郎ろう。死ななきゃ負けじゃねぇんだよ！」

辰馬：なかなかいいことを言うじゃないか。だが、ここは退かないか？　本調子でないお前と戦っても、なんの自じ慢まんにもならん（一同笑）。

ＧＭ：「ハハッ、この〝マスターレイス〟も舐なめられたものだな？　だが、今の俺の目的は、お前じゃない。そっちだ」と言って、フェイドを見つめます。

フェイド：ドキッ！

そよぐ：フェイドちゃんを狙ってきた!?

ＧＭ：「〝ソリッド〟の野郎はまどろっこしいんだよ。そいつをさっさと殺しちまえば、カタがつくってのに」

フェイド：ちょ、ちょっと待て！　私わたしを殺しても、いいことはないぞ!?

ＧＭ：「知らねぇよ。すべては父上の望みだ」

辰馬：父上というと、コードウェル博士か。
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ＧＭ：「それ以外に誰だれがいるって言うんだ」

辰馬：まあ、そうだよな。

ＧＭ：「ともかくよぉ、父上も望んでるんだしやるしかねえよなぁ？」

辰馬：この調子じゃ、ヨハンはなにも知らされてないみたいだな？（笑）

フェイド：だ、だが、しかし……。

辰馬：フェイドを殺すと、地球が滅ほろびるかもしれないぞ？

ＧＭ：「いいことじゃねぇか。地球が滅んだとしても、俺らは生き残ってみせるさ」

そよぐ：無理だよ!?

ユピテル：まったくね。どうやって生きていくっていうのかしら。

辰馬：……でも、『北ほく斗との拳けん』みたいな展てん開かいになって、ヨハンは生き残りそうな気がしてきた（一同笑）。

ＧＭ：「ちょっとやそっとの天てん変ぺん地ち異いで滅びるようなヤワな俺らじゃねぇんだよ」

辰馬：なにかしら、生いき延のびる手しゆ段だんを用意しているようだな。

ＧＭ：「ヒャッハーッ!!　手段なんか用意してねぇよ！　気合いがあれば生き残れるだろ！」（一同爆笑）

辰馬：なんだって～!?（笑）

ユピテル：気合いで乗り切るとか……。

辰馬：お前、馬鹿だろう！

ＧＭ：「うるせえよ！　馬鹿って言ったヤツが馬鹿なんだよ」

辰馬：だ、だめだこいつ……（笑）。

フェイド：侵蝕率も振り切ったらこういう考えになるのか（笑）。

辰馬：では、剣けんを抜ぬいて、ヨハンの前に立ちふさがる。

ＧＭ：ヨハンと辰馬の間合いがジリジリと縮ちぢまっていきます……が、このまま戦せん闘とうになると、かなり大変なことになりますよ？

辰馬：そうですよね～！　そ、その、ヨハン、今のうちに逃にげてもいいんだぜ？（笑）

ＧＭ：「襲しゆう撃げきかけておいて、逃にげ帰かえるわけがないだろ！」

辰馬：そりゃあ、そうだな。

ＧＭ：「今度は本気でいく。俺とお前、どっちの炎ほのおがより熱いか、勝負といこうぜ」

辰馬：「いいぜ、やってみな？」と言いながら、チラリとフェイドを見る！　支し援えん、してくれるかな？（笑）

ＧＭ：「はン、レネゲイドビーイングを守ろうってのか？」

辰馬：悪いかよ？

ＧＭ：「クハハ、物好きなこったな！」ふたたび、爪に炎をまとわせます。

フェイド：たっつんは、私を守ってくれるのだな。ありがとう。

辰馬：お前がいなくなると、そよぐが悲しむからな。
















フェイド：なるほど、それが理由なのか。悪くない。……ところで、アレが〝マスターレイス〟とやらなのか？

辰馬：ああ、そうだ。〝マスターレイス〟の中で、もっとも熱い男だ。場合によっては、この支部が炎に包まれるかもしれん。

ＧＭ：「ごちゃごちゃ言ってる暇はないぜ？　今からここで死んでもらうんだからよ」と、まとった炎がさらに大きく燃え、ヨハンは戦闘態たい勢せいを取ります。

フェイド：おお!?

辰馬：ここで戦闘か？

ＧＭ：いえ、戦闘ではない処しよ理りで戦いを表ひよう現げんしようかと。

辰馬：ほう、レギュレーションは？

ＧＭ：純じゆん粋すいに、ダメージの比くらべあいの勝負になります。組み合わせが可能なエフェクトは、すべて使用してかまいません。

辰馬：なるほど、達たつ成せい値ち出してダメージの比べ合いをするんだな。

フェイド：私は、たっつんを支援してもいいのか？

ＧＭ：もちろん、ＯＫです。一回だとダイスの目が振ふるわない可か能のう性せいもありますから、三回勝負にしましょう。三回のうち、一度でも勝てば、ヨハンを撃げき退たいできます。なお、同どう値ちだった場合は、プレイヤー側の勝利とします。

辰馬：おお、優やさしい！

ＧＭ：しかし、敗北した場合、ヨハンが出したダメージをそのまま受けることになります。三回とも敗北したら、フェイドが死亡してＥロイス「破壊神顕現」が使用されます。

辰馬：《リザレクト》しろってことか……。ところで、攻撃一回につき、１ラウンドという計算でいいのか？

ＧＭ：はい。一回の攻撃につき、１ラウンドということにしましょう。

辰馬：了りよう解かいだ。

ＧＭ：彼の肩に、ひょこっとフェイド[image: ]がインベードしたガンプラが乗っかります。そして、ヨハンは「俺の相棒も貴様が地に這はう姿を見たいとよ」と言います（一同笑）。

辰馬：あのガンプラを肩に乗せて襲撃してきたのか、ヨハンは（笑）。

ＧＭ：ええ、まあ。

そよぐ：よっぽど大切なんだね（笑）。

フェイド：では、私もたっつんの肩に乗ろう。「この支部のエースは、この〝フレイムジェミニ〟だ」

辰馬：おおっ！




●第１ラウンド

ＧＭ：では、第１ラウンドのセットアッププロセスです。

辰馬：特にすることはないな。

ＧＭ：では、ヨハンのメインプロセス。腕うでをかぎ爪のように変化させ、炎を纏まとって駆かけ抜ぬけます。クリティカル値は７。（ダイスを振る）クリティカルが11個こ。（ダイスを振る）おや、出目がいい。（ダイスを振る）おお……。

辰馬：ちょ、ちょっと！　キバらなくていいのよ!?（笑）




　ヨハンの右腕の爪が一層激しく燃え上がり、大気が揺らめいていく。

　鋭い爪が見る間に灼熱し、凶悪さを増した。

〝マスターレイス〟のサラマンダーシンドロームによる驚異的な熱量───。

　触れれば一たまりもないであろうその爪で、辰馬を灼やき斬ろうと躍りかかる！




ＧＭ：（ダイスを振る）最終的な出目は56。達成値は63。ダメージは……（ダイスを振る）７Ｄ振ふって20しか出てない!?（一同笑）

辰馬：まるで、６面ダイスで判はん定ていしているかのような値だ（笑）。

ＧＭ：ダメージは53点です。

フェイド：ダメージダイスの目が悪かったから、支援を飛ばせば、勝てそうか？

辰馬：ああ。

フェイド：《原初の白：狂きよう戦せん士し》で支援を飛ばしたいのだが、よいかな？

ＧＭ：はい、どうぞ。

フェイド：待て、〝マスターレイス〟。私は伝説の〝マスターソリッド〟。お前が私を殺すことはできない。

ＧＭ：「なんだと？」

フェイド：何故なら、辰馬にはこの私がついているからだ。メジャーアクションで《原初の白：狂戦士》を使って、たっつんを支援だ。

辰馬：効こう果かは？

フェイド：クリティカル値がマイナス１、ダイスボーナスが＋10個こだ。……これで、私の侵蝕率は88％になった。

辰馬：《コンセントレイト：モルフェウス》＋《炎神の怒いかり》。16Ｄ＋２で、クリティカル値は７。（ダイスを振る）５個クリティカル。（ダイスを振る）……うん……（ダイスを振る）最終的な出目は51。達成値は64。

ユピテル：ダメージの固こ定てい値ちはいくつ？

辰馬：11。ゾディアックウェポンの効果で、ダメージは８Ｄ＋11。期き待たい値ちは……55か。

フェイド：（ちょっと考えて）《原初の紫むらさき：妖よう精せいの手》を使っておこう。ここで、もう少し伸のばしておく方がいいだろう。

辰馬：では……（ダイスを振る）達成値は75だ。

ユピテル：これで、ダメージは９Ｄ＋11ね。

ＧＭ：いい勝負ですね。

辰馬：（ダイスを振る）おっ、出目がいい！　ダメージは62点だ！

ＧＭ：負けただとっ!?（一同笑）

フェイド：リソースをつぎ込こんだ甲か斐いがあったな。

ユピテル：７Ｄ振って20しか出てないんじゃ、そりゃあ、しょうがないよ（笑）。

ＧＭ：一回くらいは《リザレクト》をさせる予定だったのに……！（笑）




　赤熱した剣と爪を構えた、辰馬とヨハンの影かげが交こう錯さくする。

　ハラリと辰馬の袖そでが切きり裂さかれると同時に、ヨハンの背せから血が噴き出でた。




ＧＭ：「くそう、一度ならず二度までも、この俺に膝ひざをつかせるというのか!?」

辰馬：お前が諦あきらめるまで、何度だって膝をつかせてやるさ。オレがいる限かぎり、神戸第三支部は負けないぜ？

ＧＭ：「お、俺はまだ負けてない！」とヨハンは言いますが、フェイド[image: ]が「潮しお時どきだ……」とたしなめます。

辰馬：ガンプラが喋しやべった!?（笑）

ＧＭ：ベタなリアクション、ありがとうございます（笑）。

そよぐ：プレイヤーは知ってたけど、きっと驚おどろくよね（笑）。

フェイド：落ち着け辰馬。こちらは、オコジョのぬいぐるみが喋っているのだぞ？（笑）

辰馬：はっ!?　そ、そうだった！　すっかり馴な染じんでいたので、違い和わ感かんがなかった！（笑）

ＧＭ：さて、フェイド[image: ]は「まさか、このオーヴァードが〝マスターレイス〟の本気に対抗しうる存在であったとは、予想外であった」と言います。

辰馬：オレを甘く見たな？　あのとき、つい負けそうだったがダイス目は勝ってたんだぜ!!

ＧＭ：「……言われてみればそうであった」

ユピテル：（素になって）騙されるなよガンプラ!!（爆笑）

ＧＭ：「このオーヴァードを〝マスターレイス〟に排除させれば、お前のノイズも解消されると思ったのだが」

フェイド：ふ、もうひとりの私よ。この地球のオーヴァードがどのようなときに力を発揮するかをお前には、きっと理り解かいできまい。

ＧＭ：「しかし、そのようなノイズを取り入れることこそが、お前の……いや、私たちの機き能のう不全になると思わないのか？」

フェイド：私はそう思わない。ノイズを取り入れることこそが、正しいと思っている。どちらの判はん断だんが正しいのか、はっきりさせようではないか。

ＧＭ：「分かった。では、これより、フェイド[image: ]の排はい除じよを優ゆう先せん事じ項こうとしよう」

フェイド：私はそう簡かん単たんに排除されぬぞ？

ＧＭ：「簡単だとは思っていない。だが、私が与えた猶予は四八時間なのだ、私よ───」と言います。

フェイド：むう、そうであった。

辰馬：猶予は四八時間？　一体、何の話だ……とここでは言っておこう。

ＧＭ：「ふ。四八時間と約束した以上、それだけは守らねばならぬ」

フェイド：ああ、〝マスターソリッド〟は一度交わした約束を違たがえることはない。

ＧＭ：「そうであるがゆえに、必ず本体はこの地球へ落下する」と言い残し、フェイド[image: ]は《瞬しゆん間かん退たい場じよう》を使用し、ヨハンとともにその場から瞬しゆん時じに去ります。

辰馬：行ったか……。

ユピテル：じゃあ、そこに駆けつけるわ。

そよぐ：あっ、あたしも登場する。

ＧＭ：それなら、全員登場ですね。ふたりとも、各自で侵蝕率を振っておいてください。

ユピテル：派手に壊されちゃったわね。

辰馬：ああ、すまない支部長。

ユピテル：事情は後でいいわよ。あっ、それとそよぐちゃん。よかったら、支部に泊とまっていきなさい。仮かりに、何者かにそよぐちゃんの家を襲撃されたら大変だしねえ。

そよぐ：来たら困るよ、お姉ちゃんもいるし。

辰馬：そっちの方が護ご衛えいできるもんな。

ユピテル：だから、今日から泊とまりなさい。ご家族には、何とか言っておくから。

そよぐ：うん。そうさせてもらいます。

フェイド：お母さんにはユピテルが電話するのか、やはり。

ユピテル：一いち応おう、あたしが言っておかないとねえ。とりあえず、電話してみるわね。

ＧＭ：じゃあ、電話越ごしに、お姉ちゃんと思しき人が出ます。「もしもし、今春ですが」

フェイド：ついに、お姉ちゃんがシーンに登場したな（笑）。

そよぐ：今まで、お姉ちゃんがいるって言ってただけだもんね。

ユピテル：あ、もしもし？　アタシ、そよぐちゃんにお世話になっている者ですけど。

ＧＭ：「あら、こちらこそいつもそよぐがお世話になっております～」と、お姉ちゃんはトーンが一段高い声で言います。

そよぐ：よそいきの声だ……（笑）。

ユピテル：そよぐちゃんを少しお預かりすことになりそうですので、ご挨拶をと思いまして。

ＧＭ：「ありがとうございます。じゃあ、少しそよぐに代わっていただけます？」

ユピテル：はい、分かりましたわ。じゃ、そよぐちゃん。

そよぐ：はい。お姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：「分かってる分かってる。いつものお泊まりでしょ」

そよぐ：そうそう、話が早くて助かるよ。

ＧＭ：「あんたもいろいろ大変ね～」

そよぐ：うん。何となくお母さんたちに上手く言っといてくださ～い。

ＧＭ：「任まかせておきなさい」と言って、「つぎはアレね。男の子の家に泊とまるときに、あたしを口実に使いなさいね？」

そよぐ：何言ってるの？　お姉ちゃん……。

ＧＭ：「いいわよ、隠さなくたって」

そよぐ：そんなんじゃないよ。お姉ちゃんは余計なこと心配しないで、自分の彼氏作りなよ。

ＧＭ：「うるさいっ。あたしはいいのよ！」

辰馬：お姉ちゃん、彼氏いなかったのか（笑）。

そよぐ：女子高生のあたしより、お姉ちゃんこそ自分のことを心配しないと。

ＧＭ：そういえば、お姉ちゃんって何なん歳さいぐらいなの？

そよぐ：決めてないけど、女子大生ってことにしよう。

ユピテル：それなら、彼氏はほしいけど嫁入りのことで焦りはしないわね（笑）。

そよぐ：そうだよ就しゆう活かつ頑がん張ばって。

ＧＭ：「でも、それはそれで、この間もね、合コン行ったの」

辰馬：彼氏作ろうとはしてるんだな。

ＧＭ：「ねえ、そよぐ。誰かいい人いない？」

そよぐ：う～ん……。ちらって支部長の方を見るけど……うん、いないかな（笑）。

辰馬：支部長はおねえなうえにロボだからダメだ（笑）。

ユピテル：どっちかっていうと、アタシは彼氏がほしいわ（笑）。

そよぐ：というわけで、期待に応こたえられなくてごめんねお姉ちゃん。

ＧＭ：「そっかー。じゃ、あんたも頑がん張ばりなさいよ？」

そよぐ：はーい。

ＧＭ：と言って電話が切れた。

そよぐ：はい。

ＧＭ：ふう、ようやくお姉ちゃんが出せた。電話越しなので顔は出ないが。

フェイド：イラストにならないのが残念だ（笑）。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ユピテル：これで、おうちの人も安心よ。

そよぐ：ありがとう、支部長。やっぱり、あたしたちのオカンだよ（笑）。

ユピテル：アタシも、そよぐちゃんみたいな娘がほしいわぁ（笑）。

辰馬：それより、あいつの言っていた四八時間っていうのは何だ？

フェイド：うむ、それは……。

そよぐ：それは？

フェイド：次のシーンで語ろう（一同笑）。

そよぐ：シーンのヒキを作った!?

ＧＭ：では、ここでシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle07◆問いかけるもの

Scene Player ─── ユピテル




　ユピテルが駆けつけると、そこに待っていたのは壊こわれたドア。

　いったい、何があったのか。

　どうやら事じ情じようを詳くわしく聞く必要があるようだ。




ＧＭ：さて、次のシーンです。支部が大変なことになっているところにユピテルが駆けつける……という続きから、始めましょうか。

ユピテル：ドアがぶち壊されて、派は手でに戦った跡あとが残されてるのよね……。つくづく、よく壊される支部だこと（一同笑）。

ＧＭ：ユニバーサル貿ぼう易えきなんて名前で商売をしてますからね、しかたないですよ（笑）。では、登場による侵蝕率上昇を。

辰馬：（ダイスを振る）７。

そよぐ：（ダイスを振る）３。

ユピテル：（ダイスを振る）２、現げん在ざい94％よ。

フェイド：（ダイスを振る）９。現在の侵蝕率は[image: ]％。けっこう危あぶなくなっている。〝マスターソリッド〟になるのも悪くないと思い始めているかも（笑）。

そよぐ：[image: ]％超こえてるもんね。

ユピテル：さて……とりあえず、どうしてこんな惨さん状じようになっているのか、状況を把握することにするわ。

辰馬：防ぼう犯はんカメラの映えい像ぞうを見せよう。

ＧＭ：すると、肩かたにガンプラを乗せて、支部に殴なぐり込こみをかけるヨハンの姿すがたが……。

そよぐ：……どうしちゃったの、この子（一同笑）。

辰馬：アニメに影えい響きようでもされたんじゃないか？

そよぐ：だからってこれは……（笑）。

ユピテル：この子の親の顔が見てみたいわねぇ（笑）。

フェイド：この少年がＦＨの幹かん部ぶ、〝マスターレイス〟らしい。

ユピテル：なるほど。まぁ、ＦＨ側に動きがあったのは、悪い話じゃないわ。こっちも情じよう報ほうを得られるもの。──で、このガンプラは一体何なの？（笑）

そよぐ：ガンプラなのに、自動で動いているよね。

辰馬：ああ、フェイドと仲良く話をしていたよ……（笑）。

フェイド：彼かれは、私わたしのことを[image: ]と呼よび、自身のことを[image: ]と名乗った。つまり、私と同じ機き能のうを持った存そん在ざいだ。この模も型けいはかりそめの身体にすぎない。

ユピテル：……なるほどね。フェイドちゃんにバックアップがいたってことね？

フェイド：肯こう定てい。恐おそらく彼と接せつ触しよくした人物がロイスを持っていた物体にインベードしたのだろう。私がこのぬいぐるみにインベードしたのと同じように、な。

そよぐ：つまり、あたしにとってのぬいぐるみが、あの男の子にとっては、ガンプラだったってこと？

辰馬：そよぐも、そのオコジョのぬいぐるみを大切にしていたからフェイドがインベードできたんだよな。

フェイド：そうだな。ただ、私とまったく同一の存在とは言い難がたいので、違ちがうシステムにより、インベードしている可か能のう性せいもある。詳しいことは分からない。

ユピテル：ふむふむ。

フェイド：それと──お前たちに報ほう告こくしよう。




　映像の少年とガンプラ──〝マスターレイス〟および〝マスターソリッド〟を見ながら、フェイドはそよぐたちに事実を伝える。

「〝マスターソリッド〟も我々と同じく地球へと落下するのは一二七年後と推すい算さんしたのだが、残念ながら、落下に関しては、我われ々われの力でコントロールすることができる」




そよぐ：えええええっ!?

フェイド：フェイド[image: ]が望んでいるのは「地球への即そく時じ落下」だ。そのために、私に協力を要よう請せいしてきた。

ユピテル：落下のコントロール権けんは、フェイドちゃんが持ってるの？

フェイド：ほとんど肯定だ。すべての機能を持っているわけではない。だが私が望めば、大した時間を要することなく、この頭上へと〝マスターソリッド〟が落ちてくるはずだ。

辰馬：じゃあ、フェイド。お前はこの地球を滅ほろぼすつもりなのか？

フェイド：…………………。




　しばしの沈ちん黙もく。オコジョのぬいぐるみは、息を飲んで見守る三人を順番に見て、言った。

「まだ、迷まよっている」

　──と。




そよぐ：フェイドちゃん……。

辰馬：迷ってる、って……。

フェイド：──まだ報告すべきことはある。先に聞いてもらえるか？

ユピテル：いいわ、話してちょうだい。

フェイド：フェイド[image: ]はバックアップであり、ビーコンとしての役やく割わりを果たせるのは、現げん状じようでは私だけだ。

ユピテル：そうみたいね。だから、ＵＧＮでは、フェイドちゃんの破は壊かいを狙ねらう人もいるのだけれど……。

フェイド：だが、私を破壊しても、阻そ止しはできない。私が破壊された場合、フェイド[image: ]は即そく座ざにその存在を[image: ]に移い行こうし、ビーコンとしての役割を果たすだけだ。

そよぐ：それって、より最悪なんじゃ……。

辰馬：だろうな。即時着弾を狙ってる奴やつにその権けん限げんまで渡わたすわけにはいかない。

ユピテル：フェイドちゃんがいる限かぎり、フェイド[image: ]はバックアップでしかないってことね。

フェイド：ああ。だが、フェイド[image: ]は四八時間という制せい限げんをつけた。それを過すぎた場合、私を破壊し、フェイド[image: ]がビーコンの役割を担になうつもりだと言っている。

ユピテル：やっぱり、フェイドちゃんの即時破壊は悪手でしかなかったじゃない……。

フェイド：──あくまで推すい測そくなのだが、言っても構かまわないか？

辰馬：あ、うん。

フェイド：……きっと、私が機能を取とり戻もどし、ビーコンとしての役割を果たすようになれば、彼、フェイド[image: ]は現あらわれなくなるのだろう。私の機能不全により、フェイド[image: ]が現われたようだからな。

そよぐ：どうなのかな？

ＧＭ：その推測は正しいとフェイドには確かく信しんできます。ビーコンとしての機能が果たされていれば、バックアップ的な存在であるフェイド[image: ]は現われなくなります。

ユピテル：なるほど。ＦＨの目的は、フェイド[image: ]を使って、フェイドちゃんのビーコンとしての力を奪うばおうってわけね。

そよぐ：自じ爆ばくテロみたい。自分たちだって、被ひ害がいを受けるのに。

ユピテル：気合いで乗り切ろうとしてるみたいよ？　ある意味男らしいわね。

フェイド：それはあくまでも、私を破壊しようとしたヨハンの考えだろう。

ユピテル：そうなの？

フェイド：ああ。キミたちは、左ひだり腕うでが機能不全に陥おちいったからといって、いきなり切きり離はなそうとするか？

そよぐ：しない、ね。まずは、なんとか治そうとするよ。

フェイド：そうだろう？　フェイド[image: ]も同じだ。私を修しゆう整せいしようと思い、そのための時間として、四八時間という猶予を用意したのだ。ただ、修整が上手うまくいかなかったら、諦あきらめて切り落とそうとしている。それだけだ。

ユピテル：なるほど。そして、その治ち療りようというか、修しゆう理りを待っていられなくて、暴ぼう挙きよに出ようとしているのが〝マスターレイス〟なのね？

フェイド：肯定。そのとおりだ。

ユピテル：そうなのだとしたら、アタシたちは、フェイド[image: ]に機能を持って行かれないように、フェイドちゃんを守るしかないわね。ただ、その先に関しては、困こまったことになるかもしれないけど。

フェイド：──私からも、キミたちに質しつ問もんがある。

そよぐ：質問……？

フェイド：そうだな。これは重要なことのように思う。──順番に、答えて欲ほしい。

ユピテル：わかったわ。

辰馬：……言ってみてくれ。

そよぐ：……うん。なんでも聞いて。




　そよぐ、辰馬、ユピテル。順番に目線を送り、フェイドは問いかけた。

「キミたちは、私に一体どうして欲しいと思っているのだ？」




フェイド：──キミたちの目的が、実はよく分からない。この星を守ろうとするのはわかるが、それと私を保ほ護ごすることは矛む盾じゆんするように思うのだ。

そよぐ：どうして、って……。

ユピテル：……そうね。じゃ、まずはアタシから答えましょうか。アタシの答えはとってもシンプルよ。

フェイド：頼たのむ。

ユピテル：隕石を落とさないで欲しい──そのひとことに尽つきるわね。たとえ一世紀以上先のことでも、この星がなくなっちゃうのは困るのよ。

フェイド：星が消失するわけではない。私が着弾の場所、そしてタイミングを慎しん重ちように操そう作さすれば、キミの消しよう滅めつは避さけられる、ユピテル。これは協力が可か能のうなハズだ。

ユピテル：そうかもしれないわね。でも、被害はゼロじゃない。そうでしょ？

フェイド：肯定しよう。星の変へん質しつは避けられない。

ユピテル：──それじゃダメなのよ。この星の変質は認みとめられないわ。だって、変質させないためにアタシたちは〝ピルグリム〟と戦ってきたんだもの。

フェイド：なぜ、変質を拒こばむのだ？

ユピテル：そりゃ、今が楽しいからよ。決まってるじゃない。




　静かに腕うでを組み、溜ため息いきを──ロボは呼こ吸きゆうをしないので、仕草だけだが──つきながら、ユピテルは答えた。

「だって、アタシたちが守るのは〝日常〟だもの」




ユピテル：いつもと同じ、変わらない日常。何も知らない人たちの、そんな日常を守るためにアタシたちＵＧＮは存在するのよ。

フェイド：日常──か。

ユピテル：ま、そっちにはそっちの事情があるんだから、申もうし訳わけないって少しは思ってるのよ。でも、それとこれとは話は別。隕石を落とすのは、無しにしてほしいわね。

フェイド：〝日常〟を、守るためか？

ユピテル：〝日常〟を、守るためよ。

フェイド：……理り解かい。ユピテル、キミは日常──つまり今の人々や環かん境きようの変質を拒み、それらを守るのが目的。そういうことだな。

ユピテル：ご理解いただけて嬉うれしいわ。

フェイド：うむ。その話を聞けたので、私はキミに対するロイスのポジティブ感かん情じようを決めた。任にん意いで［尊そん重ちよう］という感情にしようと思う。ＧＭ、構わないか？

ＧＭ：尊重……なるほど、認めましょう。

フェイド：感かん謝しやする。そして即座にポジティブを表にしよう。ユピテル、私はキミを尊重する。

ユピテル：ありがと。そうね、アタシもここで感情を決めちゃうわ。ポジティブは［親近感］、ネガティブは［隔かく意い］。




　フェイドとユピテル。どちらもレネゲイドが意い志しを持ち、無機物のボディを持って活動する生命体だ。その思考はまったく違いながらも、彼らはどこか通じるものを感じていた。




フェイド：ユピテルの考えは聞いた。では──辰馬、次はキミの意見を聞こう。

辰馬：オレは──支し部ぶ長ちようと変わらないよ。オレだってＵＧＮのチルドレンなんだしな。

フェイド：ユピテルとまったく同じ意見だというのか？

辰馬：んー……大体はな。けど、そうだな。ひとつ言っておけるとしたら──。

フェイド：うむ。




　辰馬は己おのれの手を──兄から受うけ継ついだ剣けんを揮ふるい、日常を守り摑つかみとる手を一いち瞥べつし、心に問いかけた。言うべきことを。地球の、日常の危き機きに対しての自らのスタンスを。

　そうして、よどみなくフェイドに告げる。

「隕石を落とすのはやめてくれ。そうしたら、俺はおまえを守り抜ぬいて見せる」




フェイド：私を……守る？

辰馬：ああ。俺はＵＧＮチルドレン、オーヴァードと人間を守るのが役目だ。お前だってオーヴァードには違いないだろ？

フェイド：困こん難なんだ。フェイド[image: ]を排はい除じよしたとしても、同様の存在は断だん続ぞく的てきに現れるだろう。

辰馬：なら、何度でも守ってやるさ。日常を守るのに元々終わりなんてないだろ？




「それに」

　辰馬が笑った。その笑え顔がおに、エースとしての自負が見える。

「お前だって神戸第三支部の仲間なんだからな」




フェイド：……感謝、しよう。辰馬、私はキミを［信しん頼らい］する。

ＧＭ：おお、辰馬へのポジティブ感情も決まりましたね。

辰馬：任まかせろ、応こたえてやる。なんたって俺はエースだからな（笑）。

ユピテル：言うようになったわね！

そよぐ：たっつんやるねえ（笑）。

辰馬：（突とつ然ぜん弱よわ腰ごしになり）い、言いい過すぎたかな？　大だい丈じよう夫ぶかな？

ユピテル：なんでそこでヘタレるの！（爆ばく笑しよう）

そよぐ：ま、まあ、そういうのもたっつんらしいかな（笑）。

ＧＭ：辰馬というか大畑さんというか……（笑）。

フェイド：ま、まあいいや（笑）。──さて、そよぐ。最後は、キミだ。

そよぐ：あ……うん。あたしの答えはね、決まってるんだ。

フェイド：聞かせてくれ。

そよぐ：うん──




「あたしは、フェイドちゃんには友達のままでいてほしい」

　屈くつ託たくのない笑顔。自分の中の感情を、その名のように、春のそよ風を思わせる暖あたたかなものをたたえた笑えみで、そよぐは答えた。




フェイド：友達…………か。

そよぐ：うん。もしもフェイドちゃんが隕石を落としちゃったら、たっつんやユピテルさんの友達じゃいられなくなるかもしれない。少なくとも、今までと同じじゃいられないよね。

フェイド：賛さん同どうしよう。

そよぐ：あたしだってさ、あたしだって──もしも周りが大きく変わっちゃったら、それがもしフェイドちゃんのやったことだとしたら、さ……。

フェイド：だと、したら？

そよぐ：今までみたいに、フェイドちゃんはあたしの友達なんだー、って言い続けられるかどうかわかんない。そんなの、あたしはイヤだよ。




　昨日と同じ日常きよう、今日と同じ日常あす──。

　そよぐの望みは、ただそれだけ。

　だが、マスターソリッドの目的が完かん遂すいされれば、それは間ま違ちがいなく失われる。

　折せつ角かく友達になったフェイドとの関係も──。




そよぐ：宇う宙ちゆうから来たって、フェイドちゃんは今は友達でしょ？

フェイド：私は、そよぐの友達なのか？

そよぐ：そうだよ。ロイスだって、今回は関係：友情で取ったんだからね！（一同笑）

フェイド：そうか。では、私にとってもそよぐは友達だ。──そよぐへのロイス、ポジティブ感情は［友ゆう情じよう］にするぞ。

一同：おおおっ！

そよぐ：えへへ。

ＧＭ：了りよう解かいです。これで、フェイドのロイスはすべて感情が埋うまったわけですが──。

フェイド：うむ。私の考えも定まった。

そよぐ：そうなの？

フェイド：フェイド[image: ]との戦いは、どうやら避けられそうにない。

そよぐ：それって……。

辰馬：……そうか。

ユピテル：うふふ。

フェイド：よろしく頼むぞ？　地球の友よ。

ユピテル：あらためてよろしく……ってところで、一度やってみたかったことあるのよ。

フェイド：何だろうか？

ユピテル：これ！　フェイドちゃん用のかわいい服を自作したの！　着てみて（笑）。

そよぐ：自作したんだ、きっとフリフリのかわいいヤツよね！

フェイド：奇妙。これを着ればいいのか。

辰馬：似合ってる……のか？（笑）

フェイド：そよぐ、これが友達を持つということなのだな。

そよぐ：うん、そうだよ。だから守ろうね、この地球を。友達のためにも───。



















　自身のこと、地球のこと、そして友のこと。

　ひとつの問いかけと三つの答え。そのやりとりが、フェイドの決意を固めた。

　それは、宇宙から来たレネゲイドビーイング──フェイド＝アウトが、本当の意味で神戸第三支部の仲間になった瞬しゆん間かんであったのかもしれない。







◆Middle08◆日にち常じようの中で

Scene Player ─── 海藤辰馬




　タイムリミットの日──。

　今日の夜には、この地球に隕いん石せきが降ってくるか決まる。

　できることは、いつものように過すごすこと。




ＧＭ：では、次のシーンです。時間は、刻こつ々こくと過ぎていきますが。

辰馬：タイムリミットがそろそろ迫せまっているな。やり残したことというと、そよぐの侵しん蝕しよく率りつが低いことぐらいか（笑）。

そよぐ：もうちょっと上げたいかも。──日常のシーン、つくっていいですか？

ＧＭ：構かまいませんよ。

そよぐ：じゃあ、タイムリミット前の放課後ってことで。ええと、たっつんと話したいんだけど……。

辰馬：オレか。了りよう解かい。でもどこで話す？

そよぐ：いつもどおりの感じがいいから……。学校からの帰り道で歩きながらということで。

辰馬：いいんじゃないかな。

ＧＭ：じゃあ、学校から神戸第三支し部ぶに向かう道をふたり並ならんで歩くというシチュエーションで。

ユピテル：デートみたいね。

そよぐ：いやいや、そういうわけじゃないから！（笑）




　そよぐと辰馬は肩かたを並ならべて歩を進める。

　夕ゆう暮ぐれも迫せまるこの通りで、学生たちが見せるありふれた光景のひとつ。

　だが、ふたりの頭にあるのは、この街を──この星を守ること。

　秋風が髪かみをなでる。

　神戸の街まち並なみが、人々の行きかう様が、辰馬とそよぐの眼がん前ぜんにある。

　タイムリミットまで、もうしばらく。




辰馬：もし隕石が落ちてきたら、こういう光景も見られなくなってしまうんだろうな。

そよぐ：そんな……。

辰馬：もし負けたらなくなってしまう。

そよぐ：負けたら。落ちるんだ。

辰馬：ああ、いよいよ今夜だな。

そよぐ：あと何時間後だろう。

ＧＭ：だいたい六時間後です。

そよぐ：うわ、そう聞くと余よ裕ゆうないね。

辰馬：そよぐ、地球の命運が懸かかっているとか、そういう風な戦いになっているが、気負う必要はないぞ……と、明らかに気負ってる顔で言う（一同笑）。

そよぐ：顔が青いよ、たっつん。

辰馬：いや、青くなんかない。この神戸第三支部のエースであるオレが、地球の命運ぐらいで顔が青くなるわけない！　あわあわあわ慌あわてる時間じゃない！（一同笑）

そよぐ：慌あわててるじゃん！

ＧＭ：もう、そうやってすぐ負けようとする（笑）。

そよぐ：でも、その様子を見たら笑っちゃうな。あはは！

辰馬：なんで笑うんだよ！

そよぐ：だって、たっつんて前から大きい勝負の前は、おたおたするよね～。

辰馬：お、おたおたなんかしてない。ただ武む者しや震ぶるいをしているだけだ（一同笑）。

そよぐ：武者震いねぇ。エース様がねぇ。にやにやします。

辰馬：エースになると決めたのだから、負けるわけにはいかない！　それに、オレはチルドレンだからキミやこの街のようなものを守らなくちゃいけない。

そよぐ：うん、今夜の戦いに負けちゃったら、この街とかじゃなくて日本半分ぐらいがどうにかなっちゃうんだもんね。

辰馬：あわわわわ！　そ、そんなことはさせない。あわわわ！

フェイド：慌てているな（笑）。

辰馬：……そよぐは、こんな戦いなのに変わらないな。

そよぐ：うん。何だろうね。何か、実感が湧わいてないからかも知れないけど、たっつんみたいに全然緊きん張ちようとかはしないんだよねー。

辰馬：その方がキミらしくて安心はできる。

そよぐ：でもたぶん、あたしが今回みたいな大きい事じ件けんが目の前にあっても、あんまり緊張しないで気楽にかまえていられるのはさ、理由があるんだよ。

辰馬：理由？　聞かせてもらっていいか？

そよぐ：話しても、怒おこらない？

辰馬：怒らないよ！　というか、怒るようなことなのか？

そよぐ：かもしれない（笑）。

辰馬：わかった、怒らないと約束するよ。

そよぐ：なら、話すよ。あたしね、たとえ隕石が落ちてきても、たぶんたっつんが何とかしてくれると思ってるから。

辰馬：お、オレが!?
















そよぐ：……怒らないよね？

辰馬：怒らないよ。ただ、そんなに信しん頼らいされてるとは思っていなかった。ちょっと驚おどろく。

そよぐ：だってほら、曲がりなりにもエースだし？　すごく強いし。でも、ずっとそう思ってたけど、このあいだのタイの演えん劇げき事じ件けんの時……。

辰馬：ああ、タイの演劇事件（笑）。




　この事件については、二巻かんを参照していただきたい。




そよぐ：あの劇げき場じようでの一件の時にさ、たっつんにばっかり任まかせてるのはよくないなぁと思ったから、あたしもここしばらく修しゆ行ぎようしたからさ。

辰馬：修行……？

フェイド：どんな修行なんだろうな？

ユピテル：はーい、まずここに毒があります。

一同：えええええっ!?

辰馬：邪じや毒どくに磨みがきを掛かけたのか!?（一同笑）

そよぐ：確たしかに邪毒は強力かもしれないけど、もうちょっと戦力アップする修行だよ。

辰馬：何か、ぞくっとするような怖おそろしい単語を聞いた気もするが（笑）。……そうだな、オレは気負いすぎてたのかもしれない。

そよぐ：でも、安心してよ。たっつんのことは、あたしがお友だちとして守るよ。

辰馬：そう、か……。




　辰馬を守ると、そよぐは言ってくれた。

　それは温かく、心強いものだった。

　だからこそ、辰馬自身もそよぐを守りたい。

　そう思った───。




辰馬：まあ、そうだな。じゃあ、もう一度言わせてくれ。この街とキミはオレが守るよ、という風に、一いち応おう言います。チルドレンとしてではなくて、オーヴァードとしてやりたいことだから。それに気づかせてくれたのはキミだ。

そよぐ：あたしが？

辰馬：ああ、あらためて礼を言うよ。ありがとう

そよぐ：ふふ、たっつんにそう言われると、何か恥はずかしいねー。にひにひ笑います。

辰馬：なんだよ、真ま面じ目めに言っているのに。そういう風に、笑うなよ。

そよぐ：だって、恥ずかしいけど嬉うれしかったんだもん。

辰馬：そ、そうか。

そよぐ：そして、ここで侵蝕率を上げたい！

ＧＭ：ならば、ジェネシフトしますか。

そよぐ：もちろん！

ユピテル：ごごごごごごご……。

そよぐ：あたしの中の邪毒が騒さわぐ！（一同笑）

辰馬：えええっ!?　ジェネシフトで毒が活かつ性せい化かするの!?

フェイド：そよぐの周りに、赤い風が渦うず巻まくのだな。

辰馬：さわやかな風だと思っていたが（笑）。

そよぐ：だってほら、あたし邪毒系女子高生だし。Ｊ３だし！

ユピテル：気に入っちゃったのね、それ（笑）。

そよぐ：うん（笑）。じゃあ、そろそろ戻ろっか。

辰馬：そうだな。行こう。

そよぐ：じゃあ……あのさあ、たっつん。

辰馬：ん、何だ？

そよぐ：その、六時間後の決戦が終わったら、たっつんに話したいことがあるんだよね。

ユピテル：おっ、来たわね！

ＧＭ：これは、何かのフラグが立ったようだ！

辰馬：……今じゃダメなのか？（一同笑）

ＧＭ：それもまたフラグっぽい！

そよぐ：……う、うん、全部が終わったらがいいかな。今はちょっと、まとまってないからさ。終わった頃ころに、きっとまとめるから。

辰馬：そう言って、まとめたことがあったっけかな？

そよぐ：うるさいなぁ。まとめるって言ってるでしょー！　まとめるの！

辰馬：じゃあまあ、期待しないで待ってるよ。──はっ、今のもフラグっぽい感じの発言だった気が!?（一同笑）

ＧＭ：何で薄うす皮かわを貼はり合あわせるように、死し亡ぼうフラグを積んでいくの！

フェイド：まったくだ。これ、どっちかが死ぬフラグにしか見えないぞ（笑）。

辰馬：まあ、ともかくこの六時間後の決戦で、勝たないといけない理由はできたよ。

そよぐ：うん。だから、頑がん張ばろうね。

辰馬：ああ。絶ぜつ対たいに勝とう。

そよぐ：うん。

ＧＭ：では、ふたりの会話が終わったところで、シーン終しゆう了りようです。







◆Middle09◆この惑星ほしの答え

Scene Player ─── 今春そよぐ




　神戸第三支部へとやってきたそよぐと辰馬。

　支部では、ユピテルが専せん用ようのマイクロバスを用意していた。

　もう、答えは決まっている。さあ、ともに行こう。




ＧＭ：ではでは、約束の時じ刻こくがやってまいりました。

辰馬：来たぜ、この時間が。

ＧＭ：では、侵蝕率をどうぞ。

辰馬：（ダイスを振ふる）４、83。

そよぐ：（ダイスを振る）はい、３。

フェイド：（ダイスを振る）……６。

ユピテル：（ダイスを振る）10、ええと[image: ]か。

フェイド：もう夜のタイムリミットだな。

ＧＭ：はい、中天に月が昇のぼる頃……新月なので星がくっきり見えます。

フェイド：どれが私わたしの星だろうか？

そよぐ：どれだろうね、フェイドちゃんの星。

ユピテル：さて、こちらも迎むかえ撃うつ準じゆん備びはできているわよ。

フェイド：この惑星の命運がかかった大事だからな。

ユピテル：さて、どこで迎え撃つべきかしらね。

辰馬：誰だれもやってこない、広い場所がいいよな。

そよぐ：二巻で出てきた神戸港とかは？

辰馬：そうだな、あそこは広いし決戦には向いてるな。

フェイド：まあ、候こう補ほのひとつだな。

ＧＭ：神戸港だと、隣接する公園がめちゃくちゃ広いですよ。ポートアイランドとか、見晴らしはすごいいいです。

フェイド：じゃ、港で決まりだな。

辰馬：そうだな。

ユピテル：迎え撃つには、いい場所じゃないかしら？

ＧＭ：分かりました。あなた方が待まち構かまえていると、向こうもそこにやってきますから。

ユピテル：一度みんな神戸第三支部に集まって、公園に向かいましょう。

そよぐ：そうだね。じゃ、支部にやってくると出発の準備をしてたりするのかな？

ユピテル：そうね。アタシが運転して公園に向かうマイクロバスを用意するわ。

ＧＭ：ああ、支し部ぶ長ちよう専用のマイクロバスですね。

ユピテル：そう。アタシ好みのカラーリングね。

そよぐ：痛いたマイクロバス（笑）。

ユピテル：別に痛くはないわよ。

そよぐ：きっと、パステルカラーだよね。

ユピテル：ふふ、そろそろ時間よ。みんな揃そろったわね。

辰馬：ああ。支部長、頼たのむぜ。

ユピテル：任せなさい。




　ユピテルの運転するマイクロバスに乗り、決戦の地へ向かう一同。

　日は沈しずみ、街には家路につく人々がいる。

　窓まどから見える、そんな日常の光景。

　皆みなが帰るべき場所を守りたい───。

　ささやかで、切実な願いを胸むねに、決戦に向かう。




ＧＭ：そして、公園に着いた頃には時間となります。

辰馬：あっ、そうだ、ＵＧＮに援軍も要請しておこう。

ユピテル：今から駆けつけてくれるかしら？

辰馬：そう、きっと駆けつけてくれる！　ＵＧＮ最強の九人が！

ＧＭ：誰だよその九人は!?（一同笑）

フェイド：ＧＭも知らないＵＧＮ最強の九人が駆けつけたらしいぞ（笑）。

そよぐ：その人たちは、本当にあたしたちを助けてくれるの？

ＧＭ：じゃ、彼ら九人がＦＨのザコたちを食い止める役目を引き受けるとしましょう。

辰馬：おお、それはいい！

ユピテル：なるほどね。任せたわ、ＵＧＮ最強の九人たち（笑）。

ＧＭ：タイムリミットとともに公園には《ワーディング》が展てん開かいされます。

辰馬：来たか……。

フェイド：そのようだな。

ＧＭ：「時間だ。答えを聞こう──」と、[image: ]とヨハンがやって来ます。さらに、ヨハンの取とり巻まき、舎しや弟ていたちも現あらわれ、ＵＧＮのエージェントとも戦せん闘とうが始まっているようです。

辰馬：おおっ、頼むぞ最強の九人！

ユピテル：そっちは任せて良さそうね。

ＧＭ：一方、こっちにいるのはヨハンとガンプラの[image: ]。[image: ]はしゅーっとバーニアを噴ふかせて滞たい空くうしています。

フェイド：こっちはそよぐの肩の上に乗っていよう。来たな、[image: ]。

ＧＭ：「さあ、答えてもらおうか、私よ」

フェイド：回答しよう。私は、お前に同調しない。

ＧＭ：「ほう……」

フェイド：この地球における支配的な生命体である人類は、矛盾に満ちた存在だ。そのことはお前もそろそろ分かっているだろう。

ＧＭ：「うむ、それは同意だ」と、ちらっとヨハンくんに視線を向けます（一同笑）。

フェイド：人類は種の保存より、現在の状況の維持を重要視する。そして、時として仲間を守るために、個の生存を危険にさらすこともいとわない。それは、友情とか愛情とかいう感情によるものだ。

ＧＭ：「それは非論理的なノイズだ」

フェイド：そうかもしれん。だが、そのノイズと言ってもいい感情は──とても好もしいものなのだ。

一同：おおっ!!

ＧＭ：「なにっ？」

そよぐ：そうだよ、ノイズなんかじゃない！

フェイド：友情というものが、私の存在意義を変えたのだ。本能が命じるのではなく、おのれの感情と理性によって、友とこの惑星を護る───!!

ＧＭ：「……認にん識しきの変へん更こう。お前は私ではない。すでにお前は機き能のう不全を起こした。廃はい棄き処しよ分ぶんにかかる」

フェイド：残念だな、廃棄処分になるのはお前の方だ、[image: ]。

ＧＭ：「そうはいかん。現げん状じようのお前のノイズには、介かい入にゆうする余よ地ちがある。私は、私を破は壊かいすることを、最後まで拒こばみたいのだ」

フェイド：自分自身を拒むというのか？

ＧＭ：「お前の本能を呼び起こしてやろう───」と言って、[image: ]がフェイドに同調してですね、意い識しきを侵蝕しようとしてきます。

フェイド：うおお、何かレネゲイドウェイブみたいなものが飛んでくる!?

ＧＭ：そう、フェイドの精神の波長に干渉する波長を飛ばしてきます。

ユピテル：脳波みたいなもの？　フェイドちゃんに脳に当たるものはないけど（笑）。

ＧＭ：「精神も所詮、電気信号が見せる幻に過ぎない。貴様の精神の波形さえ分かれば、干渉することも可能なのだ」ここでＥロイス「砕け散る絆」を使用します。

フェイド：なんだとー！




「砕け散る絆」

　人と人との絆そのものを破壊するＥロイス。

　指定した対象が持っているロイスをひとつ消去する。




ＧＭ：フェイドが持っている、フェイド自身を対象としたロイスは消しよう滅めつします。

フェイド：私はこれに対たい抗こうできるのか？

ＧＭ：対抗できる可か能のう性せいがあるとしたら、このピルグリムの能のう力りよくを中和する能力ですね。

フェイド：そんな能力はなかった……（一同笑）。

辰馬：そうだった。




　フェイドが結んでいた記憶、経験した想い出が──。

　次第に薄れていき、空虚なものになっていった。




フェイド：私は、〝マスターソリッド〟───。

辰馬：いかん、何かに目覚めた!?

そよぐ：ど、どうしたの、フェイドちゃん。

フェイド：（無機質な声で）……この地球をインベードする。

そよぐ：フェイドちゃんが変わった!?

ＧＭ：このままだと、「破壊神顕現」が使用され、地球に隕石が衝突します！

ユピテル：なんてこと、せっかく拒きよ否ひする回答をしたのに。

ＧＭ：フェイドの目が虚うつろになっていく。だが、フェイドはこれに対抗できる手しゆ段だんをひとつだけ知っている。彼かれがノイズと呼よび、キミが日常と呼ぶものの中に、ということでフェイドは自然と視し線せんをそよぐに向ける……。

フェイド：おお、そうか。うう、ダメだ。私は取とり込こまれてしまう。助けてくれ～！

そよぐ：フェイドちゃんに何するの!?　と、一応《ワーディング》を展開し直しますが。

ＧＭ：はい、了解です。ではここで、こっちも対抗してくるんで、〈ＲＣ〉による対決を行ないます。

そよぐ：よーし、負けないぞー！

ＧＭ：……で、ここでですね、そよぐだけが判はん定ていするんじゃなくて、ほかのＰＣも支し援えんができます。

フェイド：ええと、三人とも対ピルグリムワクチンを接種してるから、対抗能力を持ってるもんね。

辰馬：おお、そういえば。

ＧＭ：基き本ほん的てきには、支援すると宣せん言げんした者が【精せい神しん】で難なん易い度ど８に成功すれば、そよぐの達たつ成せい値ちにひとりにつき＋３できます。〈ＲＣ〉があれば、そっちでいいですよ。

辰馬：もちろん、支援するぜ。頑がん張ばってくれ、そよぐ。

そよぐ：わかったよ！

ＧＭ：では、こっちの達成値を出します。うおー、食らえ俺の〈ＲＣ〉攻こう撃げき。（ダイスを振って）ん～、一七個こも振ってクリティカルが一個とか。

そよぐ：やっほーう！

フェイド：お、お、我われ々われの知っている優やさしい加か納のうくんが、帰って来たー。

ユピテル：お帰りなさい（笑）。

ＧＭ：しかし、出目が15なので、こっちの〈ＲＣ〉は４。足して19。

そよぐ：これを上回ればいいのね。

辰馬：せめて１でも欲ほしい。先に支援を振ふらせてもらおう。この８、意外に大変。なぜならば【精神】は１だから……。

ＧＭ：ボーナスあるでしょ。

ユピテル：アタシの【精神】は３。そしてボーナスは３なのよね。じゃあ、アタシから振るわ。えーい（ダイスを振る）……。

ＧＭ：出たー。

ユピテル：あ、10が出たわ！　（ダイスを振る）……じゃ、18で。

ＧＭ：すごい！　これで＋３。

辰馬：とりあえず、オレもやるぜ。（ダイスを振る）……おお、クリティカル！　結果15。

ＧＭ：素す晴ばらしい。じゃあ＋６。

フェイド：私は、さすがに支援はできないのか？

ＧＭ：対ピルグリムワクチンを持っていないですから。

フェイド：そういえばワクチンしていなかったな。

ＧＭ：というか、接せつ種しゆするとフェイドが消えますよ（笑）。

フェイド：なるほど、わかった。

ＧＭ：というわけで、そよぐの判定です。

そよぐ：了解です。ちなみに、〈ＲＣ〉は６あります。

フェイド：おお、けっこうあるのか。

そよぐ：今、固こ定てい値ちで12。（ダイスを振る）あ、19ぴったりですね。

ユピテル：おお、ぴったり！

ＧＭ：リアクション優ゆう先せんで、勝利。

そよぐ：はい。勝ったー。でも、危あぶなかった。

ＧＭ：これによって、そよぐはフェイドに来る干かん渉しようを抑え込こむことができます。

そよぐ：しっかりして、フェイドちゃん。

フェイド：……はっ、私はいったい（笑）。

ユピテル：危なかった。

ＧＭ：その煽あおりを食らうので、そよぐは衝しよう動どう判定を行なってください。

そよぐ：喜んで！

辰馬：今は嬉うれしいもんなぁ（笑）。

ＧＭ：難易度は９です。

そよぐ：（ダイスを振る）……あ、クリティカルしちゃった！　……11だ。

ＧＭ：綺き麗れいに期き待たい値ち。

そよぐ：侵蝕率は78に。

ＧＭ：あ、だいぶいいところに来ました。すると[image: ]が、「邪じや魔まをするか」と言います。

そよぐ：フェイドちゃんは連れて行かせないよ！

ＧＭ：「仕方ない。最終手段だ。かつて[image: ]だったものを破壊し、私が[image: ]となろう」

フェイド：[image: ]よ。ノイズと呼よばれているものの力を見るがいい。

ＧＭ：「だから最初からこうすりゃよかったんだよ」とヨハンくんが呆あきれたように言う。

そよぐ：来たな、ヒャッハーくん。

辰馬：わかりやすい渾あだ名なだ（笑）。

ＧＭ：「誰がヒャッハーくんだよっ!?」とヨハンは右みぎ腕うでを徐じよ々じよに変化させる。で、[image: ]は、「言ったはずだ。私は私を破壊することを忌き避ひする」。

フェイド：理解はしないだろうが、私も同じ気持ちだ。

ＧＭ：「へっへっへっへ。減へらず口ぐちをたたくのもここまでだ。てめぇにはここで引いん導どうを渡わたしてやんよー！」と、ヨハンくんが右腕を振ふり上あげ、炎ほのおがあがるんですが……その炎がみるみる凍こおっていく。

辰馬：炎が凍る!?

フェイド：あり得ないほどの低温だ！

ＧＭ：「ぎゃー！　何だこれはー!?」

辰馬：何だ。いったい何が起きているんだ。あのヨハンくんの炎を凍らせるほどの冷気、だと!?　いったい誰が（笑）。

ＧＭ：じゃあ、「ヨハンくん、大変です！」と、完全に間に合ってないタイミングでヨハンの取り巻きの警告の声が響く。見ればそこにやって来たのはゼノスのミユキですね。

そよぐ：ミユキさん！

ＧＭ：「雑魚ざこはこっちに任せておきなさい」

辰馬：ヨハンを雑魚あつかいか（笑）。

ＧＭ：じゃあ、ここで取巻きが言うわけですよ。「ヨハンくんを雑魚だとー！　てめぇ！」

辰馬：そうそう。

ＧＭ：「このアマー！　減らず口を叩きやがってー」ずばしゃー！「ぎゃー！」

辰馬：ああ、取り巻きたちが次々と氷の彫ちよう像ぞうになっていく！

ＧＭ：「強ぇよ。こいつ、強ぇよ」

そよぐ：ミユキさん超ちようかっこいい！

ＧＭ：というわけで、ヨハンはミユキが抑おさえます。

そよぐ：ありがとうミユキさん！

辰馬：さあ、相手してやるぜガンプラ野郎！

ＧＭ：「やむを得ん。私の全力を出すしかないようだ」

辰馬：そんなプラモの体でオレたちに勝てると思っているのか！

ＧＭ：すると、モノアイがびむっと光ります。

辰馬：おお、よくできてやがる。

ＧＭ：すると、周囲の倉庫でありますとか、タンカーに積まれた石炭や資し材ざい、鉱物の類、近くのくず鉄、その辺がごーっと寄よってきて、ガンプラをコアに、がしゃがしゃがしゃがしゃっと集まっていき、やがて全長二〇メートルほどの巨きよ大だいロボになります。
















辰馬：うおっ、でけぇ！

そよぐ：ロボになった!?

ＧＭ：そして、ぼろぼろぼろっとパーツが落ちて、余あまったやつは人間サイズのロボ軍ぐん団だんになります。

辰馬：ああ、モブか！

そよぐ：ちっちゃいやつが。

辰馬：ああ、そうだ。とりあえず、マスターソリッドにロイスを取ろう。

そよぐ：じゃあ、あたしもソリッドにしよう。支部長に取ろうと思っていたけど、もうあたしの中ではメモリーだから。

ユピテル：メモリーって、どういうこと？（笑）

フェイド：データ以上の存在ということなんだろう、きっと。

そよぐ：そう、不動のオカンだもん。

辰馬：不動のオカン!?（笑）

ＧＭ：ロイスとしてキャラシートに書き込まなくても、記憶として刻まれちゃってるということですね（笑）。

そよぐ：そう、そういうこと。なので、マスターソリッドに対して、［同どう情じよう］と［憐れん憫びん］で取りました。

ＧＭ：はい、わかりました。では、クライマックスに移うつります！










　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆この惑わく星せいの明日に

Scene Player ─── フェイド




　戦いは始まった。

　[image: ]は[image: ]を消し去るために。フェイドは、おのれがおのれであるために。

　そして、この惑星の明日のために。




ＧＭ：では、ズズズとさまざまな物を取り込んで機械の巨きよ人じんと化したソリッドと、その周りに居いるソリッドの眷けん属ぞく。

ユピテル：あんな美しくないのは機械なんて認みとめないわ。あれは岩よ、岩！

そよぐ：岩？（笑）

ＧＭ：あくまでも、ロボと認めないらしい（笑）。では、侵しん蝕しよく率りつを振ふってください。

フェイド：（ダイスを振る）６だ、今回は６ばっかりだ。

辰たつ馬ま：（ダイスを振る）うお、10。

ユピテル：（ダイスを振る）７。

そよぐ：（ダイスを振る）てーい！　５。あたし、今回最大が５だよ。

ＧＭ：では、配置をしましょう。ソリッドから５メートルの位置にＰＣ。そのうち、一グループのＡが格かく闘とう型。で、砲ほう口こうが空いている指をあなた方に向けているＢが射しや撃げき型です。

そよぐ：きっと指からビームとか撃ってくるよ！

ＧＭ：「お前たちの終わりは、すでに約束されているのだ」と、ソリッドはここでＥロイス「予告された終しゆう焉えん」を使用します。……そして、その瞬しゆん間かんに「傲ごう慢まんな理想」を三回、どんどんどんっと使います。

そよぐ：おお、どうなるの？

ＧＭ：はい、この対象は地球上の生命体全部。エンディングフェイズで隕石ソリッドが地球に衝突してすべての生命体が死滅、ソリッドが地球へのインベードを完了します。

辰馬：それはまずい！

ＧＭ：しかし、これはこのソリッドを倒たおすことで解かい除じよできます。

そよぐ：もう後がないということだね！




●第１ラウンド

ＧＭ：というわけで、セットアップです。こっちの【行こう動どう値ち】ですが、ソリッドが11、格闘型が９、射撃型が15。そう、15！　15！

そよぐ：やった！　【行動値】上げておいてよかった！

ＧＭ：実は15ぴったりでも、そよぐが先ですが。

そよぐ：そこは上げておいてよかったって思える気分の問題なんだよ。

フェイド：うむ、分かるぞ（笑）。




▼行動値

そよぐ　　　　　　　　　16

射撃型　　　　　　　　　15

マスターソリッド　　　　11

フェイド　　　　　　　　９

格闘型　　　　　　　　　９

ユピテル　　　　　　　　７

辰馬　　　　　　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：では、そちらの宣せん言げんはありますか。

フェイド：私わたしは《加速装そう置ち》を使う！　私のスピードを見せてやろう。

ＧＭ：「ふ、ならば見せてもらおうではないか」

フェイド：フッフッフッ、これで侵蝕率が２上がって[image: ]％だ。

辰馬：でも、やばいんじゃないか。

フェイド：かもなぁ。

ＧＭ：では、ソリッドの宣言。《サポートデバイス》《空間圧あつ縮しゆく》《虚きよ無むの城じよう壁へき》《小さき魔ま眼がん》《装そう甲こう強化》、そして《ヴァイタルアップ》を宣言。

そよぐ：うわあ、いっぱいあるー。

フェイド：ちょっと積つみ過すぎじゃないかね？

ＧＭ：まず《サポートデバイス》でダイスがめっちゃ増える。《空間圧縮》で戦闘移い動どう。ぶおんとエンゲージします。

そよぐ：来た！

ＧＭ：そして、《虚無の城壁》でこのラウンド中のガード値が増え、《小さき魔眼》でこのラウンド中のダメージが増える。で、《装甲強化》で装甲値が上がり、《ヴァイタルアップ》でＨＰがぼーんと増ふえます。

そよぐ：なるほどー。

ＧＭ：移動しながら、どんどん周囲の構こう造ぞう物ぶつを取とり込こんでいく。だから、移動したって言うよりは、でかくなりすぎて、そっちに足が届とどいたというところ。

そよぐ：一気に届とどくようになっちゃったんだ。

ＧＭ：そしてイニシアチブプロセス。ソリッドは《加速する刻とき》を使用。

ユピテル：さらに動いてきたわね。

ＧＭ：というわけで、マイナーで《オリジン：ミネラル》。さらに装甲値が上がる。

辰馬：うおー、装甲値上げてきたのか。

ＧＭ：さらに《インフィニティウェポン》《ヴィークルモーフィング》で、モーフィングロボを作り出す、ということで巨大ロボであることを表現しています。

そよぐ：そういうコンボだったんだ、やっぱり（笑）。

ＧＭ：さらに《飛行能のう力りよく》によって飛ぶ。

辰馬：飛んだー!?

ＧＭ：そして、なんと装甲値85。

そよぐ：うわー、すごーい！

辰馬：やばいなー、これは攻こう撃げきがとおらない気がするぜー（棒ぼう読よみ）。

ＧＭ：お前ら装甲無む視しじゃねぇか!!（一同笑）

辰馬：まあね（笑）。

ＧＭ：だが、こっちが叩たたき潰つぶせばいいのだ。メジャーアクションは《コンセントレイト：バロール》、《巨人の斧おの》、《魔ま神じんの心しん臓ぞう》、《カスタマイズ》で《スプリットアタック》。拳こぶしを振ふり下おろすと瓦が礫れきがそのままどどどどどーっと雪崩なだれのように降ふってくる。対象は全員に攻撃。

そよぐ：きゃー。

ＧＭ：では、判定いきます。（ダイスを数える）……一七個こ振って、44、達成値は〈白兵〉を足して48。

ユピテル：まあ！

ＧＭ：ちなみに命中すると、《魔神の心臓》の効こう果かによって、このラウンド中判定のダイスがマイナス一五個されるので。

辰馬：……まいなすじゅうご!?

ＧＭ：では、回かい避ひをどうぞ。

そよぐ：（ダイスを振る）ダメか。17だ。

ユピテル：ガードを宣言して《電でん磁じ障しよう壁へき》を使うわ。一気に弾はじく。

フェイド：（ダイスを振る）……残念、二回回ったが届とどかなかった。

辰馬：オレも16だったんで当たりましたぜ。

ユピテル：そして、フェイドちゃんを《マグネットフォース》でカバーリングよ。

ＧＭ：では、ダメージ。見た目が大ざっぱな分、ダメージはでかいですよ。（ダイスを振る）……あ、ん、普ふ通つう。５Ｄで24。ということでダメージは58点。

フェイド：固こ定てい値ち30点か。

辰馬：駄だ目めだ、一発で倒たおれる。死んだ。

そよぐ：あたしも。《リザレクト》しまーす。

辰馬：同じく、《リザレクト》。

そよぐ：（ダイスを振る）……ＨＰ８。よかった。

辰馬：ここが運命の分かれ目。よっこいせ。（ダイスを振る）オレも10まで回かい復ふく。

フェイド：で、ユピテルはどうなる？

ユピテル：出目次第なのよね。（ダイスを振る）……まあまあ、17、22点軽けい減げん。36点ダメージが倍になって、さらにフルボーグだから10点軽減して62点。大だい丈じよう夫ぶだったわ。

辰馬：おおう！

ユピテル：ふふ、残り14点。

ＧＭ：すごい。耐たえた!?

ユピテル：でも、もう《電磁障壁》は使えないわ。一シーンに一回だから。

ＧＭ：しかし、ダメージを受けると、《魔神の心臓》によって鉱こう石せきが全身に絡からみつく。

辰馬：うわー、マイナス15Ｄか。

ＧＭ：ふふふふ、ソリッドは天体の化身なので、重力を操あやつれるのですよ。

辰馬：そうか。くっ、重い。体が重い！

そよぐ：う、動けない。

ＧＭ：では次、【行動値】21でフェイドです。

フェイド：うーん。マイナーはない。《要かなめの陣じん形けい》、《狂戦士》、《癒いやしの水》で回復させよう。

辰馬：おお、傷が塞がっていくぜ。

フェイド：侵蝕率[image: ]％を超こえているので、ダイス一二個がボーナスとなる。さらに、クリティカル値マイナス１だ。さらにさらに、５Ｄ＋５点ＨＰ回復。

そよぐ：わお。

フェイド：よいしょっ（ダイスを振る）……お、お、お、おお。けっこういい目が出たな。５Ｄで45点回復だ。

ユピテル：ＨＰ全ぜん快かいで58点だわ。

ＧＭ：えー、一気に立て直してる！

フェイド：どうかな、[image: ]。これが私が守ると決めた人類の力だ。

ＧＭ：「ふん、そんな者がいつまで保もつか」で、16でそよぐの行動。

そよぐ：はい、マイナーアクションでダイスマイナス15Ｄを解除します。メジャーアクションで《アースシェイカー》《振しん動どう球》《コンセントレイト：ハヌマーン》《原初の赤：蝕むしばむ赤》《スターダストレイン》《光の手》《破は滅めつの天使》《バランスブレイク》。これで対象は敵てき全員で、カバーリングができなくて、失敗にできません。

辰馬：よし、いけそよぐ！

ＧＭ：しかし、射撃ユニットがどどどどど。《目つぶしの砂すな》を使用。

そよぐ：うわあ!?　目が!?

ＧＭ：まばゆい光がそよぐを幻げん惑わくする。ダイスを六つ減へらしてください。

そよぐ：せっかくの＋12Ｄが＋６Ｄに。でも、当たればいいんだ、当たれば。

ＧＭ：判定をどうぞ。

そよぐ：まだ[image: ]％を超えていないから、クリティカル値７で、ダイスは全部で一五個振ふれるよ。いきます！　（ダイスを振る）……32。

フェイド：《妖よう精せいの手》を使う。

そよぐ：はい、45。技ぎ能のうを足して51です。

ＧＭ：うん、全員ガード。

そよぐ：じゃあ、ダメージ。６Ｄですよね。（ダイスを振る）……低いー。16点しかない!?

ＧＭ：しかし、マスターソリッドはガード値で全部弾はじくんですが、重じゆう圧あつと邪じや毒どくを食らう。

そよぐ：一いち応おう、それだけでも。

ＧＭ：……で、射撃型と格闘型は11点そのまま食らうんですよ。ガード値ないから！

辰馬：何でガード宣言したんだよ!?（一同笑）

ＧＭ：いや、どうせ《イベイジョン》だから、もう避よけられないと思って。まだソリッドは武ぶ器きを作ってないから……。

辰馬：ああ、そういう予定だったのか。

そよぐ：はい、邪毒のランクは３。重圧もです。ダメージは16点。

ＧＭ：いえ、16点ではないのです。36点食らうんです。《超ちよう人じん的てき弱点》があるから。

辰馬：ああ！

ＧＭ：で、こいつらの弱点は「対たい抗こう種」なんで。《超人的弱点Ⅱ》というのがありまして、その攻撃を食らうまで、［レベル×２］点ダメージを軽減し続けるという。ああ、射撃型と格闘型が逝いってしまった……。

そよぐ：やった！

ＧＭ：じゃあ、イニシアチブプロセスでソリッドが割わり込こみ、《威い圧あつ》。エンゲージが封ふう鎖さされます。どんどん重力が増ましていく。

辰馬：何だこのプレッシャーは。

フェイド：ソリッドの超ちよう重じゆう力りよくが我われ々われを引きつけるのか。

ＧＭ：で、ソリッドの行動ですが、マイナーアクションで重圧を解除。メジャーアクションで、《コンセントレイト：バロール》《巨人の斧》《魔神の心臓》。狙ねらうはフェイドだな。「死ね、死ね、死ぬがよい！」　（ダイスを振る）……判定のダイスは40Ｄ。

辰馬：40Ｄ!?　すごい数字だ。

そよぐ：これ、クリティカル回ったら大変じゃない？

ユピテル：そ、そうね。

ＧＭ：（ダイスを振る）超回る。回す回すー、ぶんぶん回してやるとも。よいしょ！　（ダイスを振る）……達成値は57！　マスターソリッドの巨きよ体たいがフェイドを踏ふみつぶす。

フェイド：回避か。だが、57が出るか。（ダイスを振る）……ダメだ、クリティカルしない。

ユピテル：カバーリングするわよ。

ＧＭ：「滅べ！」（ダイスを振る）……ほっほっほ、いい出目だ。74点！

ユピテル：いやー、それはさすがに無理だわ。装甲値15点引いて、１点足りない。

フェイド：惜しい！

ユピテル：[image: ]のタイタスを昇しよう華か。踏みつぶされたと思ったところで押し返すわ。

ＧＭ：というところで、そのユピテルの行動でございます。

そよぐ：さあ、支し部ぶ長ちようの行動だよ。

辰馬：支部長、今こそ必殺の一撃を！

ユピテル：いやぁ、それが《クルーエルデバイス》を使うには侵蝕率が３足りないのよ。

辰馬：お、おう……。

そよぐ：ジェネ、シフ、ト……？

ユピテル：んー、まあ普通にパンチね。マイナーでペナルティを解除、《アームズリンク》《コンセントレイト》《バリアクラッカー》は使うわ。で、パンチよ。

ＧＭ：ふふん、俺おれの85の装甲値を破やぶって見せよ。

ユピテル：破るわよ？　《バリアクラッカー》で。

ＧＭ：うおー……《バリアクラッカー》？　《バリアクラッカー》ですって!?　ガードができないじゃないのよ！

ユピテル：そうよ♪

ＧＭ：いやー、やめてー。人の心があるのなら。

ユピテル：えっと。アタシ、ロボ（一同笑）。

ＧＭ：そうだった────!?

ユピテル：でもね、人の心を捨すてたワケじゃないの。（ダイスを振る）これで達成値41。

フェイド：じゃ、それを《妖精の手》で支援だ。ダイスを振り足すがよい。

ユピテル：（ダイスを振る）あら、50……60……70の、78よ！

ＧＭ：あばばばばば。《イベイジョン》を超えているので、命中です。

ユピテル：なら、アタシのパンチは８Ｄダメージね。

そよぐ：すごい、８Ｄも振ったら結けつ構こういくんじゃないかな？

ユピテル：そうね、期待できるわね。（ダイスを振る）57点の、装甲ガード値無視。

辰馬：いいパンチが入った！




　ずん─────っ！

　ユピテルの一いち撃げきが、マスターソリッドの巨体にめり込こんだ。

　象と蟻ありほどの体たい格かく差さがあるというのに、マスターソリッドに大きく揺ゆらめいた。




辰馬：浮ういた!?

ＧＭ：だいぶ、表面装甲が削けずれる。

ユピテル：は……っ、今のアタシの力なの？　地球がくれた力みたい。

ＧＭ：「これが有機生命体の……何、有機生命体では、ない!?」

ユピテル：そうね。どっちかって言うと、そっちに近いかも（笑）。

ＧＭ：「貴き様さまはどちらかと言うと、私やプラズマと同種の存そん在ざい──」

そよぐ：だいぶ眷属さんに近い（笑）。

ユピテル：でも、アンタと決定的に違ちがうモノがあるわ。そう、それは心───。

ＧＭ：くっ、心の有無が57点装甲無視のパンチに繫つながるのか！（一同笑）

ユピテル：そういうことよ！

そよぐ：言い切った！

ＧＭ：では、最後にたっつんの行動。

辰馬：よし、オレも続くぜ！　とりあえずマイナーアクションでペナルティを解除。メジャーアクションで、《コンセントレイト：モルフェウス》《ペネトレイト》《炎えん神じんの怒いかり》《クロスバースト》だ。これで、17Ｄ振れる。

ＧＭ：お、お前も結構やるじゃないか！

辰馬：そうだとも。（ダイスを振る）……51。

フェイド：《妖精の手》だ。

辰馬：おお、さらにいくぜ。（ダイスを振る）……お？　80……90……。

そよぐ：すごい、まだ回る！

辰馬：……[image: ]……[image: ]、ここで止まりか。というわけで[image: ]で斬きりかかる！　うおおおお！

ＧＭ：それはもうこっちの回避を突とつ破ぱしている！　少しでも減へらそう、ガードを宣言！

辰馬：よおし、ダメージいくぜ。14Ｄ！

ＧＭ：「馬ば鹿かな、そんな小さな身体のどこにそんな力が……」

辰馬：（ダイスを振る）96点の装甲無視！

ＧＭ：だが、18点ガードで削けずる！　そして《ワームホール》を使用。これで受けたダメージは跳はね返かえる！　76点をそっくり返すぜ。

辰馬：おわ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?　た、倒たおれる。

そよぐ：たっつん！

辰馬：くそう、もう侵蝕率は[image: ]％を超えているから《リザレクト》は使えない。マスターソリッドのロイスをタイタスに変えて、昇華。復ふつ活かつする。

ＧＭ：「まだ立ち上がるというのか……」

辰馬：まだだ。貴様を倒すためには、倒れん。約束したからな、フェイドを守ると！

フェイド：おお、私の想おもいに応こたえてくれるとは。

辰馬：そよぐだって、オレを守ってくれると言った。だから、オレは応えなくちゃならない！

そよぐ：ありがとう、たっつん……。

ＧＭ：そして、楽しい楽しいクリンナップのお時間です。

そよぐ：じゃあ、邪毒。侵蝕率[image: ]％を突破しているから12点だよ。

ＧＭ：12点、と思うでしょう？　実は、32点なんです。

そよぐ：……あ！　《超人的弱点》か。

辰馬：《超人的弱点》って、邪毒も増えるのか？

ＧＭ：「こ、これは？　私の抗生物質が朽ちていく、だと!?」くそ、邪毒だけで32点も持っていくとは！

そよぐ：わぁい！

フェイド：すごい毒だな。

辰馬：では、オレも《フェニックスの翼つばさ》でＨＰを15点回復させるぜ。

ＧＭ：どうぞどうぞ。

辰馬：これによって、[image: ]％に。《マクスウェルの悪あく魔ま》が使えるぜ。

そよぐ：やったー！

ＧＭ：やめてー。

ユピテル：やめてと言ってやめるわけにはいかないの。そうでしょう？

ＧＭ：そ、そうですね。ということで、ラウンド終しゆう了りようです。




●第２ラウンド

▼行動値

そよぐ　　　　　　　　　16

マスターソリッド　　　　11

フェイド　　　　　　　　９

ユピテル　　　　　　　　７

辰馬　　　　　　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：では、次のラウンドです。

ユピテル：はーい。

ＧＭ：まずはセットアップ。マスターソリッドは《加速装置》を使う。

フェイド：こちらも同じく、《加速装置》だ。

ＧＭ：やはり使ってきた。さらに、《サポートデバイス》《虚無の城壁》《小さき魔眼》《装甲強化》を使用。《装甲強化》はラウンドごとに使わないとならない。

辰馬：なるほどなー。

ＧＭ：というわけで、イニシアチブプロセス。ソリッドの【行動値】は、いろんなものによって下がっているので、８です。

フェイド：なら、私からだな。マイナーで《オリジン：レジェンド》を使う。それで、《癒しの水》《要の陣形》《狂戦士》を使うと、ぴったし侵蝕率[image: ]％。

そよぐ：うわーお。

辰馬：おう。むやみに〈ＲＣ〉の達成値が上がる！

フェイド：だが、私自身は判定しないのだがな。（ダイスを振る）……みんな、33点回復だ。

辰馬：全快！

そよぐ：回復するぞー。

ユピテル：33点回復、了りよう解かいだわ。

ＧＭ：そして、次はそよぐ。

そよぐ：はい。《コンセントレイト：ハヌマーン》《振動球》《光の手》《バランスブレイク》、です。輝く風が吹きつける！

辰馬：もう一度重圧が飛ぶ！

そよぐ：今度は、クリティカル値が６だよ。（ダイスを振る）……あっ、６がいる！

辰馬：さあ、もっと回すんだ。

そよぐ：10で……20。回ってる、もっともっと！

辰馬：もっと熱くなれ！

そよぐ：頑がん張ばれ、頑張れ（ダイスを振る）……30。

ＧＭ：おお、まだ回る！

そよぐ：40……50……ああ、65。

フェイド：じゃあ、それに《妖精の手》だ。

そよぐ：ありがとう、フェイドちゃん！　これで70！

フェイド：ふっふっふ。ちょっと嬉うれしい。《妖精の手》をこんなに使えるとは。

そよぐ：ありがたい。（ダイスを振る）……80

ＧＭ：あばば、あばば、あばば（[image: ]焦あせっている）。

そよぐ：（ダイスを振る）……82。だから達成値88！

フェイド：あー、けっこういい線ですね。

ＧＭ：ええと、ガードのかまえ。

そよぐ：じゃあ、ダメージ９Ｄいきまーす。よいしょ！　（ダイスを振る）……う、微び妙みよう。63点の装甲値無視。

ＧＭ：しかし、ガードは有ゆう効こう。ガード値18でこれを引いたのち、弱点によって65点食らう。

そよぐ：あ、そういう計算か（笑）。

ＧＭ：ひぃー。

ユピテル：ダメージ出たわよ。クリンナップで邪毒もいくから、そよぐちゃんで[image: ]点分ダメージ与あたえてるわよ。

そよぐ：やったー！

ＧＭ：「だが、まだまだ私は倒たおれない！」と言いながらも、だいぶガンプラの内部が露あらわになってきている。

辰馬：装甲が剝はげてきているな。

そよぐ：ああ、そうだ。《アースシェイカー》で減へるダイスもマイナス３Ｄになってます。

ＧＭ：おう……判定のダイスが三つ減る。うおお、こちらの番か。マイナーで重圧を解除し、フェイドを殴なぐり続ける。フェイドさえ倒せば、こちらの勝ちだ！

フェイド：あくまでも私を狙うか。

ＧＭ：（ダイスを振る）……ダイス目は55、達成値は59。惜おしい、あと１点でダメージロールのダイスが増えたのに。「死ね、フェイド！」

フェイド：うわー。

そよぐ：あー、フェイドちゃん！

フェイド：回避を狙ねらってみよう。（ダイスを振る）だめだ、９しかでない。

ユピテル：カバーリングするわ。

フェイド：すまん、ユピテル。

ユピテル：いいのよ、アタシたち仲間だから。

ＧＭ：では、ダメージ。（ダイスを振る）……いかん、１が四つも出てる。

辰馬：これは、耐たえられるかも！

ＧＭ：６Ｄ振って22しか出ない。

ユピテル：平へい均きん４以下ね（笑）。

ＧＭ：だから、56点しかない。

ユピテル：それ、15点引いて41点。今、ＨＰ48点だから……耐えたわ！

一同：おおおおおおお～!!

ユピテル：踏ふんでくるマスターソリッドの足を、アタシが持ち上げるのよ！




　マスターソリッドが、フェイドを踏ふみつぶそうとする。

　だが、その巨大な足は途と中ちゆうで止まった。

　ユピテルが、持てる力すべてを注いで持ち上げているのだ！




ＧＭ：「なんということだ！」

ユピテル：そして、今度はこっちの番ね！　《バリアクラッカー》と《アームズリンク》と、《コンセントレイト：ブラックドッグ》に、[image: ]％の《クルーエルデバイス》と《雷らい鳴めいの申し子》が入るわ。

辰馬：来た、これがうちの支し部ぶ長ちようの全力！

ユピテル：（ダイスを振る）……40。

ＧＭ：も、もうだめよ。

ユピテル：（ダイスを振る）……50。

ＧＭ：ダメよー。

ユピテル：（ダイスを振る）……60。

ＧＭ：いやー！

ユピテル：（ダイスを振る）……70。

そよぐ：おおー。

ＧＭ：やめてー！




　ＧＭの絶ぜつ叫きようを他所よそに、回り続けるダイス。

　そしてようやく止まったかと思えば───。




ユピテル：（ダイスを振る）……74ね。

フェイド：で、それに《妖精の手》。

ＧＭ：えええっ!?

ユピテル：お願いします。で、80。（ダイスを振る）……83。止まったわ。達成値は87。

ＧＭ：は、はい……。

そよぐ：ああ、ＧＭの顔が（笑）。

ＧＭ：が、ガードを……。

ユピテル：できないわよ？

ＧＭ：ああ、そうだった！　《バリアクラッカー》だった！　うおー、ドッジも失敗だよ！

ユピテル：さあ、いくわよ？　《クルーエルデバイス》があるからダイスは14Ｄ？

ＧＭ：これがユピテルの本気か！

ユピテル：よいしょー！　ひっくり返りなさい！　（ダイスを振る）……あら、いい目だわ。ダイス目94よ。

そよぐ：ダイス目だけで!?　すごい！

ユピテル：プラス、51と４。合計[image: ]点よ！　最大出力でぶん殴るわ！
















ＧＭ：ひぃ！

フェイド：おー、これはすごい！

ＧＭ：で、ガード値も効きかないでしょう？

ユピテル：そうよ。

そよぐ：さすが！

ＧＭ：お、俺の、俺の[image: ]もあったＨＰが……。

ユピテル：《ヴァイタルアップ》でばーんと上がってたぶんも、これで削けずりきったわね。

ＧＭ：うおー。もうちょっと保つと思ったけど……《魂たましいの錬れん成せい》で復活、その辺の物質を吸収し、破壊されたボディを再生させる。

辰馬：復活したか！

ユピテル：アタシの方は、《クルーエルデバイス》と《雷鳴の申し子》を使ったから、ＨＰ０になって倒れるわ。ぶしゅううう、ばたり。

辰馬：支部長!?

そよぐ：大丈夫なの!?

ユピテル：……ＦＨにロイスを取って、タイタスに変えて昇華。ＨＰ14で復活するわ。まだカバーリングできそうだからね。

ＧＭ：「そうまでして有機体のために戦うというのか」

ユピテル：ふん。有機体だとか無機物だとか、性せい別べつだとかで区別するなんて遅おくれてるわね、アンタ。進化っていうのは、精せい神しんの問題よ。

ＧＭ：「何を言う。我々よりも精神的に発達しているというのか？　……理り解かい不ふ能のうだ」

ユピテル：種族を超えてお互たがいを理解し合えるって、崇すう高こうな精神がないとできないことよ。理解できないアンタが進化が足りないんじゃなくて？

ＧＭ：「愚劣な。どのみちこの惑星とともに終焉を迎むかえるのだ」：……で、《魂の錬成》で復活したときに俺はこれを使うと決めていたので、使う。

辰馬：何をする気だ？

ＧＭ：《黒星粉ふん砕さい》！　ダメージ10Ｄが全員に降ってくる。

そよぐ：おおう！

フェイド：問答無用でダメージか、これは。

ＧＭ：はい。これはもう命中判定は発生せず、全員にダメージロールが入ります。

ユピテル：でも、カバーリングはできるはずよ。フェイドちゃんを守るわ。

ＧＭ：では振ふります。ごろごろごろ、どっかん（ダイスを振る）……あ、けっこう大きい。なんで俺はこういう時に大きいの？　71点。

辰馬：うわー、すげぇ。消し炭だ。

ユピテル：71点が倍になって[image: ]点……それから10点引いて[image: ]点。アタシのＨＰ15。

一同：吹ふっ飛とんだー!!（笑）

ユピテル：アタシ、もうできることはないわ。あとは、頼たのんだわよ。

フェイド：ユピテルー！

そよぐ：あああ、支部長!?

ユピテル：タイタスを消費せず、このまま戦闘不能になるわ。

ＧＭ：「ふう、ようやく倒たおれたか。だが、まさかここまでの爆ばく発はつ力りよくを持っているとは。フェイド、これが貴様の言うノイズの力なのか」

フェイド：友情の力は、そんなものではない。まだ半分と言ったところだろう。

ＧＭ：「なん……だと……」

辰馬：ヨハンくんのロイスをタイタスにして昇華しよう。さらばヨハン、お前との決着はまた次の機会だ。

そよぐ：あたしは、マスターソリッドのロイスをタイタス化して昇華します。

ＧＭ：おおう。

そよぐ：フェイドちゃんは、あたしの大切な友達よ。それをノイズなんて……もう許さないんだからっ！

辰馬：そうだ、友達はノイズなんかじゃない！

ＧＭ：「だが、守りの要かなめが崩くずれた以上、貴様たちを待つのは緩かん慢まんな死だ」

そよぐ：それはお前だ！

辰馬：守りの要がなくなっても、攻撃の要はまだここにあるぜ？

ユピテル：よく言ったわ、それでこそ辰馬ちゃんね。

ＧＭ：「ならば見せてもらおう。さあ来い！」

辰馬：オレの番だな。攻撃をするぜ。……おっと、ダイスが足りない。このユピテルのプレイヤーが怨おん念ねんを込こめた呪のろいのダイスを使おう。

そよぐ：呪いって（笑）。

ユピテル：せめて祝福と言ってちょうだい（笑）。

辰馬：ともかく、いくぞ。《コンセントレイト：モルフェウス》《ペネトレイト》《炎神の怒り》《クロスバースト》。これに判定前に《パーフェクトコントロール》も使っちゃおう。

そよぐ：使っちゃえ、使っちゃえ♪

辰馬：これで達成値＋10！　防ぼう御ぎよ用に取っといたが、ここで切ってしまおう。

ＧＭ：もうドッジできそうもないですね（笑）。

辰馬：だが、《パーフェクトコントロール》は、ＨＰが５点減る。では、判定いくぜ！　（ダイスを振る）……40……50、51か。

フェイド：それに《妖精の手》。これで使い切った。

ＧＭ：最後の《妖精の手》が。

辰馬：おお、なら60になって……64で止まった。しかし、《パーフェクトコントロール》と技能を足して最終的な達成値は87！

ＧＭ：ならば、こちらもここで切り札を切る。ガードを宣言し、《魔ま人じんの盾たて》を使用！

辰馬：おお!?

ＧＭ：これで、ガード値が10Ｄ！




　斬りかかる辰馬の前に、マスターソリッドが巨大な盾を形成する。

　しかし、怯ひるみはしなかった。

　雄お叫たけびを上げ、なおも突つき進すすむ！




辰馬：そんな盾、お前ごと叩たたき斬きってやる！　《マクスウェルの悪魔》を使用、ダメージに＋５Ｄ追加！

ＧＭ：ついにきた!?

そよぐ：いけ、たっつん！

辰馬：（ダイスを振る）……ダメージは合計[image: ]点の装甲値無視！
















一同：おおおお～!!

ＧＭ：くっ、ガード値18に《魔人の盾》の10Ｄ分！　（ダイスを振る）ダイス目は50、68点止める。……ということは、59点抜ぬけてくる！

辰馬：───やったか!?

そよぐ：あっ、ちょっと駄目だよたっつんそのセリフ！

辰馬：しまった、思わず言ってしまった!?（一同爆笑）

ＧＭ：そう、ここで倒たおれます。しかし、《蘇そ生せい復活》を使用。「……まだだ!!」

辰馬：くっ、立ったか!?

そよぐ：やっぱり、たっつんがそういうことを言うから！（笑）

ＧＭ：「貴様らの常じよう識しきでは計り知れぬものが、この遥はるかなる星々の彼方かなたにはあると知れ！」

辰馬：くそう、これで仕し留とめられなかったか。

フェイド：今、守りの要であるユピテルが倒れているからな。

ユピテル：ごめんなさい、もう限界よ。

辰馬：なんてことだ。

ＧＭ：「教えてやろう、人類という種の無力さを」

そよぐ：ううん、あなたの負けだよ───。

ＧＭ：「なんだと？」

そよぐ：だって、あなたはひとりぼっちでしょ。ひとりぼっちは強くなれないよ。

ＧＭ：「何を言っているのだ、お前は？」

そよぐ：遠い宇う宙ちゆうから来て、人間よりいろいろ知っているすごい存在なのに、人間のことを理解できないんでしょ？

ＧＭ：「強大であるがゆえに、小さな存在のことなど理解する意味はない」

そよぐ：そんなの噓うそだよね？　あなたと同じ境きよう遇ぐうのフェイドちゃんは、あたしたちのことを理解したよ？

ＧＭ：「それが、どうしたというのだ……？」

そよぐ：あなたと同じなのに、フェイドちゃんは理解した。それって、あなたがフェイドちゃんに負けているってことだよ。

辰馬：おお、そうだ！　お前が理解できないものを、フェイドは理解しているぞ！

フェイド：……その通りだ、[image: ]……いや、〝マスターソリッド〟というべきか。

ＧＭ：「貴様、〝マスターソリッド〟であることを否ひ定ていするのか！」

フェイド：そうだ、今の私はフェイド。お前とは違う。より優すぐれている。何故なぜなら、私はお前と違ちがって、人間を理解できる。

ＧＭ：「み、認みとめん……認めんぞ！」

そよぐ：……でも、ここでクリンナップだよね？

ＧＭ：そ、そうです。

そよぐ：邪毒の効果、入るよね？

ＧＭ：……うっ!?（一同笑）

辰馬：そうか、32点も食らうもんな！

ＧＭ：その通り、耐たえられません。マスターソリッドは、ぐわっと拳を振ふり上あげますが、ぴたっと止まり、指の先せん端たんから崩くずれ始めます。「こ、これは……」

そよぐ：あたしの対抗種、だよ。

ＧＭ：「そんな、まさか……」

フェイド：ばらばらばらばらばら……（[image: ]崩れる音）。

ＧＭ：ソリッドの巨体が蝕むしばまれていき、徐じよ々じよに崩れていく。

フェイド：おお、ソリッドが赤く侵蝕されていく。

ＧＭ：それがすべて、風に吹ふかれて消しよう滅めつしていく。全部砂になって。

辰馬：星々のあいだにオレたちには計り知れないことがあるならば、人々の間にだってお前たちには計り知れないものがある。




　マスターソリッドを形成する、レネゲイドの影えい響きようを受けた物ぶつ質しつが崩ほう壊かいしていく。

　それは、そよぐが持つ対抗種による侵蝕だった。

　形を保つことができず、さらさらと赤い砂となって風に舞まう。

　そよぐの力が、宇宙からの来らい訪ほう者しやを地球の風に変えた───。




ＧＭ：「ば、馬鹿な……」

辰馬：それが絆の力───ロイスだ。

ＧＭ：「この、力……」とうめくマスターソリッド。……まさか、ラスボスが邪毒で死ぬとは……。

ユピテル：さすが、邪毒系女子高生。

フェイド：もしかしたら、そよぐこそこの地球の抗体だったのかもしれん。

そよぐ：あたしが……？

ユピテル：そよぐちゃん、［対抗種カウンターレネゲイド］だものね。

ＧＭ：「そうか。お前が最大のノイズか……」

そよぐ：ノイズじゃないよ。あたしは、フェイドちゃんの友達なんだから！

ＧＭ：「友達……理解不能……理解不能……」

フェイド：少し前まで私も理解不能だった。だが、今なら分かる。そよぐは、友達だ。

そよぐ：───うん。

ＧＭ：では、そのまますべて塵ちりに返って、あとはもの言わぬガンプラだけが残る。

辰馬：くっ。泣なき崩くずれるヨハンくんが（笑）。

フェイド：あ、ヨハンくんはどうなるの？

ＧＭ：ヨハンくんはですね、ミユキといい勝負をしてたんですけれど、じりじりと劣れつ勢せいになり、いい一撃を食らってごろごろっと転がり、「くそっ。任にん務む失敗かよ！　父上に何ていいわけをすればいいんだ！　おい、てめぇら引くぞ！」とガンプラを回かい収しゆうして退たい却きやくします。

辰馬：ああ、ちゃんと持って帰るのか。

ＧＭ：「お、覚えてやがれ！」

辰馬：覚えておくよ、しばらくは。

そよぐ：じゃあね、ヨハンくん。

フェイド：さらばだ（笑）。




　砕け散ったガンプラの破片をかき集めると、ヨハンは捨てゼリフを残して去っていった。

　こうして、地球は守られたのであった。




ＧＭ：ではエンディングに移うつる前に、これだけは言っておきましょう。フェイドについては、[image: ]が消滅したことと自分のフェイドのロイスが消えていないこと、さらにマスターソリッドのロイスも残っていますね。

フェイド：タイタスを一個も切らなかった。

ＧＭ：なので、ビーコンとしての役やく割わりは維い持じしますので、一二七年後に降ってくるのは変わらないわけです。

フェイド：なるほど。つまり……エンディングでどうするかを決めればいいわけだな？

ＧＭ：はい、そういうことです。

フェイド：わかった、それはなんとかしよう。

そよぐ：でも、隕いん石せきがすぐに落っこちてくるのは止められたんだよね。

フェイド：そうだ。[image: ]が消滅した以上、今すぐ落ちることはない。

辰馬：そうか。

そよぐ：……あっ、支部長が倒れたままだ！

ユピテル：このシーンが終わるまで、気絶したまんまね（笑）。

辰馬：とりあえずは、ＵＧＮに連れん絡らくして回収斑はんを要よう請せいしよう。オレたちで抱かかえていくにはきっと重いし（笑）。

そよぐ：そうだね。でも、本当によかった。

辰馬：そうだな、みんなを守れた。

フェイド：ああ、この惑星が破は壊かいされる危き機きは食い止められた。

ＧＭ：そして、皆みなさんがふと顔を上げると神戸の夜景が目に飛とび込こんでくるわけです。

ユピテル：いいシチュエーションね。

そよぐ：きれいね……。

辰馬：うん。




　港町、神戸に夜の明かりが灯ともる。

　ポートタワーのイルミネーションを中心に、またたくネオン。

　夜景の美しさで知られるこの街の平へい穏おんは、こうして守られた。

　オーヴァードたちは、日にち常じようへと帰き還かんする。

　まだ、多くの危機が残されている。

　だが、今は帰ろう。しばしの休息は許されているから。






「予告された終焉」　滅びの因子や絶対的な運命によって逃れ得ぬ死が襲うＥロイス。対象はエンディングフェイズで死亡する。

「傲慢な理想」　身勝手な理想を肥大化させたＥロイス。対象を［範囲］（選択）に拡大する。一度に複数使用した場合、さらに拡大する。三回使ったので、「予告された終焉」の効果がシーン外も含む地球すべてとなっている。

《サポートデバイス》　ひとつの行為を補助するアイテムを生むモルフェウスのエフェクト。

《空間圧縮》　空間を圧縮することで距離を無とするバロールのエフェクト。

《虚無の城壁》　魔眼を中心に高重力の盾を形成するバロールのエフェクト。

《小さき魔眼》　魔眼を分割し、みずからを護る盾とするバロールのエフェクト。

《装甲強化》　皮膚や衣服などを強化するエネミーエフェクト。

《オリジン：ミネラル》　岩石や結晶のレネゲイドビーイングであることを表わすエフェクト。

《インフィニティウェポン》　物質を錬成して白兵戦用の武器を出現させるモルフェウスのエフェクト。

《ヴィークルモーフィング》　物質を変換して乗り物を造り出すモルフェウスのエフェクト。

《巨人の斧》　重力を操り、武器の重量を増大させて攻撃力を増すバロールのエフェクト。

《魔神の心臓》　地球の数百倍もの重力を発生させ、圧殺するバロールのエフェクト。

《カスタマイズ》　武器をもっとも適した形に変えるモルフェウスのエフェクト。

《スプリットアタック》　武器を分裂させて攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《ワームホール》　空間を歪ませ、衝撃を相手にも伝えるバロールのエフェクト。

《黒星粉砕》　魔眼を暴走させ、ブラックホール化してすべてを吞み込むバロールのエフェクト。

《魔人の盾》　斥力を利用して敵の攻撃を弱めるバロールのエフェクト。

《蘇生復活》　力尽きたとき、もう一度立ち上がるエネミーエフェクト。












　　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：じゃあ、バックトラックです。

フェイド：おお、帰ってこられるか。

辰馬：フェイドがジャーム化したら……隕石落ちるのか？

フェイド：おそらく（笑）。

一同：なんだってー!?

辰たつ馬ま：結構重要なんじゃないか、このバックトラック！

フェイド：しかも、侵蝕率は高いわけで（笑）。

そよぐ：ＧＭ、Ｅロイスは!?

ＧＭ：はい、Ｅロイスは七つです。

フェイド：[image: ]％だから、もう振るしかない。

辰馬：うおっ、ひどいもんだ。

ユピテル：アタシも振るわ。（ダイスを振る）これで[image: ]まで下がったわ。まっ、一倍振ぶりで大だい丈じよう夫ぶそうね。（ダイスを振る）戻もどってこられたわよ。

辰馬：オレは[image: ]だから、Ｅロイスは振ふらなくていい。１ゾロじゃなければ大丈夫だぜ。

そよぐ：Ｅロイスを振って、87％に下がりました。ロイスは五つあるから、５Ｄ。一倍振りでいきます。（ダイスを振る）……うわあ、下がった！　……５Ｄで32！　一気に侵蝕率55％に。

辰馬：下がりすぎたね。オレは、84％で大丈夫だった。

ＧＭ：まさかの下がりすぎで経けい験けん点が減る。

そよぐ：Ｅロイス要いらなかったなー。

フェイド：では、注目のバックトラック。まずはＥロイス。（ダイスを振る）29！　侵蝕率[image: ]％まで下がった。タイタス六個では帰ってこられないな。二倍振りだ。

ユピテル：これを失敗したら、隕石どかんのエンディングよね……。

そよぐ：どきどき……。

フェイド：えいや！　（ダイスを振る）……52下がって、94。おお、戻もどれた。

そよぐ：よかったー。

ユピテル：フェイドちゃんのジャーム化がなかったのは、助かったわ。

フェイド：だが、ビーコンであることには変わりないのだ。

そよぐ：そ、そうなんだ。

ＧＭ：その辺を踏ふまえてどうするか、エンディングで演えん出しゆつしていきましょう。







◆Ending01◆驚きよう愕がくの提てい案あん

Scene Prayer ─── ユピテル




　こうして、地球に迫せまる危機はひとまず回避された。

　だが、それは一時的なものに過すぎない。地球に隕石が落下するという事じ態たいは変わらない。

　そこでユピテルに告げられたのは、フェイドからの驚おどろくべき提案だった。




ＧＭ：では、フェイドと一二七年後の隕石をどうするかですが。

フェイド：では、提案があるのだが。

ＧＭ：ほう、なんでしょう？

フェイド：これをやっていいかどうかは、ちょっとＧＭとデザイナーに許きよ可かを取りたい。

ＧＭ：うお、また何かすごいことを考えていそうな予感！

ユピテル：ど、どんな提案でございましょう？（笑）

フェイド：実は……───。

一同：何だってー!?




　……と、ここで我々一同を驚愕させる提案が為なされたのだが、それは後のフェイドのエンディングで語ろう。




ＧＭ：なんという壮そう大だいなアイデア……。

フェイド：可か能のうであれば、私のエンディングで演出したい。

ＧＭ：わ、わかりました。大変面白いのでその方向でいきましょう。

フェイド：おお、いいのか！

ＧＭ：で、フェイドのエンディングは後に回しますので、まずはユピテルのシーンにしようかと思います。

ユピテル：分かったわ。

ＧＭ：四八時間からちょっとオーバーしましたが、ロスタイムぎりぎりで食い止めたというところです。

ユピテル：じゃ、ＵＧＮの支し部ぶ長ちよう会議で一席ぶつことにするわ。

ＧＭ：はい、そうしましょう。各支部長が集まり、神戸第三支部が担たん当とうした隕石落下の件けんについての報ほう告こくを待ってます。

ユピテル：では、報告させてもらうわ。とりあえず、当面の脅きよう威いは去りました。すぐにどうにかなることはないでしょう。

ＧＭ：「おお、では地球は救われたのか！」

ユピテル：いえ、今はフェイドと呼よばれる精神生命体の腹次第です。正直に言ってしまえば、彼かれが落とす気になれば今からでも落ちてきます。

辰馬：衝しよう撃げきの告白だよなぁ。

ＧＭ：ざわ……ざわ……。




「やはり排はい除じよするべきでは」

「封ふう印いんだ」

「結局、先さき延のばしになっただけではないか」

　天体〝ソリッド〟は、やはり地球に落ちてくる可か能のう性せいを払ふつ拭しよくできない。

　各支部長は、フェイドの存在について危き険けん視ししている。

　だが、ユピテルは語る───。




ユピテル：みなさん、静せい粛しゆくに。ＵＧＮの一員として、また、人の身を持たない者として、提案がしたいのです。

ＧＭ：すると、ざわめきが収おさまり、ユピテルの発言を傾けい聴ちようします。

ユピテル：すべてを排除するというやり方でこの惑星を守るのは、ひとつの方法でしょう。ただ、彼は今現げん在ざい我々の仲間として、友人として、交こう渉しようが可能です。彼とアタシたちの間には、信しん頼らい関係があります。それを排除するというのは、我々ＵＧＮの信しん義ぎに反するのではありませんか？

ＧＭ：すると、しーんと静まり返りますね。

そよぐ：そうだよ、フェイドちゃんとは話し合えるよ。友達だし。

ユピテル：ま、そういう存在を受け入れていくのも、オーヴァードと人間の共きよう存そんを掲かかげるＵＧＮとして、一考するべきものではないでしょうか？　人ならぬ身を持つ者としては、ぜひ皆さまに考えていただきたい。




　オーヴァードと人間の共存───。

　それがＵＧＮが設立の理念であり、現在も変わらない。

　彼らオーヴァードは、裏切り者ダブルクロスである。

　人間から見れば恐れられ、排除されるかも知れない存在だ。

　だからこそ、この変貌した世界の中でおのれの存在を秘匿している。

　そんな自分たちが、危険だから、自分たちと違うレネゲイドビーイングだからといって、フェイドを排除していいものだろうか？

　そんな疑問を、誰もが抱かずにはいられなかった。




ＧＭ：ここで、薬王寺結希が「……わたしたちは、間違いを犯すところだったのかもしれませんね」と言います。

一同：おおおっ！

ＧＭ：テレーズ・ブルムも「そう、私たちの目的は共存です」と同意します。

フェイド：「それが我々の正義だ」とか、神月正義も言うんだな（笑）。

辰馬：で、アッシュ・レドリックはサングラスをくいっと上げて無言、と（笑）。

そよぐ：オッケーのサインみたい。

ユピテル：分かっていただけましたかしら？

ＧＭ：では、ここは霧きり谷たにが、「決を採とる必要はなさそうですね」とか言ってしまおう。

辰馬：さすが霧谷雄ゆう吾ご！

ユピテル：あとは、中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいにかけましょう。

辰馬：テレーズが持っていくとか、そういう話か。

フェイド：たぶん、問題としてはそういうレベルになるよなぁ。

ユピテル：この話を吞のんでいただけるのであれば、彼から具体的な提案があります。

ＧＭ：「ほう、それは？」

ユピテル：それは……と言ったところで、シーン終了よ！

そよぐ：いいところで切った！（一同笑）

ＧＭ：分かりました。では、そこで切ってシーンを終了しましょう。







◆Ending02◆残されるもの

Scene Player ─── 海藤辰馬




　いつものように朝を迎える。辰馬は、そよぐを待っていた。

　フェイドがした〝提案〟を、そよぐは受け入れているだろうか？

　それは、別れを意味しているものだから。




ＧＭ：で、フェイドはユピテルと〝提案〟に向けていろんな準じゆん備びをしているわけですね。

そよぐ：その〝提案〟、あたしたちも聞いてるんですか？

フェイド：聞いてるでいいと思うぞ。

辰馬：なら、その裏うらでちょっとこっちも演出したい。

そよぐ：あ、あたしも。

ＧＭ：では、ここは辰馬をシーンプレイヤーにして、そよぐと一いつ緒しよに登場というシーンにしましょう。

辰馬：じゃ、登校中とか、そよぐを珍めずらしく待まち伏ぶせして。

そよぐ：じゃあ、ミイちゃんちに行くところで待ってると会えるよ。

辰馬：じゃあ、そうしよう。

ＧＭ：未み来らいはそよぐが来ないと起きないんで。

そよぐ：もう、しょうがないなぁ、ミイちゃんは（笑）。

ＧＭ：まっ、日課みたいなものですね。

そよぐ：じゃあ、行ってきま～す。

ＧＭ：で、未来の家に向かう途中で、辰馬が登場する、と。

辰馬：やあ、そよぐ。

そよぐ：あれ、たっつんじゃん、どうしたの？　おはよー。

辰馬：おはよう。キミに聞きたいことがあるんだ。

そよぐ：何かな？

辰馬：その、フェイドのことなんだが……アレでいいのか？

そよぐ：あんまりよくない……。

辰馬：そ、そうか。そうだよな。

ユピテル：だいぶむくれてるわね（笑）。

そよぐ：むくれてるよ。だってさ、フェイドはあたしたちと居いる日常を、居心地いいって思ってくれてたんだよ？　それなのに、ひどいじゃん。

辰馬：まあ、そうかも知れないが……いつか、話せるときが来るようになるさ。

そよぐ：そうかなぁ。

辰馬：それに、フェイドの気持ちもオレは分からなくはないよ。日常を守りたいから、あいつはアレをきっと選んだんだよ。

そよぐ：……まあ、フェイドちゃんが言い出したことなんだもんね。それは分かるんだけどさ。でもね。

辰馬：うーん、機き嫌げんが悪いみたいだな。どうすればいいんだろう？

ユピテル：辰馬ちゃん、ここは頑がん張ばりどころよ？（笑）

辰馬：よし、ならこれだ！　……今度の休みは暇ひまかい？

ユピテル：そう、それよ！

そよぐ：……暇、だけど？

辰馬：どこかに出かけないか？　その、タイの踊おどりとか（笑）。

ＧＭ：またかよ！（一同笑）

そよぐ：タイ引ひっ張ぱるね。

辰馬：いや、まだあるかどうか、調べないで言ってるけど。まあ気晴らしに。

そよぐ：うわ、それ明るくなるよ。ねえ、それってデート？

辰馬：ででででデート!?




　動揺しすぎである。




ＧＭ：もう、たっつんしっかり！

ユピテル：誰よその応援は（笑）。

フェイド：しかし、そよぐの機嫌は直ったっぽいぞ（笑）。

辰馬：そう取りたいんなら、取ってもらってもいい。真しん剣けんな目をして言うぞ。

そよぐ：お、おう、おう。

ＧＭ：おう、おうって、なんで動どう揺ようしているの（笑）。

そよぐ：いや、ちょっとね。でも、いいよー。

辰馬：じゃあ、何をするかはこれから決めよう。

そよぐ：そうだね、何しようか。

辰馬：でも、そろそろ時間がやばいんじゃないか？

そよぐ：あー！　ミイちゃん！

辰馬：そうだ、早く起こしてくるんだ。

そよぐ：うん、分かった。行ってくるー！




　そよぐは、慌あわただしく未来の家に駆かけていった。

　寝ね起おきの悪い未来を起こさないと、遅ち刻こくの可能性が大きくなる。

　せっかく、いいことがあったのだから、悪いことはない方がいい。




そよぐ：じゃあ、一回振ふり向むいて、たっつん！　楽しみにしてるね！

辰馬：ああ！

ＧＭ：と、ひどいことになってる未来を起こしに向かう。

そよぐ：ミイちゃん、本当に時間ないから！　やばいから、今日は！

辰馬：……と、みんなで行くのもいいかなぁと思っていたり。

ＧＭ：ヘタレやん！（一同笑）

ユピテル：そこはせっかくだからふたりっきりでいけばいいのにねえ。

ＧＭ：いや、まったく。

辰馬：うるさいな。いいんだよ、にぎやかな方が。

そよぐ：みんななの？　……まあ、それでもいいかな（笑）。

ユピテル：仕方ないわねえ。

そよぐ：なんか、あたしがひとり勘かん違ちがいして恥はずかしいことに（笑）。

ＧＭ：フェイドも含ふくめて。フェイドもユピテルも、いつもの四人で行くという。

辰馬：そうそう。

ＧＭ：では、そよぐが戻ってくるのを待つ辰馬を映うつして、シーン終了としましょう。







◆Ending03◆見上げてごらん

Scene Player ─── フェイド




　宇宙からの侵しん略りやく者しやとの熾し烈れつな戦いは終わった。

　神戸第三支部の面々には、それなりに穏おだやかな日々が訪おとずれていた。

　光こう陰いん矢の如ごとし──そして、半年の月日が過すぎた。




ＧＭ：では──最後のシーンと参りましょう。フェイドの〝提案〟、その決行日です。

フェイド：了解だ。

そよぐ：どれぐらいあとなんですかね。

フェイド：うむ、準備完かん了りようまで半年かかったのだ（笑）。

ＧＭ：じゃあそれで（笑）。

そよぐ：半年が流れた！

フェイド：時の流れは速いが、その間それなりにそよぐたちと楽しく過すごしていたのだ。

そよぐ：あの後、タイの演えん劇げきに行ったりね（笑）。

フェイド：それも、つい１シーン前のことのように思い出される（一同笑）。

辰馬：まさに１シーン前のことだった。

ＧＭ：これまで、いろいろ思い出を作ったわけですね。

フェイド：そうだ。この惑星で過すごしたことが思い出される。

そよぐ：半年後だと、今は冬服かな？

ＧＭ：本当だー！　冬服ですね。そして、場所はＮＡＳＡの施し設せつ、ジョンソン宇宙センターにやってきています。




　フェイドを見送るため、ＵＧＮ神戸第三支部のメンバーは海を渡わたった。

　アメリカ大陸は、テキサス州ヒューストン。ここは、宇宙への玄げん関かん口ぐち。




そよぐ：ＮＡＳＡなんだ！

ＧＭ：ＵＧＮの本部、アメリカにありますから、〝提案〟通りにするとそれが近いかと。

フェイド：まあＮＡＳＡは分かりやすいな。

ＧＭ：ユピテルとか、アメリカに来たんだから、すごいおしゃれしてるんじゃないですか。

ユピテル：じゃ、星せい条じよう旗きカラーリングにしてるわ。

ＧＭ：フェイドは、オコジョサイズの宇う宙ちゆう服ふくとか着てます？

フェイド：アレがいいと思うんだ。金きん魚ぎよ鉢ばちみたいなのを頭からかぶる。

辰馬：それ意味あるのかな？

フェイド：まあ、気分だ。

ＧＭ：そして、ついにこの日が来てしまいましたが。

フェイド：出発の時が来たようだな。ずいぶん世話になった。これでいったんはお別れだ。

そよぐ：フェイドちゃん……。あたし、泣きそうになっちゃうよ。

フェイド：そよぐ、何故なぜ泣く？

そよぐ：だって、あたしフェイドちゃんに行ってほしくないよ。

フェイド：だが、決めたことだ。私は、火星に行く───。




　フェイドの〝提案〟───。

　それは、みずからを火星に送り出し、火星にインベードすること。

　そうすれば、天体〝ソリッド〟の地球への衝しよう突とつは免まぬがれ、最悪の事態を回避できる。




ユピテル：火星にインベードするなんて提案されたときは、本当に驚いたわよ。

フェイド：（素に戻って）今更言うのも何だけど、『ＤＸ３』的に大丈夫？

ユピテル：（デザイナーになって）火星には特に設定ないですから、大丈夫っすよ。聞いたときは驚きましたけど。

辰馬：あんたも宇宙に旅立ったじゃないっすかー!!（一同笑）

ＧＭ：『エクソダス』の話ですね（笑）。

フェイド：ともかく、地球を危機から遠ざけるには、これが最さい善ぜんの方法だ。だからそよぐ、泣かないでほしい。

そよぐ：でも、友達とか大好きな人には傍そばに居てほしいもん。火星はちょっと遠すぎるよ。

フェイド：ああ、そうだな。私には、さして遠いとは思えないのだが。

辰馬：スケールの問題か。

フェイド：私は惑星にインベードして惑星そのものになる……この目的は捨すてられなかった。だから、これしかない。

そよぐ：ロイス、捨すてきれなかったから……。

ユピテル：守りすぎちゃったのよね。

フェイド：だが、もうこの地上に最初に現あらわれたときのソリッドではない。お前たちの持つ、学がく術じゆつ的てきにはロイスという絆きずなについて多少なりとも理解した。それがゆえに、そのソリッドが火星になるのだ。

そよぐ：火星になる……どういうことなんだろう？

辰馬：オレたちにはピンとこないや。

フェイド：惑星というのは環境を含めた一個の生命体で……とまあ、難むずかしい話はやめよう。これからは空に浮うかぶ赤い星が、キミたちの友人となる。これはよいことではないか。

そよぐ：見上げれば、いつも空にフェイドちゃんがいるのね。

フェイド：そう、赤い星として。私は、たとえどこに居いようとも、約束は守る。人類の、そよぐの永えい遠えんの友人だ───。

そよぐ：うん！

フェイド：たとえば、たっつんが食べたお子様ランチ、みんなで行った買い物、私の中に残っている。この記き憶おくは失われることはない。

そよぐ：うん、あたしも忘れないよ。

フェイド：残念ながら、そよぐとたっつんのデートは見られなかったが。

辰馬：この半年の間、誘さそえませんでした（笑）。

ＧＭ：やだ、たっつんのヘタレ！

辰馬：だって、わずか１シーンしかなかったし！（一同笑）

ＧＭ：だが、その１シーンは半年間なわけで。

辰馬：もう、今はそのときじゃないんだよ！

そよぐ：それはちょっと、くすくす笑うかな。

フェイド：では、握あく手しゆをしよう。手を出す。きゅっ。

そよぐ：可愛かわいい！　じゃあ、その手を握にぎろう。一いつ生しよう懸けん命めい。分かった。いつまでも友達だよ。約束だからね。

フェイド：では、用意されたロケットへ、タラップをかつかつ昇のぼって乗のり込こむ。

そよぐ：じゃあ、気をつけてね。宇宙には何があるか分からないけど。

フェイド：実のところ、私にも何が起こるか分からないが（笑）。

辰馬：この先、また大だい冒ぼう険けんが待っているかもしれない。

ＧＭ：あと、他にも霧谷とか怪け我がが完治した相あい原はらとかが、見送りに来ています。

フェイド：あー。相原くんか！

辰馬：いたなぁ、一巻ぶりだわー。

ユピテル：元気になってよかったわねえ。

ＧＭ：それまでの体調管理とか全部してたのは、きっとマリナ先生ですよ。

フェイド：ああ、マリナ先生、今回出番なかったな。

ＧＭ：そんなわけで、ユニバーサル貿ぼう易えきのみんなが「ばんざーい！　ばんざーい！」と送り出してくれます。

フェイド：そして、きっとミユキと都築京香つづき・きようかも見送りに来ているだろう。

ＧＭ：そうですね。きっと協力してくれますよ。惑星ひとつが一個のレネゲイドビーイングになるというのは、たぶん都築京香も想そう像ぞうしてなさそうだったし。

ユピテル：いや、想像してないことはない。ついこのあいだ、やろうとしたし。

ＧＭ：本当だ！　じゃあ、それを実じつ現げんするのを非ひ常じように興きよう味み深ぶかく見守るわけですよ。

辰馬：この先が楽しみだって話だね。

ＧＭ：「どうにかして定期的に連絡を取る手しゆ段だんを作りたいと思います」とか、そういうことを言う。

フェイド：タラップの途中で、振り返って答えよう。フッ、その点については安心するがいい。

そよぐ：というと？

フェイド：《シークレットトーク》の射程は視界……火星から地球が見えていれば届く。

そよぐ：そうか！（一同笑）

フェイド：だから、キミたちが火星を見上げれば、いつでも私と話ができる。

そよぐ：それってなんだかロマンチックだね。

辰馬：そうだな。

そよぐ：寂しくなったら、火星を見上げるよ。

フェイド：そよぐ、辰馬。いつか、ふたりで火星に来てくれ。そのときは歓迎する。

辰馬：そ、それはハードル高いなぁ……。

そよぐ：でも……がんばれば実現するかもしれないね。

ＧＭ：カウントダウンが始まり、フェイドのロケットが火星に向かって飛んでいきます。

そよぐ：行ってらっしゃい！




　白はく煙えんを噴ふき、フェイドを乗せたロケットは蒼そう天てんを貫つらぬいて火星を目指す。

　無事にインベードできれば、火星はフェイドの意い志しを持つ。

　それは、太たい陽よう系けいの惑星のひとつが、友達になるということ。

　ロケットが地球の重じゆう力りよく圏けんを振ふり切きるまで、十分。

　見上げているうちに、視し界かいから消えていった。




「……行っちゃったね」

「でも、夜空を見上げればいつでも会えるさ。フェイドはそう約束した」

「ねえ、たっつん」

　くるりと振り返って、そよぐは辰馬の顔を覗のぞき込こむ。

「ん？」




「今度、火星までデートに行こうか───」





ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・コスモス

最終話「流星」

─ＦＩＮ─





















　　　　あとがき




　うしろすがたのしぐれてゆくか（種田山頭火）




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　ごきげんよう皆みな様さま、著ちよ者しやの加納正顕かのう・まさあきでございます。

『コスモス』第三巻かん──最さい終しゆう巻かんをこうして皆様のもとにお届とどけすることができましたが、いかがでしたでしょうか？　楽しんでいただけたなら幸いです。




　この『コスモス』は、『ＤＸ』シリーズの新たなスタンダードを目指すということで始まりながら、フタを開ければ宇う宙ちゆうレネゲイドは出るわおねえのロボは出るわ、何処どこに着地するのか正直自分にも予よ測そくがつかない状じよう態たいでございましたが、三回のセッションを経へた結果、神戸第三支し部ぶの仲間たちは素す晴ばらしいエンディングを見せてくれました。彼かれらの戦いの軌き跡せき、そしてその結末がどうなったか──最後まで見み届とどけてください。




　さて、無事にラストを迎むかえることの出来た『コスモス』ですが、やはりその力は魅み力りよく的てきな四人のプレイヤーたちによるものが大きかったと思います。

　まずは駒こま尾お真子さん。慣なれたプレイヤーならではの面おも白しろいデータ構こう成せい、そして今春そよぐという魅力的な主人公を生み出して下さったことに感かん謝しやでいっぱいです。

　大畑さんは相変わらず年季の入った負けプレイと筋すじの通ったヒーローっぷりを、辰たつ馬まで見事に演えん出しゆつしきってくれました。二巻のクライマックスは楽しかった！

　矢野さんは出オチでした──が、それに終わらず、おねえとロボという矢野さんの趣しゆ味みを詰つめ込こんで魅力いっぱいの支し部ぶ長ちように仕上げてくださいました。

　そして最後に鈴吹社長。色々無む茶ちや振ぶりをし、プレイヤーとは思えないレベルの設せつ定ていを投げつけてしまいましたが、真っ向から受け止めていただけたのはさすがの貫かん録ろくでした。あのラストシーンは社長なしにありえません。




　そして最後に、本書に関かかわって頂いただいた皆様にも感謝を。富ふ士じ見み書しよ房ぼうの編へん集しゆう様、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の田中様およびスタッフの皆様、今回も進行その他でお世話になりました。ありがとうございます。

　イラストのしのとうこ先生。最後までしのさんの絵で、コスモスの魅力はひと味もふた味も増ましておりました。ありがとうございます。

　そして読者の皆様、本当にありがとうございました。




　それでは、ここで一いつ旦たん締しめさせていただきたいと思います。

　みなさま、たまに空を見上げてみてください。ひょっとしたら、なにか不思議なものが見えるかもしれませんよ。





二〇一四年二月　加納正顕（ＢＧＭ：岡村靖幸おかむら・やすゆき『ビバナミダ』）



















イラストレーター：しのとうこ

カバーデザイン：F.E.A.R.












ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・コスモス③

この宙そらに誓って
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